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DA961a 


は じ め に 


本 書 は , NEC PC-9800 シリ ー ズ で 共通 に 使用 で きる 日 本 語 入力 機能 の 解説 書 で す . 


時 本 書 の 構成 と 利用 方 法 
本 書 は 第 1 部 か ら 第 3 部 お よび 付録 か ら 構成 され て いま す . 


第 1 部 は 初め て 日 本 語 入力 機能 を 使う 方 に 読ん を で いた だ きた い 解 説 で す . 日 本 語 入 力 の 基礎 的 な 操作 
を 実際 の 操作 を 通し て 学ん で くだ さい . 


第 2 部 は 日 本 語 入 力 機能 の さまざま な 機能 を , 操作 を 通し て 解説 し ます . この 部 で は 必要 な 項目 だ け 
を 選択 し て 利用 し て くだ さい . 

第 1 章 で は 日 本 語 入 力 画面 。 操作 キー に つい て , 第 2 章 で は 日 本 語 入力 モー ド に つい て 解説 し ます . 
第 3 章 と 第 4 章 で は 文字 の タイ プ 方 法 に つい て 解説 し ます . 第 5 章 で は 郵便 番号 や 特殊 記号 な ど が 変換 
で きる 便利 な 変換 機能 を 解説 し ます . 第 6 章 は 辞書 へ の 単語 登録 , 削除 操作 第 7 章 で は 変換 方 式 や 辞 
書 フ ァイル な どの 設定 状態 の 表示 や 設定 の 指定 方 法 を 解説 し ます . 


第 1 章 …… 日 本 語 入 力 画面 と ガイ ドラ イン 表示 
第 2 章 …… 日 本 語 入力 機能 の モー ド 

第 3 章 …… 漢字 文字 の タイ プ 方 法 

第 4 章 …… いろ いろ な 文字 の タイ プ 方 法 

第 5 章 …… 機関 名 や 郵便 番号 な ど 便利 な 変換 方 法 
第 6 章 …… 辞書 へ の 単語 登録 。 削除 機能 

第 7 章 …… 設定 状態 の 表示 と 変更 


第 3 部 は 日 本 語 入力 機能 を 使う 上 で 知っ て お く と 便利 な 方 法 に つい て 解説 し ます . 第 1 章 で は 4 つの 
変換 方 式 の 違い を , 第 2 章 で は , 学習 機能 と 先読み 機能 の 解説 を し ます . また , 第 3 章 で は 日 本 語 入 力 
機能 を 使う た め に 必要 な シス テム へ の 指定 方 法 を 説明 し ます . 

第 1 章 …… 4 つの 変換 方 式 (逐次 変換 プ 連 文節 変換 プ 単 文節 変換 JIS 16 進 コ ー ド 変換 ) 
の 違い 

第 2 章 …… 学習 機能 , 先読み 機能 の 解説 

第 3 章 …… 日 本 語 入力 機能 を 使う た め に 必要 な シス テム へ の 指定 


(3) 


は じ め に 


巻末 に 次 の よう な 付録 を 用 意 し まし た . 
640K バ イト タイ プシ ステ ム デ ィ ス ク を お 使い の 方 は 。 必ず 付録 を ご 覧 くだ さい . 


付録 人 ロー マ 字 入力 の ルー ル 表 

付録 B カナ 入力 の ルー ル 表 と キー 配置 図 

付録 C 部 首 の 読み と 記号 表 

付録 D 漢字 コー ド 表 

付録 E 640K バ イト タイ プシ ステ ム デ ィ ス ク の 場合 の 準備 


財 その他 の マニ ュ ア ル 
さら に 詳し い 解 説 を 必要 と され る 場合 に は 。 次 の マニ ュ ア ル を 参照 し て < だ さい 。 


@ MS-DOS xx ユー ザー ズリ ファ レン スマ ニュ アル 

MS-DOS コマ ンド に 関す る , 詳細 な 説明 書 で す . 日 本 語 入力 機能 に 関し て は , 辞書 へ の 単語 の 登録 
削除 , 登録 単語 の 一 覧 や 辞書 の マー ジ や 再編 成 に つい て 辞書 ファ イル 保守 メー ティ リティ (DICM) の 項 
で , また , ユー ザー 定義 文字 の 作成 削除 に つい て ユー ザー 定義 文字 保守 メー ティ リティ (USKCGM) の 
項 で 。 それ ぞ れ 解説 し て いま す . 


@ N。。- 日 本 語 BASIC(86) ユー ザー ズ マ ニュ アル 

Nss- 日 本 語 BASIC (86) の 機能 を 解説 し た 説明 書 で す . 日 本 語 入力 機能 に つい て は , 辞書 ファ イル の 
保守 に つい て dicmen .n88 ユー ティ リティ の 項 で , ユー ザー 定義 文字 に つい て usfont .n88 ユー ティ リ テ 
ィ の 項 で 。 それ ぞ れ 説明 し て いま す . 


人 @ MS 0S/2 xx ユー ザー ズリ ファ レン スマ ニュ アル 

MS OS/2 コマ ンド に 関す る , 詳細 な 説明 書 で す . 日 本 語 入力 機能 に 関し て は , 辞書 へ の 単語 の 登録 
削除 , 登録 単語 の 一 覧 や 辞書 の マー ジ や 再編 成 に つい て 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ リティ (DICM) の 項 
で , また , ユー ザー 定義 文字 の 作成 削除 に つい て ユー ザー 定義 文字 保守 メー ティ リティ (USKCGM) の 
項 で ,。 それ ぞ れ 解説 し て いま す 。 


(4 ) 


は (3) 


第 1 部 初め て 利用 され る 方 の た め に 


1. 日 本 語 入力 機能 ヒ は ooo PP) 
2. 日 本 語 を タイ プ し て か よう oro 5 
3 こん な が iii 9 
[コラ ム ] 日 本 語 入 力 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サダ タカ "oo 7 ダ 2 


第 2 部 日 本 語 入力 機能 


第 1 章 日 本 語 入力 機能 を 1.1 日 本 語 入 力 キー 操作 一 覧 … ぐ oe 7 グ 
使う 前 に 1.2 日 本 語 入力 モー ド 画 面 一 一 ガイ ドラ イン 0 oo 79 

1.3 ガイ ドラ イン 表示 の ON ノ OFF 一 一 [crmu]+ ee] …… の ii 2 の 

第 2 章 日 本 語 入力 モー ド 2.1 日 本 語 入力 モー ド に 入る / 出 る 一 一 [crRL]+[XfER] ………… 27 
2.2 直接 入力 ノ 間 接 入 力 (文字 入力 位置 の 指定 ) 一 一 全 | ……… 22 

2.3 カナ 入力 プロ ー マ 字 入 カ ー 一 防 ナ | 53ISGGG 5772RR2Ast 29 

第 3 章 漢字 3.1 漢字 の タイ プー oo 25 
3.2 文字 の 修正 eo 3 の 

3.3 文節 の 区 切り を 修正 ooo 32 

3.4 表示 選択 一 一 [si | + [ xFeR ] も 022cS3RoZei が 30574 く 3 レア 4 

3.5 部 首 選択 一 一 [ crmu]+ [ml] cs dsiked 語 の SatiGaS23GE32a8SOE い 3 36 

3.6 直接 入力 と 間接 入力 に よる 画面 表示 の 違い oooennenetn 38 

第 4 章 いろ いろ な 文字 4.1 文字 タイ ンプ の ルー ルド Z7 
4.2 英 数 字 , 英 記号 一 一 [r2] に PC で Z2 

4.3 ひら が な カタ カナ ーー 一 [3] asicsSese DVS な も ae アア / 

4.4 半角 文字 一 一 [4] 3 半 際 2Z ま 2 が AGNSs tioeseoe2o3 ozeeitesconis28FSaes ue ジア 4 

4.5 JIS 16 進 コ ユー ドー 一 [*s] asaeshoprtsi2 25 

456: 2 ペイ トコ ー ド ー 一 [re] CLDC 26 

4.7 いろ いろ な 文字 の タイ プー oooeernrerrrrrrrrrrrrrrrrr 6 


第 5 章 便利 な 機能 


第 6 章 辞書 機能 


第 7 章 環境 設定 , 
情報 表示 


人 間 義人 oonves newyork Z9 
5.2 郵便 番号 住所 oo 5 の 
5.3 特殊 記号 一 一 | cTRL|+ 固 833EPGGEGIPGS の YRRBS3SSoBRSGSMGOS 52 
な 仙 | 辞書 の 切り 換え 一 一 [| CSS の SMieget35OG9dPS38HHESBSS3SRss 55 
6.2 辞書 へ の 単語 登録 一 一 [ra] SS な 32ENRSe2SCSSEREaEZSSd3SSSIee 58 
6.3 登録 単語 の 削除 一 一 [| DGGStSS は ORIGStGNSSREIi2SNES&di 62 
[コラ 六 生 書 Nammreemeeaeome recee aaNrvaesinea trstnssato3avrsknSs 65 
7.1 環境 設定 一 一 friq| aeaeiideyatetiey ZSRORSeGRsedr2D RXRRRS 6Z 
人 本 、 ト ロ ロ ー 目 "3: YY の ch 69 


第 3 部 知っ て お いて ほぼ ほしい 知 識 


第 1 章 変換 方 式 1.1 乏 次 変換 ……… の …ee ZZ 
1.2 連 文 節 変換 momoeoeee 2】 
1.3 単 文節 変換 上 人 …ー ド に ZS 
1.4 JIS16 進 コ ー ド 変換 ee 87 
[コラ ム ] AI か な 漢字 変換 上 ……… ド ドド に ア 4 
第 2 章 学習 機能 , 2.1 学習 機能 や … 上 層 @ 上 retroreteeeeeeseeeesesee 85 
先読み 機能 2.2 先読み 機能 で ee 86 
第 3 章 日 本 語 入 力 機能 を 3.1 Ni- 日 本 語 BASIC(86) の 場合 一 一 setup.n88…oiiiiii… 88 
使う た め に 3.2 MS-DOS の 場合 一 一 CUSTOM,。 エディ ター … の imeeettentn 92 
3.3 MS OS/2 の 場合 一 CUSTOM, エディ ター ……iiiiiin 7 の 9 
3.4 メモ リ 容 量 と 辞書 フフ ファ イル た の eo 70Z 
付 銀 
付録 A ロー マ 字 入力 の 規則 和合 の 7 
付録 B カナ 入力 の 規則 一 ……… の … ド ーー ドド ドド ーー ドー 773 
付録 C 部 首 の 読み 一 覧 表 … ぐ で … の …iii… に 775 
付録 D 漢字 コー ド 表 で … に トー 779 
付録 E 640K バ イト タイ プシ ステ ム デ ィ ス ク の 場合 の 準備 ……… 739 
に 0 二 OCCCCOCONUR で SLHOUPAKZ の OK いい OCT 7 


天 1 部 


初め て 利用 され る 万 の た め に 


本 部 で は , 初め て 日 本 語 入力 機能 を 使う 方 の た め に , 日 本 語 入力 機能 
と は 何 か , また 日 本 語 入力 機能 で どん な こと が で きる の か に つい て 説明 
し ます 。 


1. 日 本 語 入力 機能 と は 


日 本 語文 字 は さまざま な 場合 に 必要 と な り ま す . 住所 録 の デー タ , プロ グラ ム の メッ セー ジ , ファ イ 
ル 名 。 表 の 見 出し ,。 これ ら の 文字 を 英字 で は な く , 日 本 語 で 表す こと に よっ て , デー タ が より 理解 し や 
すく 見 や すい 情報 と な り ま す . 

日 本 語 を タイ プ す る た め に は 特別 な 機能 が 必要 で す . この 特別 な 機能 が . これ か ら 本 書 で 説明 する 日 
本 語 入力 機能 で , 大 別 す る と 2 つの 機能 に 分 けら れ ま す . 


だ と えば AME と キー を タイ プ し だ と し ます 。 


する と ,。 この 英文 字 AME” が ひら が な に 変わ っ て , ヾ あめ ? と 画面 に 表示 され ます . 
タイ プ し た の は ロー マ 字 。 画面 に 表示 され た の は ひら が な で す . これ が 日 本 語 入 力 機能 の 第 一 の 機能 
で 8 


第 1 部 初め て 利用 され る 方 の た め に 


さら に , 画面 に 表示 し た 文字 を “読み が な ” と し て ユー ザー が 変換 操作 を 行う と 。 ディ スク 内 に 入っ 
て いる 辞書 ファ イル で 読み が な ? と 漢字 が 対応 づけ られ て いる 表 ) か ら 文字 が 捜 さ れ , “読み が な ? に 
合っ た 文字 に 変換 され ます . 

この “読み が な ” を 漢字 へ 変換 する 作業 も 日 本 語 入 力 機能 が 行い っ ます. これ が 第 二 の 機能 で , 日 本 語 
入力 機能 の 最大 の 特徴 と な っ て いま す . 


7/777 7 
が 


7 般 時 


0 


この 本 で 説明 する 日 本 語 入力 機能 は , MS-DOS シス テム , N。。- 日 本 語 BASIC(86) シス テム 。MS OS/ 
2 シス テム な ど 様 々 な シス テム で 使う こと が で きま す . つまり, 一度 こ の 日 本 語 入 力 機能 の 操作 を 学べ ば 
他 の シス テム で も 同じ 操作 で 日 本 語 を タイ プ す る こと が で きる の で す . 


この 特別 な 機能 日 本 語 入力 機能 を 実現 し て いる の が , 日 本 語 入力 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ で す . 


ぁ 参 照 日 本 語 入 力 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サー…「 第 1 部 [コラ ム ]」 


2. 日 本 語 を タイ プ し て みよ う 


ここ で は , 簡単 な 操作 を 通し て 日 本 語 の タイ プ 方 法 を 体験 し て いた だ きま す . 

まず , パソ コン の 電源 を ON に し , お 買い 上 げに な っ た シス テム ディ スク を ドラ イブ 1 に セッ ト し ま 
す . 次 に 辞書 ディ スク を ドラ イブ 2 に セッ ト し , 最後 に リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て くだ さい . 
(MS OS/2 シス テム の 場合 は ,。 シス テム の セッ ト ア ッ プ 作業 が 必要 で す . ) 


シス テム ディ スク 


画面 に システム の プロ ンプ ト が 表示 され れ ば , これ か ら の 操作 の 準備 が で き て いま す . 


N。。- 日 本 語 BASIC(86) の 場合 MS-DOS の 場合 MS OS/2 の 場合 

Ok > 自 Is は 3 回 

| 
< 注意 > < 注意 > 

MS-DOS シス テム で は , MENU ュ コ MS OS/2 シス テム で は 。 プロ グラ 
マン ド を 終わ ら せ る と 。 上記 の よう な ム セ レ クタ に より MS OS/2 モー ド を 
プロ ンプ ト が 表示 され ます . 詳し く は 選択 する と , 上 記 の よう な プロ ンプ ト 
「MS-DOS x.x ユー ザー ズ ガ イド 」 を が 表示 され ます 詳しく は 「MS OS/ 
ご 覧 くだ さい . 2 x.x ユー ザー ズ ガ イド 」 を ご 覧 くだ 
さい 。 


第 1 部 初め て 利用 され る 方 の た め に 


それ で は 日 本 語 を タイ プ し て み ま し ょ う . 


[crRL ] キー を 押し な が ら [ xFER ] キ ー を 押し て くだ さい . この 操作 に は 両手 を 使い ます 。 [crRL] キー は 
左手 で | xFER | キー は 右手 で 押し ます . 
する と 画面 の いら ちば ん 下 の 行 に 次 の よう な 表示 が 出 ま す . 


R (か な ) @ 


ここ か ら 日 本 語 の タイ プ が で きま す . この 状態 を “日 本 語 入力 モー ド に 入っ た ” と いい ます . 


2. 日 本 語 を タイ プ し て みよ う 


ここ で は 練習 と し て 「 新 し い 世 界 」 と いう 
文字 を タイ プ し て み ま す . 


まず , [cAps | キー を 押し て ロッ ク し ます . 
次 に 英字 キー を [ A | [r] [Al[R][4][5 ] 
[5][ 捉 [kJ[A] [の 順に 押し 


R 〔 か な ) ます . 


[KreR | キー を 1 回 押す と , 画面 の いひ ら が 
な / が 漢字 に 変わ り ま す .「 新 し い 世 界 」 に 
な り ま し た . 


R (か な ) 


文字 を 確か め て か ら 。 スペ ー ス キー を 1 回 
新しい 世界 自 押し ます . これ で ,。 漢字 混じり の 文 が タイ 
プ で きま し た 。 


R 〔 か な ) @ 


最後 に も う 一 度 , | crRL] キ ー を 押し な が ら , [ xrER | キー を 押す と , 日 本 語 入力 モー ド か ら 抜 け 出 ます . 


第 1 部 初め て 利用 され る 方 の た め に 


いか が で し た か ? 日 本 語 入 力 機能 は この よう に と て も 簡単 で す . いま 操作 し た 機能 以外 に も た くさ ん 
の 便利 な 機能 が 用 意 さ きれ て いま す . 

今 ま で 行っ た 操作 は 日 本 語 を タイ プ す る た め の 練 習 で す . タイ プ し た 文字 「 新 し い 世 界 」 は シス テム 
側 (た と えば MS-DOS) で 特に 意味 を 持ち ませ ん . で すか ら 理 解 で き な い 文字 に 対し て ,。 シス テム か ら 
エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され る こと も あり ます . 

ここ で 説明 し た と お り に な ら な い 場 合 に は , まず 「 第 3 部 第 3 章 日 本 語 入力 機能 を 使う た め に 」 
を ご 覧 くだ さい . 


また , 漢字 の 読み が な は , ロー マ 字 だ け で な く , カタ カナ で タイ プ す る 方 法 も あり ます . 
な お , 640K バイ ト タ イ プ の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の シス テム を お 使い の 方 は , 操作 を 行う 前 に , 必ず 「 付 
録 セ 640K バ イト タイ プシ ステ ム デ ィ ス ク の 場合 の 準備 」 を ご 覧 くだ さい . 


3. こん な こと が で きる 


この 本 で 説明 する 日 本 語 入力 機能 に は , ここ まで に 説明 し た 以外 に も さま ざま な 機能 が あり ます . 
次 に , 機能 の 内 容 を Q&A の 形式 で 説明 し ます . 


(リタ イン で きる 文字 の 種類 は ? 


用 日 本 語 入 力 機能 で は さま ざま な 種類 の 文字 を タイ プ す る こと が で 
きま す . 漢字 , ひら が な , カタ カナ 。, 英 数 字 , 記号 , 半角 文字 そし て 1 バ 
イト コー ド 文 字 も タイ プ で きま す . 読み が な の 解ら な い 漢 字 な ど 漢 字 コ 
ー ド 表 か ら 探 し コー ド 番 号 で タイ プ す る こと も で きま す . 


・ 漢 字 を タイ プ す る 第 2 部 3.1 
・ 英 字 , 数 字 を タイ プ す る 第 2 部 4.2 
・ 記 号 を タイ プ す る 第 2 部 4.2 
・ ひ ら が な を タイ プ す る 第 2 部 4.3 
・ カ タカ ナ を タイ プ す る 第 2 部 4.3 
・ 半 角 文 字 を タイ プ す る 第 2 部 4.4 
・ 漢 字 コ ー ド で 文字 を タイ プ す る 第 2 部 4.5 
・1 バ イト コー ド 文 字 を タイ プ す る 第 2 部 4.6 


(リタ イン 方 法 の 種類 は ? 


の | 文字 を タイ プ す る 場合 , ロー マ 字 読み で タイ プ す る 方 法 (ロー マ 
字 入力 ) と , カナ 読み で タイ プ す る 方 法 (カナ 入力 ) が あり ます 。 通常 
は ロー マ 字 入力 が 使用 で きる 状態 に な っ て いま す が , 了 ナ |] キー を 押す と 
カナ 入力 が 使え ます . 


・ 英 文字 タイ プ に 馴れ て いる 第 2 部 2.3 
・ カ ナタ イプ に 馴れ て いる 第 2 部 2.3 


第 1 部 初め て 利用 され る 方 の た め に 


《 交 字 を タイ プ する に は ? 


すばやく 変換 する に は ? 


よく 委 交 する に は ? 


10 


用 漢字 を タイ プ す る 方 法 に は , 通常 の タイ プ 方 法 の 他 に , 一 度 に 最 
大 9 つの 漢字 候補 を 表示 し , この 中 か ら 希 望 の 漢字 を 選択 する 方 法 が あ 
り ま す . また , 読み が 解ら な い 漢 字 は , 漢字 の 部 首 か ら 捜 し 出し て 選ぶ 
と こと が で きま ず 。 


・ 漢 字 の 通常 の タイ プ 方 法 第 2 部 3.1 
・ 一 度 に た くさ ん の 漢字 候補 を 表示 する 第 2 部 3.4 
・ 読 み が な の 解ら な い 漢字 を タイ プ す る 第 2 部 3.5 


の の | 辞書 の 学習 機能 を on に し て お く と 直前 に 選ん だ 漢字 が 最 優先 で 
表示 され る よう に な り ま す . この 機能 に より , 使用 頻度 の 高い 漢字 や 熟 
語 ほ ど 変 換 の 手間 が 少な く な っ て いき ます . また , 先読み 機能 を on に す 
る と, 変換 操作 を 行う 前 に 漢字 候補 を 辞書 ファ イル か ら 読 み 込 む の で , 
変換 時 間 を 短 較 で きま す . 


・ よ く 使 う 漢 字 や 熟語 の 変換 効率 を 高く する 第 3 部 2.1 
・ 辞 書か ら の 読み 込み 時 間 を 短く する 第 3 部 2.2 


用 辞書 に 単語 や 慣用 名 な ど を 短い 読み で 登録 する こと が で きま す . 
また , 使わ な く な っ た 上 単語 を 削除 する こと も で きま す . 


・ 単 語 や 慣用 句 を 短い 読み で タイ プ す る 第 2 部 6.2 
・ 使 わな く な っ た 単語 を 辞書 か ら 消す 第 2 部 6.3 


《 リ 導 方 玉 の 種類 は ? 


3. こん な こと が で きる 


用 変換 方 式 は 4 つ 用 意 き れ て いま す . 使い 馴れ た 方 法 , 便利 な 方 法 
な ど 用 途 に 合わ せ て 選択 し て くだ さい . また 。, 日 本 語 入力 機能 を 使用 中 
に 逐次 変換 と 連 文 節 変 換 を 切り 換 を る こと も で きま す . 


・ 読 み が な を 続け て タイ プ , 自動 的 に 変換 第 3 部 1.1 
・ 複 文節 ご と に 変換 ・ 確 定 第 3 部 1.2 
・ 文節 ご と に 変換 ・ 確 定 第 3 部 1.3 
・N。。-BASIC(86) (ROM モー ド ) で 日 本 語 を 使用 第 3 部 1.4 
・ 逐 次 変換 か ら 連 文節 変換 へ 変更 第 2 部 7.1 


( 子 の 表示 位置 を 変更 する に は ? 


用 画面 の 一 番 下 の 行 に 一 且 文 字 を タイ プ し 後 で 文章 中 の カー ソル 位 
置 へ 文字 を 移動 する 方 法 を 間接 入力 , そ の まま カー ソル 位置 へ 文字 を 表 
示す る 方 法 を 直接 入力 と 呼び ます . この 2 つ 方 法 の 切り 換え は [1] キー 
で いつ で も 行え ます . 


・ 直 接 入力 第 2 部 2.2 
・ 間 接 入 力 第 2 部 2.2 


直接 入力 


あい う 自 
R 〔 か な ) 8 


間接 入力 


R【 か な 】9 あい う 陣 
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第 1 部 初め て 利用 きれ る 方 の た め に 


(9/ 変換 方 式 の 変更 と 確認 を する に は ? 


| 環境 設定 ([r:o| キー) を 行う と 現在 使用 し て いる 変換 方 式 や , 学 
習 機能 , 先読み 機能 の on, off 状態 を 変更 する こと が で きま す . また 。, 情 
報 表 示 (| Ep | キー) に よっ て 現在 の 状態 を 確認 する こと が で きま す . 


・ 環 境 設定 第 2 部 7.1 
・ 情 報 表 示 第 2 部 7.2 


R (設定 )9 量 酸 証 半 陣 疾 連 文 学習 画 無 先読み 画 無 


(の / ガイ ドラ イン 表示 を 消す に は ? 


用 ガイ ドラ イン に は その 時 に 使用 し て いる 入力 方 法 や 文字 の 種類 が 
表示 され て いま す . この ガイ ドラ イン 表示 を 消し て 日 本 語 入力 を 行う こ 
と が で きま す . 


・ ガ イド ライ ン (on/off) 第 2 部 1.3 


(の / 辞書 ファ イル と ドラ イブ を 変更 する に は ? 


用 辞書 ファ イル や 辞書 ファ イル の 入っ て いる ドラ イブ を 変更 する 場 
合 に は 変更 の 内 容 を シス テム に 登録 し な く て は な り ま せん . 変更 の 方 法 
は 2 つ あ り ま す . 1 つ は 日 本 語 入力 機能 中 で 登録 を 行う 方 法 , も う 1 つ は 
いっ た ん 日 本 語 入 力 機 能 か ら 抜け ユー ティ リティ を 使っ て シス テム に 


直接 変更 を 登録 する 方 法 で す . 
・ 辞 書 フ ァイル の 切り 換え 第 2 部 6.1 
・ 日 本 語 入力 機能 を 使う た め に 第 3 部 第 3 章 


以上 の よう に 日 本 語 入力 に は さま ざま な 機能 が 用 意 き れ て いま す . 
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3. こん な こと が で きる 


本 書 で 説明 する 日 本 語 入 力 機能 は いろ いろ な シス テム (N。。- 日 本 語 BASIC(86), MS-DOS, MS OS/ 
2 な ど ) で 使用 する こと が で きま す . また , どの シス テム で も 同じ 操作 で 日 本 語 を 入力 で きる の で , この 
操作 方 法 に 慣 し る こと に より , さま ざま な シス テム で 日 本 語 を 入力 する こと が で きる よう に な り ま す .。 


島本 書 を 使う 上 で の 注意 


・ 本 文中 で 使用 する BASIC シス テム と は , Ns。- 日 本 語 BASIC(86) を 指し ます . 

・ 本 文中 で 参照 し て いる BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル と は 。 Nas- 日 本 語 BASIC(86) ユ ー ザ ー ズ マニ ュ 
アル を 指し ます . 

・ 本 文中 で 使用 する ROM モー ド BASIC シス テム と は , N。。-BASIC(86) を 指し ます . 

・ 本 体 に JIS 第 2 水準 漢字 ROM が 装備 され て いな い 場 合 , JIS 第 2 水準 漢字 を 表示 する こと は で きま 
せん 。 “ 

・ 日 本 語 入力 モー ド に 入っ て いる 状態 で 。 辞書 ファ イル の 入っ た ディ スク を 抜か な いで くだ さい . 辞書 
ファ イル の 入っ た ディ スク を 抜き , 同じ ドラ イブ に 他 の ディ スク を 入れ る と , その ディ スク が 破壊 さ 
れる こと が あり ます 。. 


日 本 語 入 時 


R (か な ) 人 


画面 に "NR 【 か な 〕 @′ な どの 日 本 語 入力 機能 の 表示 が 
ある 場合 に は , 辞書 ディ スク を 抜か な いで くだ さい . 
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第 1 部 初め て 利用 きれ る 方 の た め に 


AAeAAAASAMAS 日 本 語 入力 フロ ント エン ド プ ロ セ ツイ MAMAAMAMAMAy 


通常 の 状態 で.。 キー ボー ド を 叩 こと 英 数 字 が 表示 され ます . この まま で は 日 本 語 を ウイ プ す る こと は 
で きま せん ,. 少し 昔 の コン ピュ ユー タ で は , 日 本 語 を ツイ プ す る だ め に , 1 文字 1 文字 の コー ド 番 号 を タ 
イプ し て 1 文字 づつ 表示 し て いま し だ . これ で は , だ こさ ん の 日 本 語文 字 を ツイ プ す る た だめ に , 大 変 な 
努力 が 選 要 に な つて し まい ます . 

そこで , も つと 簡単 に 日 本 語文 字 を ツタ イプ で き な い が ガ と 考え 出さ れ だ の が 日 本 語 入力 機能 で すけ . そし 
て , ご の 日 本 語 入力 機能 を 実現 し て いる の が , 日 本 語 入力 フロ ント エン ド プ ロ セ ツ サ (以降 で は 日 本 語 
入力 F 上 ヒ P と 記述 し ます ) と 呼ば れる 特別 な プロ プラ ム で す . この 日 本 語 入力 F ヒ ロ を 使用 する と , 私 
だ ち が 日 常 使用 し て いる 自然 な 日 本 語 の 読み が な / ガ ら 漢字 へ 変換 する 亡 法 で 日 本 語文 字 を ツイ プ す 
る こと が で きま す . 


と ご ころ で , ワー ド プ ロ セ ツ サ 専用 機 は 日 本 語 を タイプ, 編集 , 印刷 で きま す . この ワー ド プ ロ セ ッ サ 
で 使用 し て いる 日 本 語 を タイ プ (入力 ) する 機能 は , ワー ド プ ロ セ ツ サ 専用 機 か ら 切り 離し て 使う こと 
は で きま せん . 

ご れ に 対し て , ご の 日 本 語 入 力 F ヒ ピロ は , 1 つの 独立 し だ 機能 と し て さま ざま な シス テム で 共通 に 使 
用 する こと が で きま す . だ と えば , ご の 日 本 語 入力 F ヒ ピロ を , ある ワー ド プ ロ セ ッ ツ サ ソフ ト で 利用 し て 
日 本 語 を タイ プ す る こと が で きま す . まだ , 他 の 表 計 算 ソ フト で も 利用 する こと が で きま す . つま りら , 
ご の 日 本 語 入力 F ヒ ロ は 日 本 語 を タイ プ す る 機能 を 持つ た 一 つの ヾ 部 品 ′ と し て , いろ いろ な シス テム 
や アプ リケーション ソフ トウ エア に 取り 付け て 使用 で きる の で す . な お , この 部品 ′ を 取り 付け る に 
は , 「 第 3 部 第 3 章 日 本 語 入力 機能 を 使用 する だ め に 」 で 説明 する , シス テム に 対す る 指定 が 和 め 要 で 
に 所 


テム 寺 入 
の を PE テア ベム E P 
0 こ ッ ニ Z/Amo 中 | 思い to 


参考 : アプ リケーション ソフ トウ ェ ア 

ある 特定 の 仕事 を する た め に 開発 され た ソフ トウ ェ ア の こと で 
す 。 ワ ー ド プロ セッ サ や 表 計算 ,」 ゲ ー ム な どの ソフ トウ ェ ア は ,。 す 
べ て この アプ リケーション ソフ トウ ェ ア に 含ま れ ま す 


AA 
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第 の 部 


日 本 語 入力 機能 


本 部 で は さま ざま な 日 本 語 入力 機能 の 操作 方 法 を 解説 し ます . 使用 す 
る 機能 を 選択 し て 利用 し て くだ さい . 


日 本 語 入 力 機能 を 使う 且 に 


日 本 語 入力 機能 の 操作 に 入る と, 画面 最 下行 に 使用 し て いる 機能 が 表 
示さ れ ま す . ここ で は ., 日 本 語 入 力 機能 の 操作 に 使用 する キー と 画面 表 
示 を 解説 し ます . 


1.1 日 本 語 入力 キー 操作 一 覧 


日 本 語 入 力 機能 で 使用 する キー は キー ボー ド 上 の 次 の 位置 に あり ま 
す . た だ し 機種 に より キー の 種類 や 配置 が 異な る 場合 が あり ます . 


男 此 回 賠 同 較 回 園 較 賠 較 LLLULLJ 


ee ke Im 因 ) 圏 回 に し) 
し me ky yk EEEEEEEMU 


に 


L__jIS16 進 コー ド 入 力 
全角 文字 半角 文字 の 切り 換え 
カタ カナ ン ひ ら が な の 切り 換え 


ロー マ 字 入力 英 数 字 の 切り 換え 
直接 入 カ 間接 入力 の 切り 換え 


辞書 切り 換え 
2 パイ トコ ー ド ング 1 パイ トコ ー ド の 切り 換え 


第 2 部 日 本 語 入 力 機能 


注意 : 機種 に より [ CAPS ] キー ま 


た は [カナ ] キー を ロッ ク す る と 
LED が 点灯 し ます . 


注意 : シ ステ ム に 関係 な く 
[LHOME ] キー は , カー ソル を い 読 
み が な "” の 先頭 へ 移動 し ます . 


注意 : シス テム に 関係 な く [CLR 


キー は , カー ソル 以降 の ` 読 み が 
な ” を 削除 し ます . 


注意 : キー は 。 機種 に よ 
り 付 いて いる も の と 付い て いな い 
も の が あり ます . 
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回 回 


(また は [Howe |) 


(mW 


陣 敵 (また は [euRI ) 


と 3 
と 


(リタ ー ン ) 


スペ ー ス 


日 本 語 

部 首 選択 

ガイ ドラ イン 表示 ON/OFF 

表示 選択 

情報 表示 

(ロッ ク し た 状態 で ) カナ 入力 
モー ド の 中 止 

(変換 前 ) ^ 読 み が な ” を すべ て 消す 
(変換 後 ) 変換 前 の 状態 に もち どす 

カー ソル を 1 文字 分 左 に 移動 

カー ソル を 1 文字 分 右 に 移動 

カー ソル を 読み が な ” の 最後 の 文字 の 右 
側 へ 移動 

(BASIC の 場合 ) カー ソル 以降 の ヾ 読み が 
な ” を 削除 

(MS-DOS, MS OS/2 の 場合 ) カー ソル 
を ヾ 読み が な ′ の 先頭 へ 移動 
挿入 の 開始 

(BASIC の 場合 ) 挿入 の 開始 / 終 了 

1 文字 削除 

(BASIC の 場合 ) カー ソル を ヾ 読み が な ? 
の 先頭 へ 移動 
(MS-DOS, MS OS/2 の 場合 ) カー ソル 
以降 の 読み が な ” を 削除 

(ロッ ク し た 状態 で ) 大 文字 の タイ プ 
(LcAPs | が ロッ ク さ れ て いな い 状 態 で ) 大 
文字 の タイ プ 

([ cAPs ] が ロッ ク し た 状態 で ) 小文字 の タ 
ビン a 

^ 読 み が な ” を 漢字 へ 変換 

(変換 後 ) 次 の 漢字 候補 表示 

(変換 後 ) 1 つの 前 の 漢字 候補 へ も どす 
(変換 後 ) 次 の 漢字 候補 表示 

漢字 変換 し な い 

(変換 後 ) 文字 の 確定 

(変換 後 ) 表示 内 容 を 一 度 に 確定 


1.2 日 本 語 入力 モ ー ド 画面 


1.2 日 本 語 入力 モー ド 画 面 


ガイ ドラ イン 


注意 : 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入る た 
め に は , 使用 する シス テム に 対し 
て 日 本 語 入 力 機能 を 使う た め の 設 
定 を する 必要 が あり ます .。 


参照 : 日 本 語 入 力 機能 の 設定 
E 才 「 第 3 部 第 3 章 日 本 語 入 
力 機能 を 使う た め に 」 


[ crRL] + [ xreR ] キー を 押し て 日 本 語 入力 モー ド に 入る と , 画面 に 次 の 
よう な ガイ ドラ イン が 表示 され ます . 


*R 〔 か な ) 


は 人 Al か な 漢字 変換 


① 全 角 プ 半角 プ 1 バイ ト 


② ロ ー マ 字 カナ 


③ キ ー シ フ ト 状 態 


ーー ガイ ドラ イン 


直接 入 カ 間接 入力 モー ド の 識別 


ロー マ 字 入力 プ カ ナ 入力 の 識別 
全角 / 半 角 / プ 1 バイ トコ ー ド の 識別 


JIS 
EZ 直接 入力 
の 3 間接 入力 
Al 逐次 変換 
AI か な 
AE き AI 連 文 節 変換 


⑤ 
④ 
キー シフ ト 状 態 の 識別 ③ 
② 
① 


| 表示 の 意味 
全角 文字 
半角 文字 

1 バイト コー ド 
ロー マ 字 入力 
カナ , 英字 入力 
英 数 字 , 英 記号 


ググ 2 
ひら が な 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


1.3 ガイ ドラ イン 表示 の ON プ OFF [CTRLI 十 [f・6] 


ガイ ドラ イン の 表示 を 消す こと が で きま す . [crmu] + [re] キー を 押す 
と ガイ ドラ イン 表示 が 消え ます . 再び | CTRL] [re@] キー を 押す と ガイ ド 
ライ ン が 表示 され ます . 


ガイ ドラ イン 表示 の on( 表 示 )/off( 未 表示 ) を 切り 換 


< 表示 on> < 表示 off> 


あい う ー [ermul+ [rg] ー あい う 自 
R (か な ) に よる 切り 換え 


な お , ガイ ドラ イン の 表示 を off( 消 す ) に し て お く と , 表示 選択 な ど 
の , ガイ ドラ イン を 使用 する 一 部 の 機能 が 使用 で き な く な り ま す . 


参考 : ガイ ドラ イン の 表示 

日 本 語 入力 モー ド に 入る と いつ も ガイ ドラ イン が 表示 され る わけ で は 
あり ませ ん . カー ソル が 最 下 行 に ある と き に 日 本 語 入 力 モー ド に 入る 
(LCTRL] [FER ] キー) と , Na』- 日 本 語 BASIC(86) シス テム で は , ガイ ド 
ライ ン は 表示 され ませ ん . MS-DOS シス テム で は , 画面 が スク ロー ル ア 
ッ プ し て 最 下 行 に ガイ ドラ イン が 表示 され ます . MS OS/2 シス テム で 
は , ガ イド ライ ン は 最 下行 に 表示 され な い 場 合 が あり ます . 詳 し く は MS 
OS/2 x.Jx ユ ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
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日 本 語 入 力 モー ド 


2.1 日 本 語 入力 モー ド に 入る ノ 出 る [CTRH+[XFER) 


日 本 語 入 力 モ ー ド は 通常 の 文字 を タイ プ で きる 状態 な ら ば いつ で も 使 
用 する こと が で きま す 。 


日 本 語 入力 モー ド に 入る 
注意 : 通常 の モー ド と は , BASIC 通常 の モー ド で , | crRL |] + [ xFER ] キー を 押す と 日 本 語 入力 モー ド に 入 


の ダイ レク トモ ー ド や 。,MS-DOS, ゃ ) こ ミラ テン ) に 
の ダイ レク トモ ー ド や.MS_DOS。 り ま す 。 日 本 語 入力 モー ド に 入る と 。 画面 の 最 下 行 (ガイド ライン) に 日 


の 状態 で す . 本 語 入 力 機能 用 の 表示 (R〔 か な ]@′ な ど ) が され ます . 


日 本 語 入 力 モ ー ド か ら 出 る 
注意 : 日 本 語 入力 機能 を 使用 する ガイ ドラ イン が 表示 され て いる 状態 で , 再び [CrRL] + [xrER] キー を 押 
た め に は , シス テム に 対す る 指定 、 me 、 こま 

能 で 使用 する 辞書 ファ イル が ディ 
スク 内 に 必要 で す . 攻 「 第 3 部 
第 3 章 日 本 語 入力 機能 を 使う た 
め に 」 


[crRL]+ [ xFeR ] 日 本 語 入力 モ ー ド に 入る 
+[ xFER] | 日 本 語 入力 モー ド を 出る 


日 本 語 入 カモ ー ド に 入っ て , 最初 に 2 つの 設定 を 行い ます . 1 つ 目 は 


参照 : * 読 み が な ” の 設定 em ヾ 文字 入力 位置 そし て 2 つ 目 は 読み が な ” の タイ プ 方 法 で す . 


2 0 カナ スカ ン リ ロー これら の 設定 は 。 一 度 設定 し て お け ば 頻繁 に 変更 する 必要 は あり ませ ん . 


参考 : BASIC の KINPUT 命令 

BASIC の KINPUT 命令 を 使用 する と 自動 的 に 日 本 語 入力 モー ド に 
入り ます . この 場合 に は 。 日 本 語 入力 モー ド に 入る 操作 ([crmL] +[ re] 
キー) は 必要 あり ませ ん . また , KINPUT 命令 を 使用 し て 日 本 語 入力 モ 
ー ド に 入っ た 場合 は 。 [ crRL | + [ xrER ] キー を 押し て 日 本 語 入力 モー ド か 
ら 出 る こと と は で きま せん . 
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第 2 部 日 本 語 入 力 機 能 


2.2 直接 入力 間接 入力 (文字 入力 位置 の 指定 ) f・1 


タイ プ し た 文字 を どこ に 表示 し て 変換 する か を 決定 する の が , ゞ 文字 入 
力 位置 ” の 指定 で す . これ は , “直接 入力 モー ド ” ある い は ヾ 間接 入力 モ 
ー ド ” の 2 種類 か ら 選 択 し ます . 

直接 入力 モー ド は , 画面 上 の カー ソル 位置 で 直接 か な 漢字 変換 を 行う 
も の で す . 

間接 入力 モー ド は , 一 度 ガ イド ライ ン 上 で 読み が な の タイ プ と 漢字 へ 
の 変換 を 行っ た 後 。 リタ ー ン キー を 押し て 画面 上 の カー ソル 位置 に 文字 
を 移動 する も の で す . 


注意 : 初期 設定 (出荷 時 の 設定 ) で 直接 入力 モー ドン 間接 入力 モー ド の 切り 換え は , [| キー を 押し て 行 
は , 直接 入力 が 選択 さま れ て いま す . いま す 


文字 の タイ プ 中 に 直接 入力 間接 入力 の 切り 換え は で きま せん . ま た , 
参照 : 辞書 フ ァイル ke 「 第 3 辞書 フ ァイル が ディ スク 内 に な いと スピ ー カ が 鳴り 。 切 り 換わり ませ ん . 


部 第 3 章 日 本 語 入力 機能 を 使 
直接 入力 間接 入力 を 切り 換え る 


うた め に 」, 「 第 2 部 第 6 章 辞 
書 機能 
< 直接 入力 > く 間接 入力 > 
あい う 目 
R (か な ) @ 0 R【 か な 】9 あい う < 


間接 入力 中 の 画面 最 下 行 の 右端 に ある ^< ぐ マー ク は バス トッ パー” と 
呼ば れる も の で , タイ プ す る 文字 数 の 目安 で す . 


@ ガ イド ライ ン ( 最 下行 ) に 達する 読み が な の タイ プ 
直接 入力 の “読み が な ” の タイ プ 中 。 最 下 行 の ガイ ドラ イン へ カー ソ 
ル が 入っ て し まう と 一 時 的 に 間接 入力 モー ド に な り ま す . し か し , 文字 
の 確定 後に は 画面 が スク ロー ル し て 再び 直接 入力 モー ド に 戻り ます . 
画面 最 下 行 へ の 入力 は 直接 入力 で 行う こと が で きま す . 


22 


223 カナ 入力 プロ ー マ 池 大 カ 


2.3 カナ 入力 プロ ー マ 字 入力 


注意 : 初期 設定 で は , ロー マ 字 入 
力 が 選択 きれ て いま す . 


参照 : キー シフ ト 状 態 gg 「 第 


2 部 1.2 日 本 語 入 力 モ ー ド 画 
面 」 


参照 : ロー マ 字 入力 の 規則 
「 付 録 A ロー マ 字 入力 の 規則 」 


参照 : カナ 入力 の 規則 cg 「 付 
録 B カナ 入力 の 規則 」 


ヾ 読み が な ” の タイ プ 方 法 と し て , カナ 入力 と ロー マ 字 入力 の いずれ 
か を 指定 で きま す . 

ロー マ 字 入力 は , 読み が な を ロー マ 字 読み で タイ プ し ます 。 

カナ 入力 は , キー ボー ド の カナ 文字 に 従っ て 読み が な を タイ プ し ます . 

ロー マ 字 入力 と カナ 入力 の 切り 換え は , | ヵ ナ | キー を ロッ ク す る し な 
い の 切 り 換え で 行い ます . ' 


使い や すい 入力 方 法 を 指定 し て くだ さい . 


カナ 入力 プロ ー マ 字 入力 を 切り 換え る 


< カナ 入力 > < ロー マ 字 入力 > 


| on wl 
@ 
(か な ) に よる 切り 換え R (か な ) 


ロー マ 字 入力 の 場合 に は , [cAPs ] キー を 押し て , ロッ ク し た 状態 で タ 
イプ し て くだ さい .[cAPs ] キー を ロッ ク し て お か な いと , か な 小文字 ( ぁ 
ン ぉ 。 ゃ て ょ ) が 入力 され , 正しい 読み が な を タイ プ で きま せん . 

また , キー シフ ト 状 態 が ^〔 英 数 〕)′ で は ロー マ 字 入力 は で きま せん . 
[2] キー を 押し て キー シフ ト 状 態 を ^〔 か な 〕” に 変え て ロー マ 字 入力 を 
行い ます . 

ロー マ 字 入力 ,。 カナ 入力 に は それ ぞ れ 規則 が あり ます . ルー ル に 従っ 
て タイ プ し て くだ さい . 
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3.1 漢字 の タイ プ 


人 @ 治 字 タイ プ の 手順 


注意 : 読み が な は , 必ず ひら が 


な ” で 画面 表示 させ て くだ さい . 
カタ カナ や 。 半角 文字 で 画面 表示 
させ て も , 漢字 に 変換 する こと は 
で きま せん . 


参照 : ひ ら が な の タイ プ e 


「 第 2 部 4.3 ひら が な カタ 
カナ 」 


参照 : カナ 入力 プロ ー マ 字 入力 
gg" 「 第 2 部 2.3 カナ 入力 
ロー マ 字 入力 」 


ここ で は 。 漢字 の タイ プ 方 法 と , 漢字 を タイ プ す る た め の 注 意 事 項 を 
説明 し ます . 

すでに 「 第 1 部 2. 日 本 語 を タイ プ し て みよ う 」 で 漢字 タイ プ の お 
お ま か な 操 作 方 法 を 行っ て いま す が , ここ で は 改め て 漢字 の タイ プ 方 法 
を 詳し く 解 説 し ます . 

以降 の 操作 は 。 必ず 日 本 語 入力 モー ド に 入っ て ([Creu]+ [rem] キー) 
か ら 行 っ て くだ さい . 


漢字 の タイ プ は , 次 の 手順 で 行い ます . 


① 読 み が な ② 漢 字 へ の ③ 次 候補 の ④ 漠 字 の 
に 2 ESMEICaMEak 通 
以後 , 各 手 順 ご と に 操作 方 法 を 説明 し ます . 


① 読 み が な の タイ プ 

変換 し た い 文 章 の 読み が な を , ロー マ 字 入力 また は カナ 入力 で タイ プ 
する こと に より , ヾ ひら が な ?” で 画面 に 表示 させ ます .。 | 
以後 この よう な 操作 を 行う こと を ひらがな” で タイ プ す る 」 と いい 
ます . 

ここ で は 例 と し て ヾ 教育 が 、 と タイ プ し て み ま し ょ う . 


第 2 部 日 本 語 入 力 機能 


注意 : ロー マ 字 入力 を 使用 する 場 


合 は , し CAPS | キー を 押し て , ロ 
ッ ク し た 状態 で マタ イプ し て くだ さ 
い 。 


参照 : ロー マ 字 入力 の 規則 em 


「 付 録 人 ロー マ 字 入力 の 規則 」 


注意 : パ ガ ′” は バカ と 油 点 ) に 
分 け て タイ プ し て くだ さい . 


参照 : 濁音 の タイ プ eg 「 付 録 
B カナ 入力 の 規則 」 


参照 : カナ 入力 の 規則 kg 「 第 
2 部 4.3 ひら が な プ カ タ カ 
ナ 」, 「 付 録 B カナ 入力 の 規則 」 


参照 : 読み が な , 文節 の 制限 ey 
「 第 3 部 第 1 章 変換 方 式 」 


参照 : 全角 文字 か ら 半 角 文 字 へ の 
切り 換え wm 芝 「 第 2 部 4.4 
半角 文字 」 
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〇 ロー マ 字 入力 の 場合 

ガイ ドラ イン の 表示 は ^R〔 か な 〕@? で す . ここ で ,。 ヾ KYOUKANGA” 
と ダイ デ し ます, 

読み が な を ロー マ 字 入力 を 使用 し て タイ プ す る と , タイ プ す る 文字 は 
ロー マ 字 で す が , 画面 に 表示 され る 文字 は “ひら が な ”′ に な り ま す . 


ロー マ 字 入力 で “読み が な ” を タイ プ す る た め に は ロー マ 字 入力 の 規 
則 に 従っ た (に ゃ ーー NYA な ど ) タ イプ を 行っ て くだ さい . 


〇 カナ 入力 の 場合 


防 直 キー を 押し て ロッ ク し ます 。 ガイ ドラ イン の 表示 は `〔 か な 〕@? 
で す 、 と と で “キョウ み カッ ガー も 207 プレ ます 。 

読み が な を カナ 入力 を 使用 し て タイ プ す る と , タイ プ す る 文字 は カナ 
文字 で す が , 画面 に 表示 され る 文字 は ヾ ひら が な ” に な り ま す . 


ご 1 + ) ず 后 1 


(か な ) @ 


カナ 入力 で ヾ 読み が な ” を タイ プ す る た め に は , カナ 入力 の 規則 に 従 
っ て タイ プ し て くだ さい 。 

読み が な は , 反転 表示 で 表示 され ます . 

一 度 に タイ プ で きる “読み が な の 文字 数 と 文節 の 最大 値 は 使用 する 
シス テム や 変換 方 法 に よっ て 異な り ま す . 

な お 読み が な ” の タイ プ 中 に は , 全角 文字 か ら 半 角 文 字 へ の 切り 換 
え は で きま せん . 


注意 : AI 逐次 変換 (また は 逐次 変 
換 ) で は 読み が な を 続け て タイ プ 
する と 自動 的 に 漢字 へ 変換 され て 
いき ます . 


参照 : AI 逐 次 変換 , 逐次 変換 
tg 「 第 3 部 1.1 用 次 変換 」 


注意 : [ NFER | キー を 持つ 機種 で 
は ,。 読み が な ” の タイ プ 後 に 
[NFER | キー を 押す と 変換 前 の 
* 読 み が な "が その まま 確定 され ま 
す . 


参照 : 文節 を 区 切る e 第 2 
部 3.3 文節 の 区 切り を 修正 」 


参照 : 表 示 選 択 e 「 第 2 部 
3.4 表示 選択 」 


3.1 漢字 の タイ プ 


② 漢 字 へ の 変換 


読み が な を タイ プ し た ら , 句読点 ([. ], [. | キー) または, [ xreR ] キ 
ー で 漢字 に 変換 し ます . 変換 され た 最初 の 単語 (文節 ) が , 反転 表示 さ 
れ ま す . 

ここ で は , [. | キー を 押し て ヾ 読み が な ” を 漢字 へ 変換 し ます . 


国語 本 、 
R (かな) @ 


③ 次 候補 の 表示 

変換 され た 漢字 が 希望 し た 文字 に 変換 され て いる 場合 に は , この 操作 
は 必要 あり ませ ん . ④ の 操作 へ 進ん で くだ さい . 

反転 表示 され て いる 文字 が , 希望 し た も の で な か っ た 場合 は , 目的 の 
文字 に な る まで , 何 回 か [ xrem ] キー( ま た は [ ! | キー) を 押し ます . 
[ XFER | キー( ま た は [ , | キー) を 押す ご と に 新しい 候補 が 表示 され ま 
す . 1 っ 前 の 候補 に 戻る 場 合 は | 1 ] キー を 押し ます . 


また , [esc| キー を 押す と 反転 表示 の 部 分 が も と の “読み が な ” に 戻る 
の で 最初 の 読み が な ” の 状態 か ら 再 度 変換 し 直せ ます . 

文節 を 小さ く 区 切る と 早く 正しい 候補 が 表示 で きま す . 

この 他 に 表示 選択 を 使用 し て いく つか の 候補 の 中 か ら 番号 で 選択 する 
方 法 も あり ます . 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


信治 字 タイ プ の まとめ 


注意 : 画面 表示 は , 直接 入力 、 ロ 


ー マ 字 入力 の 例 で す . 


注意 : 読み が な ” の タイ プ 方 法 


に は ロー マ 字 入力 と カナ 入力 が あ 
り ま す 。 


参照 : カナ 入力 プロ ー マ 字 入力 


gr 「 第 2 部 2.3 カナ 入力 
ロー マ 字 入力 」 
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④ 漢 字 の 確定 
反転 表示 の 文字 が , 目的 の 文字 に 変換 され た ら , [| キー を 押し て ( こ 
の 場合 , 2 回 ), 文字 を 確定 し ます . 確定 され た 文字 は , 通常 の 表示 に 
も どり ます . 


教 記 が 、 邊 
R (かな) @ 


確定 する た め に は , [| キー を 押し て 文節 ご と に 確定 する 方 法 と , ス 
ペー スキ ー や 次 の ヾ 読み が な ” を タイ プ し て 表示 され て いる 内 容 す べ 
て を 確定 する 方 法 が あり ます . 


TT EETOGS あ 、 叶 T 
川 和 読 欄 了 W 
し 
CE 遇 半 LSEIUMDNGE 


半 
回 


4 


FN ゴー | 
① 読 み が な の 入力 | ひら が な 文字 タイ プ 


句読点 (| [ え 


また は 


@ 漢 字 へ の 変換 
③ 次 候補 の 表示 
④ 漢 字 の 確定 


まだ は 
次 の 文字 タイ プ 操 作 な ど 


3.1 漢字 の タイ プ 


人 @ 茨 字 タ イプ に 使用 する キー 


以下 に 漢字 タイ プ の 操作 に 使用 する キー と 機能 を 示し ます . 


[xrem], [ ネ 」 ヽ 読 み が な ^ が 漢字 に 変わ り , 再 変換 また は 確定 操 
作 が 可能 と な る 


| ice 本 放 NEEP ' 紀 隊 " 50POE 
[ xFER | また は 


次 候補 表示 
1 つ 前 の 候補 に も どす 
sg 1 周 読み が な ” に も どす 
lsc| 2 回 文 全体 を ^ 読 み が な "に も どす 


二条 細 fh ポ SR まで | 欄 和 1 
反転 表示 部 分 を 確定 

スペ ー ス 。 次 の 読み が な | 表示 内 容 全て (反転 表示 部 と 下線 付き 表示 部 ) を 
確定 


@⑯ 正 し い 漢字 に 変換 され な か っ た 場合 


参照 : 表 示 選 択 eg 宮 「 第 2 部 
3.4 表示 選択 」 


参照 : 単語 (文節 ) の 切れ 目 が 違う 


eg 「 第 2 部 3.3 文節 の 区 切 
り を 修正 」 


参照 : 読み が な ” の タイ プ ミ ス 


eg 「 第 2 部 3.2 文字 の 修 
正 」 


参照 : 単語 が 辞書 に 登録 きれ て い 
な い my 「 第 2 部 6.2 辞書 
へ の 単語 登録 」 


正しい 漢字 に 変換 され な か っ た 場合 に は , 原因 と し て 次 の 4 つが 考え 
られ ます 。 対策 に 従っ て 修正 し て くだ さい . 


正しい 漢字 に 変換 きれ る まで 何 度 か | XFER | キ 
ー を 押す . また は 表示 選択 を 利用 し て , 同音 暴 
義 語 の 漢字 候補 の 中 か ら 希 望 の 漢字 を 選択 す 
る 


正しい 漢字 に 変換 され る まで 何 度 か [ XFER | キ 
ー を 押す . また は カー ソル 移動 キー で 文節 を 区 
切り 直し て か ら [ xFER | キー を 何 度 か 押す 


* 読 み が な ” の タイ プ ミ ス | 正しい 読み が な に 修正 し て , 再 変換 する 


単語 が 辞書 に 登録 され て い キー また は 。 専用 ユー ティ リティ を 使用 
な い し て 辞書 へ 単語 を 登録 する 


同音 異義 語 に 変換 され た 


単語 (文節 ) の 切れ 目 が 間 
違っ て いる 


第 2 部 日 本 語 入力 機能 


3.2 文字 の 修正 


人 @ 読 み が な の 修正 


注意 : 読み が な の 先頭 へ カー ソル 


を 移動 する キー は , ノー マル モー 
ド で の MS-DOS また は MS OS/2 
シス テム の 場合 [[ 是 ] キー と な 
り ま す 。 また 。 ハ イレ ゾ リ ュー シ 
ョ ン モ ー ド で の MS-DOS で は 
キー と な り ま す .。 


注意 : カー ソル 以降 の 読み が な を 
削除 する キー は , ノー マル モー ド 
で の MS-DOS また は MS OS/2 
シス テム の 場合 [SHiFT ] + | 韻 間 | 
キー と な り ま す .。 また 。 ハイ レゾ 
リュ ーション モー ド で の MS- 
DOS で は [CLR] キー と な り ま す 。. 


注意 : 読み が タイ プ さ れ て いな い 
状態 また は , 読み が すべ て 削除 さ 
れ た 状態 で [ESC] キー を 押さ な い 
で くだ さい 。 その 後 , 読み を タイ 
プ し て 確定 し た 場合 。 文字 が 正 し 
く 表 示さ れ な いこ と が あり ます . 
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タイ プ し た “読み が な ” は 次 の キー を 使用 し て 修正 する こと が で きま 
す . “読み が な "と は , 直接 入力 で は 反転 表示 部 分 。 間接 入力 で は 下線 の 
付い て いな い 部 分 の こと で す .。 


読み が な の 修正 に 使用 で きる キー を 次 に 示し ます . 


〇 カー ソル の 移動 

カー ソル を 移動 する た め の キ ー に は , [sr ] 際 半 (また は [nowe]), 
[- (また は [gs]), [=], 区 四 の 各 キ ー が あり ます . 

| shirT | + 隅 較 (また は [Hovg]) キー は 読み が な の 先頭 へ , [| (また は 
[BS]) キー は 1 文字 左 へ , [|] キー は 1 文字 右 へ , [Ag| キー は 読み が な の 
最後 の 文字 の 右側 へ それ ぞ れ 移動 する こと が で きま す . 


+ カー ソル 位置 


EE( ミ っ まし ゃ | 
人 の 還 
ま 」 
また は 
+ 陸 層 また は [nowe] 
〇 文字 の 削除 


文字 の 削除 は 。 |pE 阿 軸 (また は [erm]), [Esc| の 各 キ ー に よっ て 行い 
ます . 

Ip キー は カー ソル の 左側 の 1 文字 を 削除 , 隊 軸 (また は [crR|) キー は 
カー ソル 以降 の 文字 を 削除 , [Esdd キー は すべ て の 読み が な を 削除 する こ 
と が で きま す . 


Moeudi0MNNNINML 2 
1 文字 削除 


較 ( ま た は [em) 


ESC すべ て 削除 


カー ソル 以降 削除 


注意 : N。。- 日 本 語 BASIC(86) シ 
ステ ム の 場合 , [INS ] キー を も う 
一 度 押し て も 挿入 操作 を 終わ る こ 
と が で きま す . 


注意 : 画面 例 は AI 逐次 変換 、 直 


接 入力 の 例 で す . 


注意 : キー と , 
+ キー は , 使用 する シス 
テム に よっ て まっ た く 逆 の 機能 に 
な り ま す 。. 注意 し て キー 操作 を 作 
っ て くだ さい 。. 


注意 : 読み が タイ プ さ れ て いな い 
状態 また は , 読み が すべ て 削除 さ 
れ た 状態 で [ESC] キー を 押さ な い 
で くだ さい .。 その 後 , 読み を タイ 
プ し て 確定 し た 場合 , 文字 が 正 し 
く 表示 され な いこ と が あり ます . 


3.2 文字 の 修正 


参考 : キー の 注意 点 

読み が な ” の 残り が 1 文字 の 場合 に は |pEJ キー は 使え ませ ん (削除 で 
きま せん ). 

・ カ ー ソ ル が 読み が な ?” の 先頭 に ある 場合 
削除 きれ ます . 


に は カー ソル 位置 の 文字 が 


〇 文字 の 挿入 

文字 の 挿入 は [Ns] キー を 使い ます . [Ns] キー を 押し て か ら 挿 入 文字 を 
タイ プ し ます ., 挿入 操作 は 。 カー ソル を 移動 する か 。 また は [| xrER ] キー 
で 漢字 へ の 変換 操作 な ど 次 の 操作 を 行う こと に より 終わ り ま す . 


[Ws] * は ” と タイ プ 


人 @ 文 字 の 修正 に 使用 する キー 


^ は ” が 挿入 され る 


NE. 人 生 だ 
ー ソ ル を 1 文字 分 左 へ 移動 

カー ソル を 1 文字 分 右 へ 移動 

カー ソル を 文字 列 の 最後 の 文字 の 後ろ に 移動 
(BASIC の 場合 ) カー ソル を 変換 し て いな い ヾ 読 
み が な ? の 先頭 へ 移動 

(MS-DOS, MS OS/2 の 場合 ) カ ー 

生前 


ソル 以降 の 文 


文字 を すべ て 消去 
カー ソル の 左側 の 1 文字 を 削除 
(BASIC の 場合 ) カー ソル 以降 の 文字 を 消去 
(MS-DOS, MS OS/2 の 場合 ) カー ソル を ` ヾ 読み 
が な ?” の 先頭 へ 移動 

キー 操作 機 能 
挿入 の 開始 . 以降 に タイ プ し た 文字 が カー ソル の 
左側 に 挿入 され る 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


3.3 文節 の 区 切り を 修正 


単語 の 切れ 目 (文節 ) が 間違っ て 変換 され た 場合 で も , 文節 の 切れ 目 を 
指定 すれ ば , 正しい 漢字 に 変換 で きま す . 


念 文節 の 区 切り 修正 の 手順 
た と えば , 「 今 泣い た 赤ちゃん が も う 笑 っ た 」 と タイ プ す る た め に , ヾ い 
まな いた あか ちゃ ん が も うわ ら っ た ” と 読み が な を タイ プ し て [ xfER | キ 
ー を 押し た と ころ , ヾ 居 粗 板 赤ちゃん 蒲生 笑っ た ? の よう に 変換 され て し 
まっ た と し ます . この よう な 場合 は , 次 の よう な 手順 で 再 変換 し , 正 し 
い 漢 字 に 直し て くだ さい . 


① 最 初 の 変換 の 結果 


属 張 抜 赤ちゃん 蓮 生 笑っ た 
R 〔 か な ) @ 


⑧lescd キー を 押し て 誤 変換 を も と の ヾ 読み が な ” に も ど し ま す . 
ES] キー を 1 回 押す と 最初 の 文節 が い 読み が な ” に も どり ます . 
キー を 2 回 迷 す と 文 全体 が 読み が な ” に も どり ます . 
この 例 の 場合 は , [Esc] キー を 2 回 押し て 文 全体 を 読み が な ” の 状態 
に も ど し て くだ さい . 


カー ソル を 正しい 文節 の 直後 (次 の 文節 の 頭 ) に 位置 づけ ます . カー ソ 
ル の 移動 は カー ソル 移動 キー([ - | [・]) で 行い ます . ここ で は , いい 
ま / の 直後 で すか ら , な ” に カー ソル を 移動 し ます . 


R (か な ) @ 
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3.3 文節 の 区 切り を 修正 


④ 漢 字 に 変換 する た め に [| xFER ] キー を 押し ます . 


賠 潤 いた 赤ちゃん 消 生 笑っ た 
R 〔 か な ) @ 


正しく 変換 で きた と ころ まで , [JJ| キー を 押し て 文 館 ご と に 確定 し て 
いき ます . 
ここ で は , 2 つの 文節 ヾ 今 ” 泣い た ” を 確定 する た め に 2 回 [|] キー 
を 押し ます . 


今 泣い た 還 明 誠 普 生 笑 っ た 


R 〔 か な ) @ 


⑥ 希 望 の 漢字 に 変換 され な い 部 分 や , 文節 が な お も 正しく 区 切ら れ な い 
部 分 が ある 場合 に は ② か ら ⑤ の 操作 を , 希望 する 漢字 に 変換 され る ま 
で 繰り 返し ます . 


ここ で は 。 操作 の 繰り 返し に より , ^ 赤 ちゃ ん 蒲生 笑っ た ” を ^ 赤 ちゃ 
ん が も う 笑 っ た ” に 変換 し ます 。 


今 泡 い た 赤ちゃん が も う 笑 っ た 自 


R 〔 か な ) @ 


以上 で 文節 の 区 切り の 修正 操作 は 終り で す . 


人 文 節 の 区 切り 修正 の まとめ 


加 


る は こう 


① 誤 変換 文字 を 読み が な に も どす 


⑨ 文 節 を 区 切り な お す 
⑧ 漠 字 へ 再 変換 する 
④ 正 し い 文 館 ま で を 確定 する 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


3.4 表示 選択 


SHIFTT 十 [XFER 


注意 : 表示 選択 機能 は 間接 入力 で 
も 使用 で きま す . e 攻 「 第 2 部 
2.2 直接 入力 間接 入 力 」 


注意 : 表示 選択 機能 は 部 首 選択 で 


も 使用 で きま す . e 「 第 2 部 
3.5 部 首 選択 」 


@ 表 示 選 択 の 手順 


注意 : 画面 は 直接 入力 の 例 で す . 
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^ 読 み が な ” を 漢字 へ 変換 する 場合 , | xFER | キー を 使用 し て 行う 方 法 の 
他 に , [sHir] | xFER ] キー に よっ て 1 度 に 最大 9 つの 漢字 候補 を 表示 き 
せる 方 法 が あり ます . 


① 読み が な ” を タイ プ し ます . 


R (かな) @ 


②[smr] + [xrER ] キー を 押す と , 最大 9 つの 候補 が ガイ ドラ イン に 表示 
され ます . 漢字 候補 は 候補 番号 付き で 表示 され ます . この と き , ` 読 み 
が な の 部 分 は 第 1 候補 の 漢字 に 変換 され ます . 


R( か な )⑳ 1 賠 財 2 今 日 3 供 4 興 


③ 漢 字 候補 が 表示 され た ら , 希望 の 候補 へ カー ソル を 位置 づけ ます . 
キー で 左右 の 候補 に カー ソル を 移動 する こと が で きま す . 候 
補 が 9 つ 以 上 ある 場合 に は 数 画面 に 渡っ て 候補 が 表示 され ます . 
[XFER ] キー また は [ ! | キー て 次 の 候補 の 画面 へ 移動 で きま す .。 [1] キ 


ー で 1 つ 前 の 画面 に も どり ます . 


3.4 表示 選択 


④ 希 望 の 候補 に カー ソル を 位置 づけ て [JJ| キー を 押す と , カー ソル 位置 
の 候補 を 選択 で きま す . また は 候補 番号 を 直接 タイ プ し て [JJ| キー を 
押す と , 指定 し た 番号 の 候補 を 選択 で きま す . 


供 邊 


R 〔 か な ) 


注意 : 表示 選択 を 中 断 す る た め に 
は [ESc | キー を 押し て くだ さい . 


選択 が 終わ る と , 表示 され て いた 候補 が 消え , 表示 選択 か ら 抜け ます . 


@ 表 示 選 択 の まとめ 


① 読 み が な の タイ プ 
② 表 示 選 択 に 入る 


漢字 候補 へ (左右 の 移動 ) 
カー ソル 移動 前 画面 ), | xFER ] また は (次 画面 ) 


④ 候 補 の 確定 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


3.5 部 首 選択 


人 @ 部 首 選択 の 手順 


注意 : 画面 は 直接 入力 の 例 で す . 


注意 : 部 首 選択 を 中 断 す る に は 候 
補 が 表示 され て いな い 状 態 で 
[LCTRL ] + [1 ] キー を 押し て く 
だ さい . 


参照 : 部 首 の 読み ′ gr 「 付 録 
C 部 首 の 読み 一 覧 表 」 


注意 : 部 首 選択 に 。 | XFER | キー 
の 代わ り に 中 キ 
ー を 押す と 1 度 に 最大 9 つの 漢字 
候補 が ガイ ドラ イン に 表示 され ま 
す ( 表 示 選 択 )。 


参照 : 表 示 選 択 cy 「 第 2 部 
3.4 表示 選択 」 


注意 : [ESC] キー を 押す と 元 の 
読み” の 状態 に ち ど れ ます . 
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[CTRL 二 [1 


部 首 選択 は 漢字 の 部 首 の ^ 読 み ′ を タイ プ し て 漢字 候補 を 表示 する 方 
法 で す . [crRL] [mm] キー を 押す と 部 首 選択 び で きま す . 


①[ crR]+ [を 押し ます . 
R〔 か な ) 部 首 


⑧② 部 首 の 読み” を タイ プ し ます 。 
ここ で は 系 偏 ( へ ん ) の 漢字 を 選択 し た い の で 部 首 の 読み し”「 い と 」 を 
人 ポ グ じ し ( 齋 。 


いと | 
R (か な ) 部 首 


部 首 の ^ 読 み ” は 事前 に 決め られ て いま す . 一 般 に 使用 し て いる 読み 
方 と は 多少 違う 部 分 が あり ます . た と えば いと へ ん ” は ヾ いと 7?。 で ヾ く 
さか ん むり ” は くさ ” の よう に 読み” が 決め られ て いま す 。 詳 し 
く は 付録 を 参照 し て くだ さい 、。 


⑧[ xFeR | キー で 漢字 へ 変換 し ます . 
ここ で , 指定 し た 部 首 の 漢字 が 1 つづ つ 画 面 に 表示 され ます . 
次 の 候補 を 表示 する に は [| XFER ] キー また は [ , | キー を 押し ます . 前 の 
候補 へ 戻る に は [ 1 | キー を 押し ます . 


較 
R (か な ) 部 首 


注意 : MS-DOS また は MS OS/ 


2 シス テム の 場合 は , [] キ ー を 押 
し て 文字 を 確定 する と , 自動 的 に 
部 首 選択 か ら 抜け ます . 


注意 : MS-DOS また は MS OS/ 
2 シス テム の 場合 は , ⑤ の 操作 は 
必要 あり ませ ん 。. 


参照 : 特 殊 記 号 cg 「 第 2 部 


5.3 特殊 記号 」 


今 部 首 選択 の まとめ 


3.5 部 首 選択 


④ 希 望 の 候補 が 表示 で きた ら , キー を 押し て 文字 を 確定 し ます . 


縮 邊 
R (か な ) 部 首 


⑥ 部 首 選択 か ら 抜 ける た め に は 。 [ CTRL | + [いふ ] キー を 押し て くだ さい . 
通常 の 日 本 語 入 力 モ ー ド に 戻り ます . 


参考 : 部 首 

部 首 と は 漢字 を 分 類する た め の 漢 字 の 共通 な 構成 部 分 で す . た と えば , 
木 伺 ( へ ん ) の 部 首 を 持つ 漢字 に は 「 桃 , 柏 。 入 」 な ど が あり ます . また , 
竹 冠 ( か ん むり ) の 部 首 を 持つ 漢字 に は 「 竿 , 箸 , 釘 」 な ど が あり ます 。 


以上 で 部 首 選択 の 操作 は 終わ り で す . 
部 首 選択 を 使う こと に より , ここ で 行っ た 部 首 の 読み” か ら 漢 字 に 変 
換 で きる だ け で な く , 特殊 な 読み” か ら 特 殊 記 号 に 変換 する こと も で 
きま す 。 


MeU 


R 同 y Y 


① 部 首 選択 に 入る 


⑧ 部 首 の 読み” を タイ プ す る で いと? な ど ) 
⑧③ 漢 字 へ 変換 する 
④ 文 字 を 確定 する 
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3.6 直接 入力 と 間接 入力 に よる 画面 表示 の 違い 


参照 : 直接 入力 プ 間 接 入力 wm 


「 第 2 部 2.2 直接 入力 ノン 間接 
入力 」 


参考 : Al 逐次 変換 c 巡 「 第 3 部 
1.1 逐次 変換 」 


注意 : 2 つの 入力 モー ド に よる 画 
面 表示 の 違い は , 他 の 変換 方 式 ( 逐 
次 変換 、 AI 連 文 節 変換 , 連 文 節 変 
換 , 単 文節 変換 ) を 使用 し た 場合 で 
も 同じ で す . 
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すでに 説明 し て いる よう に , 直接 入力 と 間接 入力 で は ` 読 み が な ” を 
タイ プ す る 位置 が 違い ます . 直接 入力 は 画面 中 の カー ソル 位置 に 直接 文 
字 を 表示 し て いく の に 対し , 間接 入力 は いっ た ん ガイ ドラ イン 上 に ヾ 読 
み が な ” を タイ プ し て , 確定 し た 後に 画面 中 の カー ソル 位置 へ 文字 を 移 
動き させ ます . 

この 2 つの 入力 モー ド の 違い を , 初期 設定 の Al 逐次 変換 を 使用 し て 
比較 し て み ま す . 

例 と し て , 「 故 卿 の 川 で 過ごし た 年 月 」 を 使用 し ます . 


間接 入力 。 
Ai ご きょう の か わ で 自 


ーーーーー 


立 午 (J 『 

R (か な ) @ 0 8 
故郷 の 
R【 か な 】3 咽 駐 過 ぶ し た 年 月 


故郷 の 川 で 過ごさ し た 年 月 自 故郷 の 川 で 過ごさ し た 年 月 自 
R 〔 か な )〕) @ R【 か な 】9 


① 読 み が な を タイ プ し ます . 

② 自 動 変換 され ます . 

⑧③|[ xFeR | キー を 押し て , 変換 候補 の 選択 を 行い ます . 
④ 確 定 し ます . 


3.6 直接 入力 と 間接 入力 に よる 画面 表示 の 違い 


ヾ 読み が な ” を タイ プ す る と , 直接 入力 で は 反転 表示 され ます が , 間 
接 入力 で は 通常 の 表示 の まま で す . 

な お , 直接 入力 , 間接 入力 どちら も , 変換 後 の 反 転 表 示 部 分 で は 次 候 
補 を 表示 させ る こと が で きま す . また , 下線 付き の 部 分 は 変換 操作 を 行 
っ て いな い 部 分 で す . 確定 し た 文字 は 通常 の 表示 に も どり ます . 


参照 : 直接 入力 で 最 下行 に 文字 が 直接 入力 で 最 下行 に 文字 が 来 た と き は , 一 時 的 に 間接 入力 に な り ま す . 
きた と き & 只 「 第 2 部 2.2 
直接 入力 ノン 間接 入力 」 
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いろ いろ な 文字 


4.1 文字 タイ プ の ルー ル 


日 本 語 の 文章 に は 。 いろ いろ な 種類 の 文字 ( 英 数 字 ・ カ タカ ナ ・ ひ ら が 
な ・ 漢 字 ・ 記 号 な ど ) が 混在 し て いま す . この よう な 文章 を タイ プ す る に 
は , 文字 の 種類 に 合っ た キー を 押し て か ら , 文字 を タイ プ し ます . 

た と えば , 英文 字 を タイ プ す る た め に は 英 数 字 キー([r2]) を 押し て か 
ら 文字 を タイ プ し ます . 続け て カタ カナ 文字 を タイ プ す る た め に は カタ 
カナ キー([3]) を 押し て か ら 文字 を タイ プ し ます .。 この よう に 文字 を タ 
イプ する 前 に 必ず 文字 の 種類 に 合っ た 入力 モー ド に 切り 換え て か ら 文 字 
を タイ プ す る 方 法 を , モー ド 先 行 指定 と 呼び ます . 


MS-ーDO 〇 OS の コマ ンド や さま ざま な BAS 1 〇 の 命令 は 「 リ ファ 2 く コ アル | ・・・ 
1 1 1 1 1 
全角 英 数 字 全角 カタ カナ ひら が な 漢字 半角 文字 


この 章 で は , さま ざま な 文字 の タイ プ お よび 変換 方 法 に つい て 説明 し 
ます . 

以降 の 操作 は 。 必ず 日 本 語 入力 モー ド に 入っ て (| cTRL | [ xFER | キー) 
か ら 行 っ て くだ さい 。 
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<。。。 < が る 人 NF 際 っ 


ここ で は , 英 数 字 と キー ボー ド 上 に ある 記号 の タイ ププ 方 法 を 説明 し ま 
す . 英 数 字 , 英 記号 を タイ プ す る に は 。 [fr2] キー を 押し ます . 


注意 : [カナ ] キー が ロッ ク さ れ て [2] キー は ロー マ 字 入力 英 数 字 の 切り 換え を 行う キー で す . | ヵ キ 
「 英 数 字 モ ー ド に な り ま せ ー が ロッ ク さ れ て いな い 状 態 を 確か め て 。 [rr2] キー を 押す と 英 数 字 , 英 


記号 の タイ プ が で きま す . も う 一 度 [r2| キー を 押す と も と の ロー マ 字 入 
力 モード に も どり ます . 


注意 : 表示 例 は , AI 逐次 AI 連 
文節 変換 , 直接 入力 の 場合 で す . 


ロー マ 字 入力 英 数 字 を 切り 換え る 


< ロー マ 字 入力 > < 英 数 字 > 


Ya 
R (か な ) 9 AA 


人 @ 英 数 字 , 英 記号 タイ プ の 注意 点 
① 英 数 字 モ ー ド 中 に [cAps | キー を ロッ ク す る と , 大 文字 の タイ プ が で き 
ます . |cAPs | キー を ロッ ク し た 状態 で , [snrr] キ ー を 押し な が ら 英 文 
字 の キー を 押す と , 小文字 の タイ プ が で きま す . 
づ [ cAPs | キー が ロッ ク さ れ て いな い 状 態 で は , 英 小文字 の タイ プ が で き 
ます . この と き [sHirr | キー を 押し な が ら 英文 字 の キー を 押す と ,。 大 文 
字 の タイ プ が で きま す 。 


キー ボー ド 上 に な い 記 号 
キー ボー ド 上 に な い 記 号 は , 記号 の 読み が な ” と し て ,「 き ご う 」 と 
参照 : 部 首 選 択 を 使用 し た 記号 。 タイプ し , 漢字 の 変換 と 同様 な 操作 で タイ プ し ます . また , この 他 に 部 
タイ プ 第? 部 5.3 特 。 普 選 択 を 使用 し た 記号 の タイ プ 方 法 も あり ます .。 
ここ で は ヾ 読み が な ” に ヾ きごう ? を 使用 し て 記号 を 入力 する 方 法 を 
説明 し ます . 


操作 は 次 の よう に な り ま す . 
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注意 : [ XFER ] キー の 代わ り に 
[LSWFT ] +LXFER ] キー を 押す と 
1 度 に 最大 9 つの 候補 を 表示 し 選 
択 す る こと が で きま す ( 表 示 選 
択 )、 eg 「 第 2 部 3.4 表示 選 
択 」 


4.2 英 数 字 , 英 記号 


① 計 0 な と し て Y き で う 00 と グル デズ し ま 


きごう | 
R (か な ) @ 


② 読 み を 変換 する た め に [ xFER | キー を 押し ます . 画面 の ガイ ドラ イン 上 
に 漢字 また は 記号 が 1 つ 表示 され ます . 


〒| 
R (か な ) @ 


⑧ 続 け て キー を 押す と , 1 個 ずつ 記号 が 変わ り ま す . 


| 
R (か な ) @ 


④[ 旨 | キー また は , 次 の 読み を タイ プ す る と 表示 され て いた 記号 が 画面 
の カー ソル 位置 に 入り ます . 
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4.3 ひら が な カタ カナ f・3 


注意 : 表示 例 は , ロー マ 字 入力 , 


直接 入力 の 場合 で す . 


4.4 半角 文字 


注意 : 半角 文字 に は , カタ カナ , 


数 字 , 英字 が あり ます . 


注意 : 表示 例 は , 直接 入力 の 場合 


で す . キー シフ ト 状 態 は , 直前 の 
モー ド を 表示 し ます 。 ここ で は 。, 
〔 カ ナ 〕) に な っ て いま す 。 


ここ で は , ひら が な 文字 。 カタ カナ 文字 の タイ プ 方 法 を 説明 し ます . 
ひら が な 文字 と カタ カナ 文字 を 切り 換え る に は , [3s] キー を 押し ます . 
[rs] キー を 押す た びに , ひら が な 文字 と カタ カナ 文字 の 入力 モー ド が 切 
り 換わり ます . 

な お 。 カタ カナ で タイ プ し た 文字 は , 漢字 に 変換 する こと は で きま せ 
ん . 漢字 を タイ プ す る た め の “読み が な ” は 必ず ひら が な で タイ プ し て 
く 淀 き :VS。 


ひら が な カタ カナ の 入力 モー ド を 切り 換え る 


< く ひら が な > < カタ カナ > 


に 上 思 ー 
R (か な ) @ に よる 切り 換え | 。(」 ナ ) a 


ここ で は , 半角 文字 の タイ プ 方 法 を 説明 し ます . 

全角 文字 半角 文字 の 切り 換え は , [fr4] キー で 行い ます . 

[4] キー を 押す と , ガ イド ライ ン の 入力 モー ド 括 弧 の 左側 に *( ア スタ 
リス ク ) が 表示 され ます . 

*( ア スタ リス ク ) が 表示 され て いる 状態 で は , 半角 の 文字 が タイ プ で 
きま す 。 


全角 文字 半角 文字 の 入力 モー ド を 切り 換え る 


< 全角 文字 > < 半角 文字 > 


に 
R (カナ ) 8 1 *R (カナ ) 


注意 : この タイ プ 方 法 を 使用 し て 
も 。 スペ ー ス (空白 ) だ け は 1 バイ 
トコ ー ド 文字 に な り ま す .。 


4.5 JIS16 進 コ ー ド 


4.5 JIS16 進 コー ド 


[参考 ] 

半角 文字 に は , 2 バイ トコ ー ド 文字 と , 1 バイ トコ ー ド 文字 の 2 種類 が 
あり ます . どちら も 画面 上 に 半角 文字 と し て 表示 され ます が ,。 この 2 つ 
は , まっ た く 違 う 文 字 と し て 扱わ れる の で 注意 し て くだ さい . 


2 バイ トコ ー ド 文字 (1234567 落 ) 


Mae 1 バイ トコ ー ド 文字 (1234567) 必 カウ ) 


[4] キー に よっ て タイ プ で きる 半角 文字 は 2 バイ トコ ー ド 文字 で す . 
この 2 バイ トコ ー ド の 半角 文字 は , ひら が な や 漢字 の 字体 ( 字 の 形 ) に 合 
わせ て 作ら れ て お り , 混在 させ て も 見 や すい 表示 が 得 ら れ ます . 
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参照 : IS16 進 コー ド e 芝 「 付 
録 D 漢字 コー ド 表 」 


注意 : JIS16 進 コ ー ド の タイ プ 時 
に は , 直接 入力 モー ド に な り ま す 


JIS16 進 コ ー ド に よる 入力 は , 特殊 記号 な ど , キー ボー ド か ら タ イプ で 
き な い 文字 や , 辞書 に 登録 きれ て いな い 文 字 を タイ プ す る 場合 に 使用 し 
まゆ 。 

JIS16 進 コ ー ド を タイ プ す る に は , [5] キー を 押し ます . 

[rs] キー を 押す と , キー シフ ト 状 態 の 表示 が ^(JIS〕/ に 変わ り ま す . 
この 状態 で JIS コー ド の 16 進 表 記 4 桁 を タイ プ す る と , その 場 で , 対応 
する 1 文字 が 確定 され ます . この モー ド は 1 文字 を 画面 に 表示 する と す 


ぐに 直前 の 文字 入力 モー ド に も どり ます 。 


っ 4 PAY で 
OS ee の TO ミ 


| 環 還 環 


この モー ド か ら 抜 ける た め に は , MS-DOS また は MS OS/2 の 場合 
に は [Esc] キー を 押し て くだ さい . BASIC の 場合 に は [5] キー を 押し て 
くだ さい . 


第 2 部 日 本 語 入 力 機能 


生ま イト コー ド 


注意 : 1 バイ トコ ー ド 入力 は 自動 
的 に 直接 入力 に な り ま す . 


注意 : 表示 例 は , AI 逐次 変換 直 
接 入 力 の 場合 で す . 


の) 


ここ で は 日 本 語 入 力 モ ー ド で 1 バイト コード 文字 を タイ プ す る 方 法 を 
説明 し ます . 

1 バイ トコ ー ド 文字 と は , 命令 や コマ ンド の タイ プ に 用 いる run” や 
*TYPE/。 ある い は カタ カナ な どの 文字 で す . つま り 日 本 語 入力 モー ド 
に 入ら な いで タイ プ す る 文字 は , すべ て 1 バイ トコ ー ド 文字 で す . 

2 バイ トコ ー ド 文字 1 バイ トコ ー ド 文字 の 切り 換え は [re] キー で 行 
いま す . 

[ie] キー を 押す と , キー シフ ト 状 態 の 表示 の 括弧 [ 〕 の 左側 に A の 
文字 が 表示 され ます 、 こ の 状態 で , 1 バイ トコ ー ド 文字 を タイ プ で きま 
す . も う 一 度 [r6@] キー を 押す と 以前 の モー ド に も どり , 2 バイ トコ ー ド 文 
字 を タイ プ で きま す . 


0 
6 


2 バイ トコ ー ド 文字 1 パイ トコ ー ド 文字 の 入力 モ 
ー ド を 切り 換え る 


く 2 パイ トコ ー ド 文字 > く 1 バイ トコ ー ド 文字 > 


E 


4.7 いろ いろ な 文字 の タイ プ 


ここ で は , 漢字 カタ カナ , 英字 , ひら が な 文字 が 混在 し た 文章 を 例 
に 。 タイ ププ 方法 を 紹介 し ます . 


例文 と し て 「 ア テ ネ で OLYMPIC が 開催 され た 。」 を タイ プ し て み ま 
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この 文中 に は 。 漢字 開催"。 英字 OLYMPIC*Y。 ひ ら が な いで,。 が , 
され た ",。 カタ カナ アテネ ” な ど , いろ いろ な 種類 の 文字 が 混在 し て い 
ます . 


4.7 いろ いろ な 文字 の タイ プ 


〇 読み が な タイ プ 


① ヵ カタ カナ を タイ プ す る た め に 。 [frs] キー を 押し て 入力 モー ド を ^R〔 カ 
JO (まま 守 し が ナ U( の OS 交え ます 、 1 グ テ ネ と ダイ し ます ? 


R 〔 カ ナ ) @ 


ひら が な を タイ プ す る た め に 再び [3] キー を 押し て キー シフ ト 状 態 の 
表示 を `R 〔 か な 〕 @” (また は `〔 か な 〕 @”) に 戻し ます . ひら が な の 
* で ” を タイ プ し ます 。 


| アテネ で て 四 | 
R 〔 か な ) 8 


⑧③ 英 字 を タイ プ す る た め に [2] キー を 押し て 入力 モー ド を 【〔 英 数 〕 に 変 
えま す . い OLYMPIC* と タイ プ し ます 。 


注意 : Al 逐次 変換 また は 逐次 変 ” ④ 再 び ひ ら が な を タイ プ す る た め に 英 数 字 入力 か ら 抜 ひけ ます. [2] キ ー 


換 を 使用 し て いる 場合 に は 自動 的 ゃ と ふ ヽ ヶ っ リキ が ) テ っ ミケ 
es を 押し て 入力 モー ド を *R〔 か な 】?( ま た は *( か な 〕) に 戻し ます . が 


と sf プ し ます : 


アテ ネ で OL 回 議 葉 呈 肖 目 
R 〔 か な ) @ 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


参照 : 読み が な ” の タイ プ ww 
「 第 2 部 3.1 漢字 の タイ プ 」 


注意 : ロー マ 字 入力 を 使用 する 場 


合 に は , 必ず [ CAPS | キー を ロッ 
ク し た 状態 に し て お きま し ょ う . 


参照 :〔【 か な 〕 ey 「 第 2 部 4. 
3 ひら が な カタ カナ 」 


注意 : 操作 例 で は , AI 逐次 変換 , 
直接 入力 を 使用 し て いま す . 


注意 : 同音 異義 語 に 変換 され た 

合 に は , [ XFER ] キー を 何 度 か 
押し て 候補 を 表示 させ , 正しい 文 
字 を 選択 し て か ら , 次 の 操作 に 進 
ん で くだ さい . 


参照 : 確 定 c 芝 「 第 2 部 3.1 
漢字 の タイ プ 」 


⑤ 漢 字 の 読み が な ” を ひら が な で タイ プ し ます . キー シフ ト 状 態 の 表 
示 が ^R 〔 か な 〕@” (また は ^〔 か な 〕@?) で ある こと を 確認 し ます . 違 
う 場 合 は , [2] 一 [re] キー を 押し て キー シフ ト 状 態 の 表示 を 変更 し て 
くだ さい .。 
読み が な の “かい さい され た ” を タイ プ し ます . 


R (かな) @ 


〇 変換 


⑥[. キー を 1 回 押し て 読み が な / を 漢字 に 変換 し ます . 


還 折 語 本 OLYMP 1 C が 開催 され た 。 
R (かな) @ 


漢字 変換 の 対象 に な る も の は ひら が な だ け で すか ら , この 場合 か い 
さい ” の 部 分 だ けが , “開催 ” に 変換 され ます . 


〇 確定 


② 変 換 され た 漢字 が 正しい 文字 へ 変換 され た の で , 確定 し ます . スペ ー 
スキ ー を 押す と 表示 され て いる すべ て の 文字 が 確定 され ます . 次 の 読 
み が な を タイ プ し て も すべ て の 文字 が 確定 され ます . [JJ] キー を 押す 
と 文節 ご と に 確定 され ます . 


アテ ネ で OL YMP ] 〇 が 開催 され た 。 自 


R 〔 か な ) 


便利 な 機能 


通常 。 変換 で きる ヾ 読み が な ” は , ひら が な に 決め られ て いま す が , 
例外 と し て , 英字 の 略号 か ら 機関 名 へ の 変換 , 数 字 3 桁 の 郵便 番号 か ら 
住所 へ の 変換 を 行う こと が で きま す . また , 部 首 選択 の 機能 を 使用 し て 
特殊 記号 を 表示 する こと が で きま す 。 


5.1 略号 一 機関 名 


参照 : 辞書 へ の 登録 cg 「 第 2 読み が な ” に アル ファ ベッ ト の 略号 を 使用 し て 機関 名 に 変換 で きる 
部 6.2 辞書 へ の 単語 登録 」 Ma し 0 
も の が あり ます 。 辞書 フ ァイル 内 に は , すでに アル ファ ベッ ト の 略号 を 
ゞ 読み が な ? と する 機関 名 が 登録 きれ て いま す . この “読み が な ?” (英字 
の 略号 ) は 機関 名 の 略称 な ど を 指定 し て いま す . 
次 に 読み が な ” に “WHO” を 使用 し て , 世界 保健 機関 ” へ 変換 す 
る 操作 例 を 示し ます . 
参照 : 英文 字 WHO) の タイ プ ① 読み が な ” と し て 略号 WHO” を タイ プ し て み ま す . 


あ - 「 第 2 部 4.2 英 数 字 , 英 
記号 」 


②[ xrem ] キー を 押し て 変換 し て み ま す . 


第 2 部 日 本 語 入 力 機能 


参照 : 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ 


1 の 5 "DEMS-DOS xx 
ーー ズリ ファ レン スマ ニュ ア 
ル 」。「BASIC ユ ー ザ ー ズ マニ ュ 
アル 」,「MS OS/2x.x ユー ザー 
CGI ア ンマ デュ ア 北 』 


参照 : ユー ザー の 単語 登録 ey 


「 第 2 部 6.2 辞書 へ の 単語 登 


録 」 


⑨ 確 定 す る た め に [JJ| キー を 押し ます . 


操作 例 で 行っ た “WHO” だ け で な く , 辞書 に は いく つか の 機関 名 が , 
略称 で 表示 で きる よう に 登録 され て いま す . 次 に 変換 で きる \ 読 み が な ? 
と 表示 され る 機関 名 を いく つか 示し ます . 


~ 読 が (略称 ) . 表示 内 容 (機関 名 ) 


東南 アジ ア 諸 国連 合 
欧州 共同 体 

ヨー ロッ パ 共 同体 
関税 貿易 一 般 協定 

国際 通貨 基金 

国際 オリ ン ピ ッ ク 委 員 会 


日 本 オリ ン ピ ッ ク 委 員 会 
北大 西洋 条約 機構 

石油 輸出 国 機構 

国際 連合 

世界 保健 機関 


どの よう な 機関 名 が 辞書 に 登録 きれ て いる か を 知る た め に は , 使用 す 
る シス テム の 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ リティ を 使用 し て 辞書 の 一 覧 を 
行い 確認 し て くだ さい . 

ユー ザー が 単語 登録 する 場合 も , 同様 に 略号 で 登録 する こと が で きま 
放 。 


5.2 郵便 番号 一 住所 


50 


^ 読 み が な ” に 郵便 番号 の 数 字 3 桁 を 使用 し て 住所 へ 変換 する こと が 
で きま す . この 機能 を 使用 すれ ば , 住所 録 の 作成 な ど に 大 変 便利 で す . 
^ 読 み が な ” に は 数 字 3 桁 を 指定 し ます 。 5 桁 の 郵便 番号 の 場合 は 先頭 の 
3 桁 を 指定 し ます 。 


次 に , ヾ 読み が な ” に \101? を 使用 し て , "東京 都 千 代田 区 ? へ 変換 す 
る 操作 例 を 示し ます . 


5.2 郵便 番号 一 つ 住所 


参照 : 数 字 ( い 1017) の タイ プ sr ① ヾ 読み が な ” と し て 数 字 3 桁 101′ を タイ プ し て み ま す . 
「 第 2 部 4.2 英 数 字 , 英 記号 」 


m 葛 上 


( 英 数 ) $ 


⑨ 変 換 す る た め に | xrER ] キー を タイ プ し ます . 


③ 確 定 す る た め に [| キー を タイ プ し ます . 


次 に 変換 で きる 郵便 番号 と 住所 の 例 を いく つか 示し ます . 


北海 道 札幌 市 北 区 
北海 道 札幌 市 北 区 
北海 道 石狩 郡 
東京 都 千 代田 区 
静岡 県 田方 郡 
静岡 県 三島 市 
岐阜 県 土岐 市 
岐阜 県 可児 市 
岐阜 県 瑞浪 市 


参照 : 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ どの よう な 郵便 番号 と 住所 が 辞書 に 登録 きれ て いる か を 知る た め に 
リティ 呈 「MS-DOS x.x ユ 。 は, 使用 する シス テム の 辞書 ファ イル 保守 ュー ティ リティ を 使用 し て 矢 


ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス マニ ュ ア 
ル 」,「BASIC ユーザー ズ マ ニュ 書 の 一 覧 を 行っ て くだ さい . 
アル 」,「MS OS/2x.x ユー ザー 

ズリ ファ レン スマ ニュ アル 」 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


5.3 特殊 記号 


参照 : 部 首 選択 gg 「 第 2 部 


3.5 部 首 選択 」 


注意 : カナ 入力 を 使用 し て いる 場 
合 に は ,。 キー シフ ト 状 態 の 表示 が 
(か な 〕]” に な り ま す 。 
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[CTRL 二 [1 


部 首 選択 を 使用 し て 記号 や ギリ シャ 文字 , ロシア 文字 , 野 線 。 単位, 
丸 付 き 数 字 な ど を タイ プ す る こと が で きま す . 

操作 方 法 は , 部 首 選択 の 操作 と 同様 で す . 違い は , 操作 の の 読み? 
に 特殊 な 文字 を 指定 する こと で す . 

た と えば , 記号 を タイ プ す る た め に は “。 き ” と タイ プ し ます . *.? 
は ピリ オド (英字 ) で す . 


操作 は 次 の よう に な り ま す . 
①| crRu] + [:] キー を 押し て 部 首 選択 に 入り ます . 


② “読み ′ に “*。 き ? を タイ プ し ます 。 
まず , [2] キー を 押し て キー シフ ト 状 態 の 表示 を ヾ (〔 英 数 )7 に し て か 
5。 へ (区 學 I ド ROD タイ デ し て くだ さゆ 、 


圏 旧 
( 英 数 ) 部 首 


次 に , ひら が な で ^ き ” を 表示 する た め に , [fr2] キー を 押し て キー シ 
フト 状態 の 表示 を *R 〔 か な 〕? に 戻し て か ら ヾ き ? と タイ プ し ます . 


| ミ 
R (か な ) 部 首 


どれ で 3 当 が タイ ジ で きま し た 。 


注意 : 半角 野 線 は 2 パイ トコ ー ド 
文字 で す 。 


参照 : 2 バイト コー ド ee 「 第 2 


部 4.6 1 パイ トコ ー ド 」 


参照 : 部 首 選択 を 使用 し て タイ プ 
で きる 記号 と 特殊 文字 eg 「 付 
録 C 部 首 の 読み 一 覧 表 」 


5.3 特殊 記号 


⑧③|[ xFeR ] キー で 漢字 へ 変換 し ます . 
他 の 候補 を 表示 する た め に は ,。 [ xFER] キー また は [ ! | キー を 押し ます . 


④ 希 望 の 候補 が 表示 され た ら , キー を 押し て 確定 し ます . 


S 自 
R (か な ) 部 首 


以上 で 部 首 選択 を 用 いた 特殊 記号 の タイ プ 方 法 は 終わ り で す . 
この 方 法 に 使用 で きる ` 読 み ” に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


(括弧 ) 
器 9 の (学術 記号 ) 
#@$ 女 (記号 ) 
〆Z/y9 ひ e (ギリ シャ 文字 ) 
ai lo ( 野 線 ) 


fkm (単位 ) 

NoKK 1a 帆 ( 科 (特殊 文字 ) 
5 、 (半角 野 線 ) 
①②⑨③④⑤ ( 丸 付 き 数 字 ) 
I IIIIIVV (ロー マ 数 字 ) 
ABBT (ロシア 文字 ) 
〒※5O 〇 (記号 ) 


部 首 選択 を 使用 し て この 他 に も いろ いろ な 記号 や 文字 を タイ プ す る こ 
と が で きま す 。 
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< ぷり こ か 諾 0 の 才 デュ 


キ 』 
の 6 ee 1』 
トコ jm 


Se * て ー キ 。 |* ま | 
kt _ mm 
< の * 、 と 2 を つう 1 も 
oe @⑯ 0 本 由 ー 肖 1 


日 
KO) 


B @ 
ET 4 3 RF 2 っ し 。 
- JJ 6 こ 
あらや だ Pe 電 二 放 じい 科 衣 _ 』 _ 
- 1 員 jm - 由 
2 3 MT 1351 つら iz ニニ TI 電 た る 
問 評 - 人 ゃ 半 用 3 本 8 
の 等 の の | の そ - 寺 ロ 6 
4 _ 5 」 [ 記 98 まま 05 NM 
チレ < も 攻 と 人 Rd に 有 4 軸 
M M ー す '′ @ 電 1 ー ゴイ “ 
l PE 0 AI fM lu ee 
6 ロ 甘 すす HH に = = す - 
迷 1 2 に - 6 
1 ゃ 4 り に 問 ロ 有 _ 


すす 間 6 * 6 4 
ー ま E の (も 1 1 の wer ド 、 7 
旨 中 m 0」 ー 
3 づ 8 の ト 后 | 円 Kw 析 ae 
_ 2 CA) らち 4 
電 の 還 す し 由 ce 


M/ 
ココ 
PHII3 


6.1 辞書 の 切り 換え 


呼 書 機 能 


Li 4 


注意 : 画面 の モー ド は 直前 の モー 
ド が 表示 され ます . 


注意 : この 操作 を 途中 で 中 止 す る 


場合 に は [ESC] キー を 押し て くだ 
きい . 


[ir7] キー を 押す と 辞書 ファ イル 名 と 辞書 ファ イル の ある ドラ イブ 番号 
の 変更 が で きま す . 
次 に 操作 手順 を 示し ます . 


①[ crR] + [xreR ] キー で , 日 本 語 入 カ モー ド に 入り ます . 
⑧[r7] キー を 押す と 画面 が 次 の よう に 変わ り ます . 


n【 英 数 】 9 辞書 島 :kNJa1.DIC 


+ 
直前 の モー ド 現在 の 辞書 ファ イル 名 


画面 は N。。- 日 本 語 BASIC(86) シス テム の 例 で す .。 

初期 設定 は シス テム に より 違い ます . た と えば ぱ , N。。- 日 本 語 BASIC 
(86) シス テム で は 辞書 ファ イル 名 は ^KNJAI . DIC′ ドラ イブ は 2 
(2 : KNJAI . DIC ) に 設定 され て いま す . 

また ,。 MS-DOS シス テム で は 辞書 ファ イル 名 は NECAI . SYS, ドラ 
イブ は B(B : NECAI . SYS) に 設定 さき され て いま す . 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


注意 : N。。- 日 本 語 BASIC(86) シ 


ステ ム で は ファ イル 名 の 大 文字 と 
小文字 を 区 別 し ます 。 辞書 ファ イ 
ル 名 の 文字 の 指定 に 注意 し て くだ 
さい 。 


注意 : MS OS/2 シス テム で は ド 


ライ ブ 名 を 指定 する と き は , 辞書 
ファ イル 名 も 必ず 指定 し て くだ さ 
い 。 


注意 : 辞書 ファ イル と し て 使用 で 
きる ファ イル は 事前 に 決め られ て 
いま す . 指定 以外 の 辞書 ファ イル 
を 使用 する こと は で きま せん . 


参照 : パス 名 の 指定 cy「 第 3 部 
3.3 MS OS/2 の 場合 


参照 : シス テム に 事前 に 設定 し た 
内 容 eg 「 第 3 部 第 3 章 日 
本 語 入力 機能 を 使う た め に 」 


参照 : 辞書 ファ イル 名 と ドラ イブ 
番号 の 変更 gy 「 第 3 部 第 3 
章 日 本 語 入力 機能 を 使う た め 


に 」 
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ここ で , ドラ イブ と 辞書 ファ イル 名 を 変更 する こと が で きま す .。 
変更 が 必要 な 場合 に は 次 の 規則 に 従っ て 指定 し て くだ さい . 
辞書 ファ イル 名 の 形式 は 次 の よう に な り ま す . 


B : NECAI . SYS 


中 Pa 


^: 記号 は 区 切り と し て 必ず 入れ て くだ さい 


に 


ドラ イブ ・ 使 用 する シス テム に より 違い ます . 
Na。- 日 本 語 BASIC(86) シ ステ ム で は ドラ イブ 番号 
(3 25。。。 な おど) 
MS-DOS シス テム で は ドラ イブ 名 (A, B,... な ど ) 
辞書 ファ イル 名 : 使用 する シス テム に より 違い ます . 
Na』- 日 本 語 BASIC(86) シス テム で は KNTAI.DIC ( ま 
た は , BUNSET .SU), MS-DOS シス テム で は NEC 
AT、SYSC( ま た は ,。 NBCDIC , SYS) で す 、 


な お , MS-DOS シス テム を 利用 する 場合 は , 辞書 ファ イル を 指定 ドラ 
イブ の ルー トディ レク トリ に 置い て くだ さい 。 MS OS/2 シス テム を 
利用 する 場合 は , 辞書 ファ イル を サブ プ デ ィ レ クト リ に 置く こと が で き 
ます 。 辞書 ファ イル を サ プ デ ィ レ クト リ に 置い た 場合 に は 。 パス 名 も 
必ず 指定 し て くだ さい 、. 


④ 変 更 後に [<] キー を 押し て くだ さい .。 
新しく 指定 し た 辞書 ファ イル 名 。 ドラ イブ に 切り 換え られ , 直前 の モ 
ー ド に も どり ます . 


以上 で 辞書 の 切り 換え 操作 は 終り で す . 
この 方 法 に よる 変更 は 再 変更 , ま た は シス テム の 再起 動 ま で 有効 で す . 


シス テム を 再起 動 す る と , ここ で 指定 し た 内 容 は 無効 と な り シ ステ ム に 
事前 に 設定 し た 内 容 が 有効 に な り ま す . 


な お , 辞 書 フ ァイル 名 と ドラ イブ の 変更 は [7] キー に よる 方 法 の 他 に , 
専用 の ユー ティ リティ プロ グラ ム や ファ イル を 使用 する 方 法 も あり ま 
す . 


6.1 辞書 の 切り 換え 
@ エ ラー メッ セー ジ の 対策 


辞書 の 切り 換え に 関す を る エラー メッセ ー ジ を 次 に 示し ます . 各々 の 対 
策 に 従っ て 対処 し て くだ さい 。 


辞書 ファ イル 名 を 確認 し 。 も う 一 度 
1 か 
辞書 が 見 つか り ま せん 操作 する 


^NECAI.SYS” の よう に < ファ イル 


辞書 の 指定 が 不正 で す 名 >. (ピリ オド ) < 拡張 子 > の 形 で 再 
設定 する 


指定 され た ドラ イブ に 正しい フロ ッ 
ピ ィ ディ スク を セッ ト し , 再 操作 す 
る 


ディ スク の 1/O で エラ ー が 発生 し ま 
し た 
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6.2 辞書 へ の 単語 登録 f・8 


注意 : MS OS/2 シス テム で は , 

ガイ ドラ イン と カー ソル が 重なっ 
て い ぃ る 状態 で 辞書 へ の 単語 登録 
([f・8」) を 行う こと は で きま せん . 


参照 : dicmen .n88 c 巡 「BASIC 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 


参照 : DICM eg 「MS-DOS x . 


x ユ ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス マニ ュ 
アル 」 ま た は 「MS OS/2x.x ユ 
ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス 」 


シス テム ディ スク の 辞書 ファ イル に あら か じ め 登 録 き れ て いる 単語 
は , いろ いろ な 分 野 の 文章 (新聞 。 雑誌 。 ビジ ネス 文書 な ど ) で 多く 使わ 
れ て いる , 使用 頻度 の 高い 単語 で す . 従っ て , 珍し い 人 名 会 社名 の よ 
うな 固有 名 詞 。 特殊 な 専門 用 語 な ど は , 単語 と し て 登録 きれ て いな い 場 
合 が あり , 多く の 場合 何 度 も | xFem | キー を 押し て , 長い 単語 を 少し ず 
つ ( 場 合 に よっ て は 1 文字 ずつ ) 変換 し な く て は いけ ませ ん . 

この よう な 場合 の た め に , 日 本 語 入 力 機能 に は , 自由 に 単語 を 登録 で 
き る 機能 (単語 登録 機能 ) が あり ます . 辞書 ファ イル に 独自 の 単語 を 登録 
する こと で , 変換 が より 速く , 的 確 に 行わ れる よう に な り ま す . 

また , この 単語 登録 機能 を 用 いる と , 短い 読み が な で 長い 単語 を 登録 
する こと も で き , タイ プ の 手間 を 軽減 する こと が で きま す . 


新しい 単語 を 辞書 ファ イル に 登録 する 方 法 に は , 次 の 2 通り の 方 法 が 
あり ます .。 


(1) 日 本 語 入 力 モー ド 中 で , [rs] キー を 用 いる . 
(2) 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ リティ を 用 いる . 


ここ で は , (1) の 方 法 を 説明 し ます . 


参考 : 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ リティ 

辞書 ファ イル 保守 ユー ティ リティ は , 単語 登録 以外 に も いろ いろ な 辞 
書 の 保守 管理 を 行う た め の ユ ー テ ィ リ ティ で す 。 この ユー ティ リティ は 
使用 する シス テム に よっ て 異な り ま す . た と えば , N。。- 日 本 語 BASIC 
(86) シ ステ ム で は dicmen .n88。 MS 一 DOS シス テム また は MS OS/2 
シス テム で は DICM を 使用 し ます . 


人 @ 単 語 登録 の 手順 


注意 : 登録 で きる 単語 は , 画面 に 


表示 され て いる 文字 だ け で す .。 ま 
た , 文字 数 は , 全角 で 16 文字 以内 
【C チ 。 


注意 : Naa- 日 本 語 BASIC(86) シ 


ステ ム で は キー シフ ト 状 態 の 表示 
が AR [カナ]〕@” に 変わ り ま す . 


注意 : 単語 登録 を 途中 で 中 止 する 


と き は , [ESc ] キー を 押し ます . 


注意 : 登録 で きる 文字 数 は 16 文 
字 以内 . 登録 文字 の 読み も 16 文字 
以内 で す . 


注意 : 1 パイ トコ ー ド 文字 を 含む 
単語 を 登録 する こと は で きま せ 
ん 。 


6.2 辞書 へ の 単語 登録 


キー で , 画面 上 の 文字 を 簡単 に 辞書 ファ イル に 登録 する こと が で 
きま す . 一 度 , 単語 と その ヾ 読み ” を 登録 すれ ば , 以後 は その ヾ 読み ? 
で 簡単 に 変換 で きる よう に な り ま す 。 


ここ で は ,“ 明 広 ” と いう 文字 を ヾ あき ひろ ” と いう 読み で 単語 登録 し 
て み ま す 。 操 作手 順 は , 次 の と お り で す . 


①[cTR] + [xrem] キー で , 日 本 語 入 カモ ー ド に 入り ます . 


② 登 録 し た い 単 語 を 画面 に 表示 し ます . 
この 例 で は , 読み が な を みょう ”^ ひ ろ ” の よう に 分 け て 変換 し , 表 
示し ます . この よう に 登録 前 の 漢字 は 。 音読 み , 訓読 み を 使っ て と も 
か く 目 的 の 漢字 を 画面 に 表示 し ます . 


③[ra] キー を 押し て , 単語 登録 モー ド に し ます . 画面 は , 次 の よう に な 
り ま す 。 


明 広 邊 


R (かな) 登録: 漢字 


る 登録 する 単語 の , 範囲 を 指定 し ます . 


まず , カー ソル 移動 キー([- | [-] [ +] |, ] キー) で , カー ソル を 単語 
の 先頭 の 文字 に 位置 づけ , [<J| キー を 押し ます . 


散 広 
R (か な ) a 登録 : 漢 字 


次 に , 単語 の 最後 の 文字 に カー ソル を 位置 づけ て , [| キー を 押し ま 
す . 登録 され る 単語 は , 反転 表示 で 表示 され ます . 


R (か な ) @ 登録 : 漢 字 
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が ガイ ドラ イン の 漢字 / が ヾ 読み ” に 変わ り ま す 。 ここ で , 16 文字 以 
内 の 読み を タイ プ し ます . 
入力 モー ド が 。1 バイ トコ ー ド 入力 (ガイ ドラ イン の 左端 が A”) に な 
る の で , 英 数 字 ま た は カタ カナ 文字 で 読み を タイ プ し ます . 
な お , 読み に 英 記号 や カナ 記号 を 使用 する こと は で きま せん の で 注意 
し て くだ さい 、。 
ここ で は アキヒロ” と タイ プ し , [|] キー を 押し ます . 


人 R【 カ ナ 】 G 登録 : 読 み zaH 自 


4 


16 文字 以内 の 読み 
注意 : Na- 日 本 語 BASIC(86) シ ⑥ 読 み の タ イプ 後 , 品詞 の 選択 に な り ま す . 
hw 登録 する 単語 に 適し た 品詞 を ここ で 指定 し て くだ さい . 
夫 全 なめ まで で すず 。 品詞 の 選択 は 。 | - ] キー と [| ] キー を 使用 し ます . 


ここ で は [| - | キー を 使っ て 固有 名 詞 ” に カー ソル を 位置 付け 
キー を 押し ます . 画面 は 次 の よう に 変わ り ます . 


R【 カ ナ 】6 登録 : 品 詞 無 し 基本 語 動詞 画 還 座 志 


⑦ よ り 細 か い 品 詞 の 選択 を 行い ます . ここ で は 選択 する 項目 が 数 画面 に 
わた っ て いる の で , 4 つの カー ソル 移動 キー([-] [-」 [キー) 
を 使っ て 品詞 を 選択 し ます . 
登録 する 単語 ^ 明 広 ^) に 適し た 品詞 は ^ 名 前 ” で す . カー ソル を “名 
前 ′ に 位置 付け [<] キー を 押し て くだ さい . 


R【 カ ナ 】 3 登録: 品詞 苗字 国 顧 工 地名 団体 名 


以上 で 品詞 の 選択 操作 は 終わ り , 同時 に 単語 登録 操作 も 終わ り ま す . 


6.2 辞書 へ の 単語 登録 


食品 詞 の 指定 

宮本 っ 0 21 前 項 「 単 語 の 登録 の 手順 」 中 の ⑥ で 説明 し た 品詞 の 選択 は , 次 の よう 
に 分 か れ て いま す 。 登録 単語 に 適し た 品詞 を 指定 し て くだ さい 。 正しく 
で 品詞 を 指定 する こと に より , 変換 効率 が 上 が り ま す . 


参照 : 品詞 の 指定 rgr 「BASIC 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 」,「MS- 
DOS xx ユー ザー ズリ ファ レン 
スマ ニュ アル 」,。「MS OS/2 x.x 
ユー ザー ズリ ファ レン スマ ニュ ア 
サ変 名 詞 
形容 詞 
形容 動詞 
ヵ 行 5 段 
ガ 行 5 段 
サ 行 5 段 
タ 行 5 段 
ナ 行 5 段 
バ 行 5 段 
マ 行 5 段 
ラ 行 5 段 
アッ 行 5 段 
1 段 
サ 行 変格 
ヵ 行 変格 


固有 名 詞 吉川 
詳 子 
東京 
商工 会 議 所 
日 本 電気 
技術 セン ター ビル 
PC-9801 


品詞 の 指定 な し に 単語 登録 を 行う 場合 は , 品詞 の 指定 * 無 し ” を 選択 
し て くだ さい 、。 

な お , 動詞 形容詞 , 形容 動詞 を 登録 する 場合 は , 語幹 の み を 登録 し 
で La 


行 


美 し 
形容 動詞 | 静か だ | 静か 
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代 登 録 単 語 の 使い 方 
登録 し た 単語 は , 漢字 を タイ プ す る 方 法 と 同様 に , 変換 し て 表示 する 
こと が で きま す . 

ここ で は , 先ほど 登録 し た 単語 「 明 広 」 を 表示 し て み ま し ょ う . 


① 登 録 単 語 の “読み > を タイ プ し ます . 


R 〔 か な ) @ 


②| FeR ] キー で 単語 へ 変換 し ます . 


明記 
R (か な ) @ 


③[J] キー で 確定 し ます . 


な お 単語 登録 時 に は 単語 の 読み” と し て 半角 の カタ カナ や 英 数 字 を 
使用 し ます が 。 登録 し た 単語 を 使用 する 際 に は , ヾ 読み”? と し て 全角 文 
字 を タイ プ し な く て は な り ま せん . 


ま 


アキ ヒロ あき ひろ 明 広 
FAT FAT ファ イル アロ ケー ショ ン テ ー ブ プル 
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@ 単 語 登録 の ポイ ント 


参照 : 辞 書 フ ァイル 名 の 変更 


「 第 2 部 6.1 辞書 の 切り 
換え 」 ま た は 「 第 3 部 第 3 章 
日 本 語 入 力 機 能 を 使う た め に 」 


参照 : 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ 


リティ e 「MS-DOS x .x ユ 
ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス マニ ュ ア 
ル 」,「BASIC ユ ー ザ ー ズ マニ ュ 
アル 」,「MS OS/2x.x ユー ザー 
ズリ ファ レン スマ ニュ アル 」 


⑱$ エ ラー メッ セー ジ の 対策 


参照 : 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ 
リティ wm 「MS-DOS x.x ユ 
ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス マニ ュ ア 
ル 」,「BASIC ユ ー ザ ー ズ マニ ュ 
アル 」,「MS OS/2 x .x ユー ザー 
ズリ ファ レン スマ ニュ アル 」 


6.2 辞書 へ の 単語 登録 


ここ で は , 単語 登録 機能 を 使用 する うえ で の 工夫 を いく つか 紹介 し ま 
E 訂 


(1) 読 み を 略語 で 登録 し て お く と , 長い 読み の 入力 を 省略 で きま す . 
( 例 ) 読み :FAT 登録 単語 : フ ァイル アロ ケー ショ ン テ ー プ ブル 


(2) 読 み を あま り 短 く 登 録 す る と , 後 で 登録 し た 単語 が 連想 し に くく な 
り , 誤 変 換 の 原因 と も な る の で 注意 し まし ょ う . 
( 例 ) 読み : こ 登録 単語 : コン トロ ー ル コー ド 


この 例 で ,。 “こと し の も く ひ ょ う は (今年 の 目標 は )* と 入力 し て 変換 す 
る と , パコ ント ロー ルコ ー ド と 市 の 目標 は ? な ど と 誤 変 換 さ きれ て し まい 
ます 。 


(3) 辞書 を , 個人 別 , 用 途 別 に 分 け て 作成 し て お く と , 各々 の 辞書 に 専門 
用 語 が 著 え られ て 便利 で す . また , 学習 機能 に より 前 回 選択 し た 語句 
が 最 優先 で 表示 され る の で , 希望 する 文字 に 変換 され や すい 辞書 と な 
り ま す 。 


(4) 登録 し た 単語 や , 辞書 に 含ま れ て いる 単語 を 見 る こと が で きま す . こ 
れ に は , 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ リティ の 辞書 一 覧 機能 を 使用 し ま 
薄 。 


単語 登録 に 関す る エラ ー メ ッ セ ー ジ を 次 に 示し ます . 各々 の 対策 に 従 


っ て 対処 し て くだ さい 。 


PE 電 esdat 詩 衝 識 1 芝 
登録 する た め の 領 域 が 足り ませ ん イル 保守 ユー ティ リティ を 
使用 し て 辞書 を 再編 成 し, も う 一 度 

登録 する 


読み を 登録 する ペー ジ が あり ませ ん | 辞書 ファ イル 保守 ユー ティ リティ を 
辞書 に 存在 し て な い 読み で 単語 を 登 | 使用 し て ヾ 読み ” を 登録 する か , 辞 


録 す る こと は で きま せん 書 を 再編 成 し て も う 一 度 登 録 する 


^ 読 み ” を 変え て も う 一 度 登録 する 


読み に 不正 な 文字 が あり ます 
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6.3 登録 単語 の 削除 


注意 : MS OS/2 シス テム で は , 


ガイ ドラ イン と カー ソル が 重なっ 
て いる 状態 で 登録 単語 の 削除 
([f・9 ) を 行う こと は で きま せん . 


注意 : 削除 で きる 単語 は ユー ザー 
が 登録 し た 単語 だ け で す . この 例 
で は “ 明 広 ” が 事前 に 辞書 に 登録 
し て ある も の と し ます 。 


参照 : 辞 書 へ の 単語 登録 er 


「 第 2 部 6.2 辞書 へ の 単語 登 
録 」 


注意 : 単語 削除 を 途中 で 中 止 する 


に は 。 キー を 押し て くだ さ 
い 。 


注意 ・ Nas- 日 本 語 BASIC(86) シ 
ステ ム で は キー シフ ト 状 態 の 表示 
が “AR 〔 カ ナ 〕@” に 変わ り ま す . 


Le:」 


日 本 語 入力 モ ー ド 中 に [9] キー を 押す と 単語 削除 が で きま す . 
法 に より , 画面 上 の 文字 を 辞書 か ら 削除 する こと が で きま す . 


ど め 方 


操作 手順 は , 次 の よう に な り ま す . 
① 日 本 語 入 カ モー ド に 入り ます (| cr ] [xrem ] キー). 


② 削 除 し た い 単 語 を 画面 に 表示 し ます . 
ここ で は 上 単語 “ 明 広 ^ を 削除 し て み ま し ょ う . 
ヾ あき ひろ ” の 読み が な で 漢字 に 変換 し 画面 に 表示 し ます . 


⑧③[fr9] キー を 押し て , 単語 削除 モー ド に し ます . 画面 は 次 の よう に な り 
ます . 


明 広 自 


R (か な ) 削除 : 漢字 


④ 削 除 す る 単語 を 指定 し ます . 
カー ソル 移動 キー([- | [=] [  ] | ] キー) で , カー ソル を 削除 し た い 


単語 の 先頭 に 位置 づけ , リタ ー ン キー を 押し ます . 


明 広 
R (か な ) 削除 : 漢字 


次 に , 単語 の 最後 の 文字 に カー ソル を 位置 づけ て , キー を 押し ま 
す . 


R (か な ) 削除 : 漢 字 


6.3 登録 単語 の 削除 


ガイ ドラ イン の “漢字 / が ヾ 読み ” に 変わ り ま す . ここ で , 16 文字 以 
内 の 読み” を タイ プ し ます . 入力 モー ド は 1 バイト コー ド 入 力 (ガイ 
ドラ イン の 左端 が ヾ A?) に な っ て いま す . 
ここ で は , 単語 * 明 広 ” の 読み バア キ ヒ ロ ^ を タイ プレ し, [ 錠 ] キー を 
押し ます . 


R【 カ ナ 】a 削除 : 読み zh 自 


1 
16 文字 以内 の 読み 


⑥ 辞 書 フ ァイル か ら 登 録 単語 が 削除 きれ 直前 の モー ド に 戻り ます . 
以上 で 単語 削除 の 操作 は 終り で す . 登録 し た 単語 が 不用 に な っ た ら , 
この 方 法 で 削除 し て くだ さい 、. 


⑱ エ ラー メッ セー ジ の 対策 


単語 削除 に 関す る エラ ー メ ッ セ ー ジ を 次 に 示し ます . 各々 の 対策 に 従 
っ て 対処 し て くだ さい 。 


削除 で きる 単語 は ユー ザー が 登録 
し た 単語 だ け な の で 語句 を 確か め 
る 


読み また は 語句 が 見 つか り ま せん 辞書 に 登録 きれ て いな い 文 字 で あ 
る の で , 語句 を 確か め る 


この 語句 は 削除 で きま せん 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


AA 辞書 と は AA 


英和 辞書 は 英 単語 がら 日 本 語 の 意味 が 引け ます . 国語 生 書 は 読み か ら 漢字 と 意味 を 引 ベ ここ と が で きま 
す . ご の よう に 辞書 で は , 1 つの キー ワー ドガ ら 対 応 す る 項目 を 引 | き 出 すこ と が で きま す . ご の 対応 す 
る 項目 が 表 形 式 で 並ん だ も の が 辞書 で す . コン ピ ユ ー タ の 日 本 語 入力 機能 で 使用 する 辞書 は * 読 み が な ? 
か ら 漢 字 を 引く こと が で きる よう に 作ら れ て いま す . また , 漢字 が どの 品詞 に 分 類 さ れる ガ も 書か れ て 
いま す . 

だ と えば 「 よ し ご こ 」 と いう “読み が な ” ガ ら 「 美 子 , 良子 ・‥」 な どの 漢字 を 探す こと が で きま す . ご 
れ ら の 漢字 は 固有 名 詞 の 名 前 の ブル ー プ に 入り ます . 


次 に 辞書 ファ イル 内 の 一 部 を 示し ます . 


基 名 詞 。 動 サ変 
基 名 詞 
基 名 詞 , 動 サ変 


と ころ で , 辞書 ファ イル に は 新 し ぐ 自由 な “読み " を 付け て 文字 列 を 登録 する こと が で きま す . この 
単語 登録 に よ つ て ユー ザー 独自 の 登録 語 を 増やし , 辞書 を 成長 させ て いこ ご と, 日 本 語 入力 機能 の 使い 勝 
を 一 段 と 向上 きせ る こと が で きま す . 


また , 辞書 ファ イル を 固定 ディ スク に コピ ー し て 利用 する と , 漢字 へ の 変換 速度 が 著しく 向上 し ます . 


人 AALAA 
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参照 : 環境 設定 の 詳し い 設定 内 容 
eg 「 第 3 部 第 1 章 変換 方 
式 」「 第 3 部 第 2 章 学習 機能 
先読み 機能 」 


7.1 環境 設定 


環境 設定 、 情 報 表 示 


日 本 語 入力 機能 の 環境 設定 (19 キー) を 使う こと に より , か な 漢字 変 
換 方 式 を 決め る ヾ 変換 方 式 ” の 変更 , 直前 に 選択 し た 漢字 を 最 優先 に 表 
示す る “学習 機能 * の 有無 の 切り 換え , そし て 読み が な の タイ プ 中 に 辞 
書か ら 該当 する 文字 を メモ リ 内 に 読み 込ん で お く ^ 先 読み 機能 ” の 有無 
の 切り 換え を , それ ぞ れ 行う こと が で きま す . また , 情報 表示 (| HEuP | キ 
ー) を 使用 すれ ば , 現在 設定 され て いる 環境 を 表示 し 確認 する こと が で き 
ます . 

この 章 で は , 設定 方 法 に つい て 説明 し ます . 設定 する 内 容 の 詳し い 説 
明 は 他 の 章 を 参照 し て くだ さい . 


fx10 


参照 : 事前 に シス テム に 指定 し た 
設定 eg 芝 「 第 3 部 第 3 章 日 
本 語 入 力 機 能 を 使う た め に 」 


注意 : 逐次 変換 に は , Al 導 次 変換 


が 含ま れ ま す . また , 連 文 節 変 換 
に は , AI 連 文 節 変換 が 含ま れ ま 
す . 


環境 設定 は , 19 キー で 行い ます 。 この 設定 は 一 時 的 な も の で す 。 シ 
ステ ム の 再起 動 時 に は 。 事前 に シス テム に 指定 し た 設定 に も ちどり ます . 
設定 を 変更 する と き は , 次 の 手順 に 従っ て くだ さい . 


①[ crRL] + [XfeRm] キー で 日 本 語 入 カ モー ド に 入り ます . 


②『+d キー を 押す と 環境 設定 が 行え を ます. 
『:9 キー を 押す と 逐次 ノ 連 文節 変換 を 指定 し て いる 場合 と 単 文節 変換 
を 指定 し て いる 場合 で は 表示 され る 選択 項目 が 違い ます . 


ガイ ドラ イン は 次 の よう に 変わ り ま す . 
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第 2 部 日 本 語 入力 機能 


注意 : キー シフ ト 状 態 の 表示 が 


(設定 】] に な り ま す . 


注意 : AI 逐次 変換 を 使用 し て い 


る 場合 に も , 画面 の 表示 は ` 逐 次 ? 
の 


注意 : キー シフ ト 状 態 の 表示 が 
(学習 ) に な り ま す . 


注意 : 逐次 変換 を 選択 し た 場合 に 
は , 先読み 機能 を ^ 無 ” に 変更 で 
きま せん . 


注意 : 環境 設定 を 中 断 す る た め に 
は , [キー を 押す 前 に キー 
を 押し て くだ さい . 直前 の モー ド 
に 戻り ます 。 


〇 前 次 プ 連 文節 変換 の 場合 


R (設定 )? 臣 王 証 計 面 隆 連 文 学習 面 無 先 装 み 画 無 


画面 の 表示 例 は , 変換 方 式 が 逐次? 学習 機能 が ^ 有 /?, 先読み 機能 
が “ バ 有 ? に 設定 され て いま す . 


〇 単 文節 変換 の 場合 
単 文節 変換 で は 学習 機能 の 有無” の 選択 の み で す . ④ に 進ん で < 
だ さい 。 


R (学習 ) 山 無 


⑧ 逐 次 プ 連 文節 変換 の 場合 それ ぞ れ の 設定 項目 は 。 [rAgl キー で 移動 で き 
ます . 最初 は ヽ 変 換 方 式 ′ が 選択 (反転 表示 ) され て いま す . 


④ 変 更 し た い 設定 項目 が 反転 表示 され て いる と き に , キー また は 
[- ] キ ー を 使っ て , カー ソル を 設定 し た い 選 択 項目 に 移動 し て くだ さ 
い 。 


⑥⑤[J| キー を 押す と 指定 が 有効 に な り ま す , 画面 は 直前 の モー ド に も ど 
り ま す . 


7.2 情報 表示 


7.2 情報 表示 


[ HELP ] キー を 押す と , 現在 指定 し て いる 辞書 ファ イル 名 , 変換 方 式 。 
学習 機能 の 有無 , そし て 先読み 機能 の 有無 が 表示 され ます . 


①[cTR] + [XFER ] キー で , 日 本 語 入力 モー ド に 入り ます . 
⑨[Etp ] キー を 押し て み ま す . 


ガイ ドラ イン の キー シフ ト 状 態 の 表示 が ^( 情 報 〕)) に な り ま す .、 


な お , 使用 し て いる シス テム に よっ て 辞書 ファ イル 名 が 異な り ま す . 
た と えば , N。。- 日 本 語 BASIC(86) シス テム の 場合 は KNJAI . DIC”, 
MS-DOS また は MS OS/2 の 場合 は NECAI . SYS” な ど と な り ま す . 
次 の 例 は MS-DOS の 場合 で す . 


注意 : 逐次 変換 に は , Al 逐次 変換 〇 逐次 変換 また は 連 文 節 変 換 の 場合 


が 含ま れ ま す . また , 連 文 節 変換 ビ 款 
の 含ま れ ます 。 また 軍 換 = 辞書 ファ イル 名 変換 方 式 。 学 習 機能 , 先読み 機能 を 表示 し ます . 


素 


(情報 ) 辞書 B:NEcal.SYS 変換 方 式 逐次 学習 有 先読み 有 


〇 単 文節 変換 の 場合 
辞書 ファ イル 名 学習 機能 を 表示 し ます . 


(情報 ) 辞書 B:NECDIC.SYS 学習 有 


③ [ES] キー を 押す と, 情報 表示 は 終了 し , も と の モー ド に も どり ます 


69 


1 ませ まま 'v 箇 夫 きち) 。 be: 
SA こい TI 3 を ei 
1 Net uH UN 3 


征 ヽ つう 部 


知っ て こ お い て ぼ し いし 知 識 


本 部 で は , 日 本 語 入 力 機能 を 操作 する 上 で 知っ て お いて ほし いそ れ ぞ 
れ の 変換 方 式 の 違い と , 学習 機能 , 先読み 機能 の 意味 に つい て 解説 し ま 
す .。 また , 日 本 語 入 力 機能 を さま ざま な シス テム 上 で 使用 する 場合 に 必 
要 な 指定 を , Nas- 日 本 語 BASIC(86) シス テム , MS-DOS シス テム , MS 
OS/2 シス テム を 例 に 挙げ て 解説 し ます . 


秋 換 万 式 


参照 : Al 逐次 変換 、 AI 連 文 節 変 
換 e 攻 「 第 3 部 第 1 章 [コラ 
ム ] AI か な 漢字 変換 」 


人 @ 変 換 方 式 の 種類 


注意 : MS OS/2 シス テム で は , 
Al 逐次 変換 AI 連 文 節 変 換 の み 
が 使用 で きま す . 


参照 : 直 接 入 力 ノ 間接 入力 gw 


「 第 2 部 2.2 直接 入力 間接 入 
カカ 」 


日 本 語 を 表示 する た め に は ヾ 読み が な ” を 変換 し な が ら 文 字 を タイ プ 
し ます 。 変換 方 式 に は , 文字 を 続け て タイ プ す れ ば 自動 的 に 変換 が 行わ 
れる AI 逐次 変換 と 逐次 変換 、 いく つか の 文節 ご と に 変換 操作 を 行い な 
が ら タ イプ する AI 連 文節 変換 と 連 文節 変換 1 文節 ご と に 変換 を 行う 
単 文節 変換 、 そし て 漢字 コー ド を タイ プ す る JIS16 進 コ ー ド 変換 の 4 種 
6 方 式 の 変換 方 式 が あり ます . 本 書 で は AI 逐次 変換 と AI 連 文 節 変換 
を それ ぞ れ 逐 次 変換 。 連 文節 変換 の 1 つと し て 説明 し ます . 


次 変換 AI 逐次 変換 
次 変換 
変換 方 式 -- 一 連 文 節 変換 一 AI 連 文節 変換 
文節 変換 
単 文節 変換 
JIS16 進 コ ー ド 変換 


変換 方 式 は 。 ユー ザー が 最も 使い や すい 状態 に 指定 する こと が 必要 で 
す . 初期 設定 で は Al 逐次 変換 が 設定 され て いま す が , 自動 変換 機能 の あ 
る 逐次 変換 も , 使い 慣れ な いと , 希望 の 候補 を 表示 する た め に 何 度 も 変 
換 操作 を 行わ な けれ ば な ら な いこ と も あり ます . この よう な 場合 に は 変 
換 方 式 を 連 文 節 変換 に 変更 し て 変換 操作 を 行う こと を お 勧め し ます . ま 
た , メモ リ 容 量 が 少な い 場 合 で も 日 本 語 が 使え を る よう に する た め に は 単 
文節 変換 を 使用 し て くだ さい . 辞書 ファ イル が 使え な いよ うな 場合 に は 
JIS16 進 コ ー ド 変換 を 使う こと が で きま す . 

な お , これ ら の 変換 方 式 は , 直接 入力 を 使用 する か , また は 間接 入力 
を 使用 する か に よっ て 画面 表示 が 一 部 異な り ま す . 


次 に 4 つの 変換 方 式 を ,「 故 卿 の 川 で 過ごし た 年 月 。」 を 例文 に 説明 し 
を 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知識 


1.1 産 次 変換 


注意 : Al 逐次 変換 で は ガイ ドラ 
イン に @ マ ー ク が 表示 され ます 
が , 逐次 変換 で は @ マ ー ク は 表示 
され ませ ん . 


注意 : 下線 付き の 部 分 が 正しく 変 
換 さ れ て いな く て も 心配 する こと 
は あり ませ ん . 後 で 再 変換 する こ 
と が で きま す 。 


参考 : 変換 する た め に 使用 する キ 


ー は , 句読点 の 他 に っ 
も 使用 で きま す . 


参照 : 変換 に 使用 する キー er 


「 第 2 部 3.1 漢字 の タイ プ 」 


注意 : ここ で 反転 表示 部 分 と 下線 


付き 表示 部 分 が 入れ 換わり ます . 
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Al 逐次 変換 と 逐次 変換 の 操作 方 法 は 同じ で す . 文中 で は Al 逐次 変換 
と 表 次 変換 を , 合わ せ て 乏 次 変換 と 呼び ます . 

逐次 変換 は , 読み が な ”? を タイ プ し て いく と 変換 キー を 押さ な く て も 
自動 的 に 先頭 の 読み か ら 漢 字 へ 変換 し て いく 方 法 で す . 

4 文節 目 を タイ プ す る と 1 文節 目 が 自動 的 に 漢字 に 変換 され ます . 続 
け て 読み が な を タイ プ す る と , 文節 ご と に 順次 (逐次 ) 漢 字 へ と 変換 され 
て いき ます . 

操作 は 次 の よう に な り ま す 。 


① ヾ 読み が な ” を タイ プ し ます . 


| に きょう の か わ て で 岬 | 
R (か な 〕 @ 


② さ ら に 続け て 読み が な ” を タイ プ す る と , 自動 的 に 最初 の 文節 か ら 
変換 され て いき ます . 自 動 変 換 さ れ た 文節 は 下線 付き で 表示 され ます . 
この よう に 刻 次 変換 で は 変換 キー を 押 き なく て も 自動 変換 され ます . 


に 文節 目 が 自動 変換 され る 


et か わら で すご し た と し つき 四 | 
R〔 か な )〕) @ 


⑧ 反 転 表示 部 分 を 変換 する た め に , 句読点 (| , ] |. ]) を 押し ます . 
ここ で は , 文 の 最後 の 「。」 を タイ プ す る た め に [. ] キ ー を 1 回 押し ま 
す . 画面 は 次 の よう に 変わ り ま す . 


中 で 過 さ し た 


R 〔 か な ) @ 


注意 : 自動 変換 され た 漢字 が 正 し 
く 変換 され て いれ ば この 操作 は 必 
要 あ り ま せん . ⑤ へ 進み 漢字 の 確 
定 を 行い ます . 


参照 : 正しい 候補 を 表示 する 操作 
kg" 「 第 2 部 3.1 漢字 の タイ 
プ 」 


参照 : 次 候補 の 表示 , 確定 e 
「 第 2 部 3.1 漢字 の タイ プ 」 


参照 : 辞書 の 学習 e 吉 「 第 3 部 


2.1 学習 機能 j,「 第 2 部 6.2 
辞書 へ の 単語 登録 」 


1.1 逐次 変換 


反転 表示 の 部 分 は 再 変換 また は 確定 する こと が で きま す 。. 


④ 漢 字 の 次 候補 を 表示 し ます . 


自動 変換 され た 漢字 が 正しく 変換 され て いな い 場 合 に は 正しい 候補 を 
表示 する 操作 を 行い ます . この 操作 は 反転 表示 し て いる 部 分 に 対し て 
の み 有 効 で す . 

例文 は 。 正しく 変 換 さ れ て いる の で この 操作 は 行い ませ ん . 


⑤ 正 し く 変 換 で きた 漢字 を 確定 し ます . 


例 で は 全て の 文節 が 正しく 変換 され た の で , この 文 を 確定 し ます . 
[| キー を 押す と 文節 ご と に 確定 で きま す . 

スペ ー ス キー を 押す か , また は 次 の ^ 読 み が な な” を タイ プ す る な どの 
次 の 操作 を 行う と , 現在 表示 され て いる 内 容 ( 反 転 表示 部 と 下線 付き 
部 ) が すべ て 確定 され ます . 


故郷 の 川 で G 過 ご し た 年 月 。 邊 


R (かな) @ 


この 例文 で は 一 度 に 全て の 文節 を 確定 し まし た が , 文 に よっ て は 正 し 
く 変換 さ れ な い 文 節 も あり ます . その 場合 に は , ④( 次 候補 の 表示 ), 
⑤( 確 定 ) の 操作 を 繰り 返し て くだ さい . 


以上 で 逐次 変換 の 操作 は 終わ り で す . 
逐次 変換 は , 使い 初め に 誤 変 換 や 正しく 文節 が 区 切ら れ な いな ど ,。 少 


し 使い づら ぃ 印象 が あり ます . これ は , それ ぞ れ の ユー ザー に 合っ た 辞 
書 の 学習 が 充分 に 行わ れ て いな いか ら で す . 日 本 語 入力 機能 を 使い 進め 
る うち に 辞書 の 学習 が 行わ れ , し だ い に 使 用 頻度 の 高い 文字 が 少な い 変 
換 操作 で 表示 され る よう に な り ま す 。 


で すか ら 使 い 初 めのう ち は ④( 次 候補 表示 ) と ⑤( 確 定 ) の 操作 を 何 度 か 


繰り 返し て 行う こと に な り ま す . 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知 識 


@ 逐 次 変換 の 使用 上 の 注意 
使用 する 入力 方 式 (直接 間接 入力 ) に よっ て ,。 使用 で きる ヾ 読み が な ? 
の 文字 数 , 一 回 の 変換 操作 で 変換 で きる 文節 数 に 違い が あり ます . 


ーー 


の 最長 
直接 入力 
直接 入力 (画面 最 下行 時 ) 
間接 入力 


1.2 連 文 節 変換 


AI 連 文節 変換 と 連 文節 変換 の 操作 方 法 は 同じ で す . 文中 で は AI 連 文 
節 変換 と 連 文節 変換 を 。 合わ せ て 連 文節 変換 と 呼び ます . 

注意 : AI 連 朗 変換 で は ガイ ド 連 文 節 変換 は , 複 文節 の ヾ 読み が な ” を タイ プ し , [xreR ] キー を 押し 

が 。 的 で は @ マ ー ク は 表 て 漢字 に 変換 し ます 。 

本 連 文節 変換 で は , 旬 読 点 ま た は [| xFER ] キー に よっ て 変換 操作 を 行い ま 


す . 逐次 変換 の よう な 自動 変換 は 行わ れん ませ ん . 


① ` 読 み が な ” を タイ プ し ます . 
「 こ きょう の か わ で すご し た と し つき 」 と タイ プ し ます . 


R 〔 か な ) @ 


② 殺 読点 (| , ] [. ]) ま た は [| xFeR ] キー に より 漢字 へ 変換 し ます . 
[|] キー を 1 回 押す と , 画面 は 次 の よう に 変換 され ます . 


R 〔 か な 〕) @ 
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1.2 連 文節 変換 


参照 : 正しい 候補 を 表示 する 操作 。 ③ 漢 字 が 正しく 変換 され な い 場 合 に は 。 | xrER | キー に よる 次 候補 の 表示 
の を 行い ます . ここ で は 正しく 変換 され て いる の で この 操作 は 行い ませ 
大 


④ 最 後に 確定 を 行い ます . 
に] キー を 押し て 文節 ご と に 確定 する か ,。 また は スペ ー ス キー を 押し 
て 全文 節 を 確定 し ます . 


砂 卿 の 川 で 過ごし た 年 月 。 邊 


R (かな) @ 


この 例 で は 一 度 に 全て の 文節 が 正しく 変換 され まし た が , 正しく 変換 
され な い 文 館 に 対し て は ③, ④ の 操作 を 繰り 返し , 正しい 漢字 に な る 
まで 変換 操作 を 行っ て くだ さい . 


以上 で 連 文 節 変換 の 操作 は 終わ り で す . 


連 文 節 変換 で は いく つか の 文節 の 読み を まとめ て タイ ププ し, 後 か ら 
| xFeR | キー で 変換 , 確定 操作 を 行い ます . で すか ら 何 回 か (変換 ), ④ 
(確定 ) の 操作 を 繰り 返し な が ら タ イプ し て いく こと に な り ま す . 


@ 連 文節 変換 の 使用 上 の 注意 
連 文節 変換 を 使用 する 場合 , 使用 する 入力 方 式 (直接 間接 入力 ) に よ 
る 操作 上 の 違い は あり ませ ん . 日 本 語 入力 機能 の 制限 は 次 の よう に な っ 
て いま す .。 


直接 入力 
直接 入力 (画面 最 下行 時 ) 
間接 入力 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知識 


1.3 単 文節 変換 


単 文節 変換 は 。 読み が な ? の 文節 単位 に | xFER ] キー を 押し て , 漢字 に 
変換 し ます . 

単 文節 変換 の 操作 は 今 ま で と 同様 の 手順 で 行い ます . 他 の 方 法 と の 違 
い は , 文節 ご と に 変換 確定 の 操作 を 行わ な けれ ば な ら な い 点 で す . 


注意 : 単 文節 変換 は 文節 変換 と も ① 読 み が な を 1 文節 づつ タイ プ し ます . 
oi 「 こ きょう の 」 と タイ プ し ます . 


に きょう の 目 | 


R (かな) 


②| xreR ] キー で 漢字 へ 変換 し ます . 


注意 : 単 文節 変換 で は , 変換 操作 


を 行う た め の キ ー は [ XFER ] キー 
だ け で す . [,][.] キ ー で は 変換 操 の | 
作 を 行う こと は で きま せん 。 R (か な ) 


⑨③|[ XFeR ] キー( ま た は [ , | キー) で 次 候補 を 表示 し ます . 
例 で は 正しく 変換 され て いる の で ,。 この 操作 は 必要 あり ませ ん . 


④ 漢 字 を 確定 し ます . 正しい 漢字 に 変換 し て いる こと を 確認 し て , 
キー を 押す か 次 の 読み が な を タイ プ し て 漢字 を 確定 し ます . こ で は , 
1 回 <] キー を 押し て ヾ 故郷 の ” を 確定 し ます . 


故郷 の 自 
R (か な ) 
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1.3 単 文節 変換 


以降 。① 〇 か ら ④ の 操作 を 繰り 返し ます . 
ここ で は ① へ 戻り 続き の ^ 読 み が な ” を タイ プ し ます . 画面 は 正しく 
変換 で きた 状態 で す . 


故郷 の 川 で G 過 ご し た 年 月 邊 


R (か な ) 


以上 で 単 文節 変換 の 操作 は 終わ り で す . 


念 単 文節 変換 の 使用 上 の 注意 
単 文節 変換 方 式 は 他 の 変換 方 式 に 比べ ,。 より 少な い メ モリ 容量 で 使用 
で きま す 。 
日 本 語 入力 機能 の 制限 は , 次 の と お り で す .。 


* 読 み が な "最長 文字 数 32 
1 度 に 変換 で きる 最大 文節 数 | 16 


単 文節 変換 は 1 文 節 ご と に | xrER | キー を 押し て 漢字 へ 変換 する 方 法 で 
す が , 事前 に い 読み が な ” だ け を まとめ て タイ プ し , 後 で 文節 ご と に 変 
換 する 方 法 を 連続 変換 と 呼び ます . 次 に 操作 方 法 を 示し ます . 


@@ 連 続 変 換 


① 読 み が な を まとめ て タイ プ し ます . 
単 文節 変換 を 使用 し て 変換 を し ます が , ここ で まとめ て 読み が な ” 
を タイ プ し て お きま す 。 


注意 : 画面 例 は 直接 入力 の 例 で 
す . 


の リ 


第 3 部 知っ て お いて ほし い 知 識 


② 変 換 す る 単位 の 文節 を 指定 する た め に , カー ソル を 移動 し ます . カー 
ソル は 文節 の 直後 に 位置 づけ ます . 
ここ で は , 第 1 文節 (こき ょ う の ) の 直後 バ “か” に カー ソル を 移動 し ま 
区 


R 〔 か な ) 


注意 : この 時 残り の 読み お な” ③ 指 定 し た 文節 を 漢字 に 変換 する た め に [ xrER ] キー を 押し ます . 

7 変換 され た 漢字 が 希望 の 漢字 で な り 場 合 は [FeR] キ ー( ま た は [」] キ 
ー) を 押し て 次 候補 を 表示 し , 希望 の 漢字 を 表示 させ ます . 直前 の 候補 
に 戻る 場合 は [ 1 | キー を 押し ます . 


ここ で 。 “読み が な "が 辞書 に 登録 され て いな い 場 合 は 漢字 に 変換 され 
ずい 読み が な "の まま と な り ま す . また , | xFER | キー( ま た は [| 」 キー) 
を 押し て 次 候補 を 表示 させ , それ 以上 候補 が な く な る と 最初 の ^ 読 み 
が な ” の 状態 に 戻り ます . 


④ 希 望 の 漢字 に 変換 で きた ら [| キー を 押し て 漢字 を 確定 し ます . 
ここ で 。 残り の 読み が な が 反転 表示 され ます . 


W の か わ で すご し た と し つき 四 | 
R (か な ) 
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1.4 JIS16 進 コ ー ド 変換 


以降 は ⑦ か ら ④ ま で の 操作 を 繰り 返し , 正しく 変換 し ます . 


故郷 の 川 で 過ごし た 年 月 邊 


R (か な ) 


以上 で 連続 変換 の 操作 は 終わ り で す . 


〇 連続 変換 の 使用 上 の 注意 
連続 変換 を 行う 場合 の 日 本 語 入力 機能 の 制限 は 次 の と お り で す . 


BASIC 


MS-DOS 
MS OS/2 


1.4 JIS16 進 コ ー ド 変換 


参照 : 日 本 語 に 関す る シス テム の 
指定 c 「 第 3 部 第 3 章 日 
本 語 入力 機能 を 使う た め に 」 


参照 : JIS16 進 コー ド 入 力 ww 


「 第 2 部 4.5 JIS16 進 コ ー ド 」 


JIS16 進 コ ー ド 変換 は 文字 の コー ド 番 号 を 直接 タイ プ し て 1 文字 づつ 
表示 する 変換 方 式 で す . 

N。。-BASIC(86) (ROM モー ド ) シス テム で は , この 変換 方 式 の み を 使 
用 で きま す .。 その 他 の シス テム で この 変換 方 式 を 使用 する た め に は , シ 
ステ ム に 対す る 指定 が 必要 で す . 

この 変換 方 式 は , 直接 漢字 ROM 内 の 文字 を 使用 する た め ,。 辞書 ファ 
イル も メモ リ も 使用 し ませ ん . 

JIS16 進 コ ー ド 変換 方 式 は , 他 の 変換 方式 中 で 使用 で きる JIS16 進 コ 
ー ド 入力 ([rs5] キー) と 操作 方 法 が 大 変 よ く 似 て いま す が 別 の も の で す の 
で 混同 し な いよ うに し て くだ さい . 

BASIC シス テム を 使用 する 場合 と MS-DOS シス テム を 使用 する 場 
合 で は 画面 表示 が 少し 違い ます . 次 に 各々 の 操作 方 法 を 説明 し ます . 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知識 


人 @ BASIC シス テム の 場合 


参照 : setunp.n88 em 「 第 3 部 
3.1 N。- 日 本 語 BASIC(86) の 


ぞ ュ ト 
ロコ 


注意 : BASIC シス テム で ディ ス 


プレ イ 装 置 が 横 40 桁 表 示 の 場合 
は 。 日 本 語 入力 モー ド に 入る と 
JIS16 進 コ ー ド 変換 の み が 使 用 で 
きま す 。 


参照 : JIS16 進 コ ー ド (漢字 コー 
ド ) s 「 付 録 D 漢字 コー ド 
表 」 


注意 : タイ プ し た コー ド 番 号 が そ 


の まま 表示 され る 状態 で は 日 本 語 
入力 モー ド へ は 入っ て いま せん . 
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N。。- BASIC(86) (ROM モー ド ) シス テム を 使用 し て いる か 。 また は 
N。- 日 本 語 BASIC(86) (DISK モー ド ) シス テム で 属性 設定 ユー ティ リ 
ティ (setup .n88) か ら JIS16 進 コー ド 変換 を 選択 し た 場合 に は , 次 の よ 
うな 操作 で 日 本 語 入 力 機 能 を 使用 し ます . 


① 日 本 語 入 カ モー ド に 入り ます (| crmu] + [xrem] キー). 


この と き , 画面 に は 何 の 変化 も や あり ませ ん (ガイ ドラ イン は 表示 され ま 
せん )。 注意 し て くだ さい . 


② JIS16 進 コ ー ド を タイ プ し ます . 
JIS16 進 コ ー ド 4 桁 を タイ プ す る と 自動 的 に 漢字 に 変換 され ます . 
例え ば ` 航 ” の 文字 は , その JIS16 進 コ ー ド で ある "3952"” を タイ プ す 
る と, 自動 的 に 表示 され ます . つづ け て JIS16 進 コ ー ド を タイ プ す る 
と , 次 々 に コー ド に 合っ た 漢字 に 変換 され て 表示 され ます . 
誤っ た JIS16 進 コ ー ド を タイ プ す る と スピ ー カ が 鳴り ます . 最初 か ら 
正しい コー ド を タイ プ し 直し て くだ さい 。 


Ok 
航 邊 


日 本 語 入力 モー ド か ら 出 ます ([ crRL] + [xrER] キー). 


1.4 JIS16 進 コ ー ド 変換 


@ MS-DOS シス テム の 場合 


参照 : CONFIG.SYS フ ァイル 


kg 「 第 3 部 3.2 MS-DOS 
の 場合 」 


注意 : キー が ロッ ク さ れ て 
いる と スピ ー カ が 鳴り JIS16 進 コ 
ー ド 変換 が 行え を ませ ん . 


注意 : コン ソー ル 入 出力 (キー ボ 
ー ド , 画 面 ) が グラ ブフ 文字 を 扱う モ 
ー ド に な っ て いる 状態 、 例 えば エ 
スケ ー プ シー ケン スコ ー ド “ESC) 
3/ が 発行 され た 後 な ど は JIS16 進 
コー ド 変 換 が 行え を ませ ん . 


注意 : JIS16 進 コ ー ド 変換 を 中 断 
する た め に は [ CTRL ] 二 [ XFER ] 
キー を 押し て くだ さい 。 


MS-DOS シス テム で は , シス テム 構築 ファ イル (CONFIG . SYS ファ 
イル ) 内 に 日 本 語 入 力 機能 に 関す る 指定 が な いか , ま た は CONFI1G . SYS 
ファ イル 自体 が な い 場 合 に は , 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入る と 自動 的 に 
JIS16 進 コ ー ド 変換 が 採用 きれ ます . 


① 日 本 語 入力 モー ド に 入り ます (|[ crRL | + [ xrm ] キ ー). 


ガイ ドラ イン が 次 の よう に 表示 され ます . 


> 是 
(1e 進 ) 


⑨③ こ の 状態 で JIS16 進 コ ー ド を タイ プ す る と , コー ド に 対応 する 文字 を 
表示 する こと が で きま す 。 文字 は 画面 内 の カー ソル 位置 に その まま 表 
示さ れ ま す . 


④ 1 文字 の 表示 が 終わ る と 自動 的 に 日 本 語 入 力 モ ー ド か ら 抜 け 出 ます . 


以上 で JIS16 進 コ ー ド 変換 の 操作 は 終わ り で す . 


@MS OS/2 シス テム の 場合 


参照 : 日 本 語 入力 機能 に 関す る 指 
定 g「 第 3 部 3.3 MS OS/2 
の 場合 」 


MS OS/2 シス テム で は , JIS 16 進 コ ー ド 変換 は 使用 で きま せん . 

な お , MS OS/2 シス テム で 日 本 語 入 力 機能 を 使用 する た め に は , シス 
テム 構築 ファ イル (CONFIG . SYS ファ イル ) 内 に 日 本 語 入 力 機能 に 関 
する 指定 が 必要 で す . 
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AAMAAAAAAAAAAA 人 A| が な 漢字 変 損 MMAMAAAAAAAIAMAY 


日 本 語 に は , 同音 異義 語 が だ くさ ん あり ます . で す ガ ら , “読み が な "を 漢字 に 変換 する だ め に は , ご 
の 同音 異義 語 の 中 ひら ご どれ ガ が 適 当 な 漢字 を 選択 し な は けれ ば な り ま せん . 

たとえば, 「 彼 が 東京 を 発つ 」 の 文中 の , 動詞 “た つ " に つい て みる と , 「 立 つ , 建つ , 発つ . な どの 
同音 異義 語 が あり ます . これ ら は , 同じ “だ つ ” で も 意味 に よ つ て 使い 分 けら れ ま す . し た が ガ つ て, ご 
の 例文 を 正 し ぐ 変換 する だ め に は , “だ つ " に 対す る 漢 守 候 補 の 中 お ら , ユー ザー が 希望 の 漢字 を 選択 し 
な けれ ば な り ま せん . 


そこ で , も し 「 彼 が 東京 を 発つ 」,「 彼 が 大 地 に 立つ 」 な どの 文 を その 意味 に 合う よう に "発つ 」 と 「 立 
つ 」 な ど に 使い 分 け て 変換 する こと が で きれ ば , 大 変 に 便利 で 漢字 へ の 変換 操作 が 簡単 に な る で し よう . 
つま り , 変換 する 文節 で だ つ ” な ど ) と , 前 の 文節 で 東京 を ", 大 地 に * な ど ) と の 間 に 意味 の つ な 
が り の を 見 つけ , 同音 異義 語 の 中 が ら , 文 に あつ だ 語 を 表示 で きれ ば よい の で す . この よう ね お 負 理 の で き 
る 変換 方 式 ガ A| ガ な 漢字 変換 (A| 逐次 変換 /A| 連 文 節 変換 ) で す . 


Al ガ な 漢字 変換 の 機能 は , 学習 機能 より も 優先 され ます . だ と えば ,「 子 供 は 親 に 似る 」 と いう 文 を 直 
前 に 確定 する と , 「 に る 」 の “読み が な ” に 対し て は , 学習 機能 こよ り , 「 似 る 」 が 優先 的 に 表示 され て 
し まい ます . つま り の , 「 お 田 さ ん が 上 を 似る 」 の よう に 誤 つ て 変換 され て し まう 可能 杜 が ありま す . と こ 
ろ が , Al ガ な 漢字 変換 で は , 「 お 田 さ ん が 時 を 煮る 」 の よう に 正しい 動詞 " 意 る ). を 優先 的 に 表示 する 
こと が で きま す . 

また だ, Al ガ な 漢字 変換 は , ユー ザー が ガ あ る 文節 の 内 容 を 変更 する と , 続く 文節 を , 変更 し な 文節 と 意 
味 ガ 合う 漢 守 候補 に 自動 的 に 変更 し ます . だ と えば , 最初 の 変換 操作 に よ つ て 文 が ,「 彼 女 が 吸収 に 規制 
する 」 と 変換 され て し まつ だ と し ます . そこ で , ユー ザー が ガ 「 吸 収 に 」 を 「 九 州 に 」 に 変更 する と , Al 
ガ な 漢字 変換 は , 変更 され だ 文節 に 合わ せ て , 続 ぐ 文節 の 「 規 制す る 」 を 「 帰 省 す る 」 に 自動 的 に 変更 
し ます . 

ご の よう に , Al ガ な 漢字 変換 に こよ つて , より スム ハー ズ お 日 本 語 入 力 が 行え ます . 


AA AA 
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学習 機能 、 先 読み 機能 


2.1 学習 機能 


注意 : 初期 設定 で は , 学習 機能 
* 有 ? に 指定 し て あり ます . 


参照 : 学習 機能 の 設定 kg 「 第 


2 部 7.1 環境 設定 」 


日 本 語 入 力 機能 の 中 に は , 同音 異義 語 の 中 で , 以前 (一 番 最近 ) に 選択 
され た 語 を , 辞書 の 候補 群 の 先頭 に 登録 し て お く “学習 機能 *” が あり ま 

た と えば , いま ,「 器 官 」 と いう 語句 を 表示 し た いと し まし ょ う 。 そし 
て , 読み が な の 「 き か ん 」 を タイ プ し て [ xrR | キー を 押し て も 「 期 間 」 
や 「 機 関 」 な どの 語 に 変換 され て し まい , 「 器 官 」 が 表示 され る まで に は 。 
何 回 か [ xFeR ] キー を 押さ な けれ ば な ら な いと し ます . し か し , 一 度 「 器 
官 」 を 選ん で 確定 し て し まう と , 次 回 か ら は , 最初 に 「 器 官 」 が 表示 さ 
れる よう に な り ま す . も ちろ ん ,。 この と き 「 機 関 」 で 確定 する と , 次 に 
は 「 機 関 」 が 最初 に 表示 さき れる よう に な り ま す 。. 

こう し て , 漢字 を 選択 する ご と に , 最も 新しく 選択 し た 漢字 が 最初 に , 
その 1 つ 前 の 操作 で 選択 し た 漢字 が 2 番目 に , と いう よう に 辞書 内 の 候 
補 群 の 順番 が 並べ 替え られ て いき ます . 

こう し た 学習 機能 の 働き に よっ て , 最近 使っ た 語句 は 常に 変換 候補 の 
初め の 方 に 現れ る こと に な り , 結果 と し て 変換 効率 を 高め る こと が で き 
ま 

学習 を 充分 に 行っ た 辞書 ファ イル は , 漢字 表示 の 順序 が 決ま っ て きま 
す 。 この 充分 に 学習 済み の 辞書 ファ イル の 内 容 (漢字 の 順序 ) を 変更 し た 
く ない 場合 や 、 その と き に 限っ て 特殊 な 用 語 を 使う 場合 , また 他 の 人 の 
シス テム ディ スク を 借り て 日 本 語 入 力 機 能 を 使用 する 場合 な ど , 辞書 に 
学習 結果 を 残さ き な い 方 が いい こと も あり ます . この よう な と き に は 学習 
機能 が 働か あな いよ うに 設定 する こと が で きま す 。 通常 。 この 機能 は ^ 有 " 
(学習 機能 が 働く 状態 ) に 設定 され て いま す が , これ は いつ で も \ 無 ” ( 学 
習 機能 が 働か あな い 状 態 ) に 切り 換え られ ます . 

な お , 学習 機能 の 設定 は , 19 キー に よっ て 行い ます . 
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2.2 先読み 機能 

泊 人 生 的 で は ・ 旬 癌 み 拉 先読み 機能 は 。 ユー ザー が 読み が な ” を タイ プ し て いく の に 連動 し 

生計 末 科 た て , その 読み に 対応 する 単語 を 辞書 か ら 先 ( 変 換 キー を 押す 前 ) に 読み 込 
ん で お くく 機能 で す . これ に より , 文字 の 変換 に 要する 時 間 を 短縮 する こ 
と が で きま す 。 

参照 : 先 読み 機能 の 設定 cr Al 逐次 変換 (また は 逐次 変換 ) を 選択 する と 自動 的 に 先読み 機能 ^ 有 ? 

も SE に 設定 され ます . また , 連 文 節 変換 を 指定 し た 場合 に は 先読み 機能 の 有 


無 を 自由 に 設定 する こと が で きま す 。 先読み 機能 を ` 無 "(先読み 機能 が 
働か な い 状態 ) に 設定 する と 。 変換 キー(| FR | [. ], [. | キー) が 押さ 
れ て か ら 辞 書 が 参照 され る よう に な り ま す . 通常 , この 機能 は ` 有 ?( 先 
読み 機能 が 働く 状態 ) に 設定 され て いま す . 

な お , 先読み 機能 の 設定 は 陸 19 キー に よっ て 行い ます . 


曰 本 語 入 力 機能 を 使う た め に 


注意 : 640 K パイ ト タ イ プシ ステ 本 書 で 説明 し て いる 日 本 語 入力 機能 を 使用 する た め に は シス テム に 対 
何ら する 設定 が 必要 で す . シス テム の お 買い 上 げ 時 に は 初期 状態 と し て 日 
す . tg 付録 E 640K バ イト 本 語 入 力 機能 が 使用 で きる よう に 設定 済み で す が , ユー ザー 独自 の シス 


タイ プシ ステ ム デ ィ ス ク の 場合 の 


準備 」 テム ディ スク 内 で 日 本 語 入力 機能 を 使用 する た め に は , シス テム に 対す 
る 設定 を 独自 に 行わ な けれ ば な り ま せん . 

注意 : 初期 状態 で は AI 逐次 変換 また ,。 初期 状態 の 変換 方 式 を 変更 する た め に も シス テム に 対す る 設定 

Ro が 必要 と な り ま す 。 


参考 : ユー ザー 独自 の シス テム ディ スク 

お 買い 上 げに な っ た シス テム ディ スク か ら 。 シス テム ファ イル と 必要 
な コマ ンド の ファ イル だ け を 選ん で コピ ー し 作成 し た ディ スク が , ユー 
ザー の シス テム ディ スク で す .。 この ディ スク 内 に は コマ ンド の ファ イル 
だ け で な く ユ ー ザ ー が 頻繁 に 使用 する ユー ティ リティ プロ グラ ム や アプ 
リケーション プロ グラ ム の ファ イル な ども 納め る こと が で きま す 。. 


注意 : 日 本 語 入力 機能 を 使用 する 日 本 語 入 力 機 能 を 使用 する た め に 必要 な 設定 は 使用 する シス テム に よ 


た め の 指定 が な い 場 合 は 。JIS16 
進 コー ド 変 換 が 採用 され ます . っ て 異な り ま す . 


ここ で は N。。- 日 本 語 BASIC(86) シス テム , MS-DOS シス テム , MS 
OS/2 シス テム を 例 に 挙げ . それ ぞ れ の シス テム で 日 本 語 入 力 機能 を 使 
用 する た め の 設 定 方 法 を 説明 し ます . 


@ 日 本 語 入 力 機能 を 使用 する た め に 必要 な 設定 の シス テム に よる 違い 


BASIC setup . n88 辞書 ファ イル (KNJAI.DIC) 
ユー ティ リティ デ ロ グ ラム (また は , BUNSET .SU) 


MS-DOS, | CUSTOM コマ ンド CONFIG .SYS ファ イル 
MS OS/2 | (また は , エディ タ ) 辞書 ファ イル (NECAI . SYS) 
(また は , NECDIC . SYS) 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知 識 


3.1 N。。- 日 本 語 BASIC(86) の 場合 


注意 : 660K バイ ト タ イ プシ ステ 


ム デ ィ ス ク を ご 利用 に な る 場合 に 

は , 辞書 ファ イル の 準備 が 必要 で 

す . ey 「 付 録 640K バイ ト タ 

イプ シス テム ディ スク の 場合 の 準 
コ 


注意 : 再起 動 と は , リセ ッ ト キ ー 


を 押す か , また は パソ コン の 電源 
を 再度 に し て Na- 日 本 語 
BASIC(86) シ ステ ム を 再度 起動 
"ドー っ 


参照 : setunp.n88 ユ スー ティ リ テ 
イィ em 「BASIC ユー ザー ズ マ ニ 
ュ ア ル 」 


注意 : 画面 中 で 白地 の 部 分 は ユー 
ザー が タイ プ す る 部 分 で す . 


注意 : *setup .n88" は メニ ュー 
(menu) か ら も 実行 で きま す . 


参照 : メニ ュー ey「BASIC ユ ュー 
ザー ズ マ ニュ アル 」 


setup . n88 


Naa- 日 本 語 BASIC(86) シス テム の 初期 状態 で は , 日 本 語 入力 機能 が 
使用 で きる よう に , すでに 設定 され て いま す . 

し か し , 初期 状態 の 変換 方 式 を 変更 し た り , 新しく 作成 し た ユー ザー 
の シス テム ディ スク 内 で 日 本 語 入 力 機 能 を 使用 する 場合 に は , “setup . 
n88*” ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使用 し て , “変換 方 式 ?。 ヾ 辞書 ファ イ 
ル の ドラ イブ 番号 ” を 指定 し て くだ さい . 

Ysetup .n88" ユ ー テ ィ リ ティ に よる 設定 は , シス テム の 再起 動 後 に 有 
効 に な り , その 後 改め て 変更 する まで 変化 し ませ ん . 

次 に setup .n88 ユー ティ リティ を 使用 し て 日 本 語 入力 機能 を 設定 す 
る 方 法 を 解説 し ます . た だ し setup .n88 ユー ティ リティ の 操作 は 日 本 語 
入力 モー ド 中 か ら で き ませ ん . 日 本 語 入力 モー ド か らい っ た ん 抜け て か 
ら 操 作 を 行っ て くだ さい . 

な お 。, 日 本 語 入 力 機能 の 設定 の 操作 は 必要 な 場合 に だ け 行 っ て くだ さ 
い 。 誤 っ て 設定 を 変更 し て し まっ た 場合 に は , 操作 手順 に 従っ て 正しく 
変更 し 直し て くだ さい . 

以下 の 操作 は N。。- 日 本 語 BASIC(86) シ ステ ム の プロ ンプ ト が 表示 さ 
れ て いる 状態 か ら 手 順に 従っ て 操作 を 行っ て くだ さい . 


① `setup . n88"” を ディ スク か ら ロ ー ド (読み 込み ) し ます . “setup .n88? 
は BASIC テー ディ リティ ブロ グラ ぬ ム デ ォ ィ スク 内 区 共 っ で ゆい ます 


1oad"setup.n88" 


な お 。 バ setup . n88"” は ドラ イブ 1 か ら 起 動 し て くだ さい .。 他 の ドラ イ 
プ ブ か ら 起 動 す る と ` ヾ Disk offline" の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 


プロ グラ ム を 実行 し ます . 


Fun 


3.1 Nas- 日 本 語 BASIC(86) の 場合 


③ 次 の メッ セー ジ が 画面 に 表示 され ます . 
注意 : この と き , ドラ イブ に シス ここ で 。 シス テム ディ スク を セッ ト し て いる ドラ イブ 番号 を タイ プ し 
テム ディ スク を セッ ト し て か ら 。 3 ま 8 ペケ 
ドラ イブ 番号 を 指定 し て くだ さ ます . ここ で は 例 と し て “1” を 指定 し ます . 
い 。 


N338 一 日 本 語 BaSIC(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 


シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いる ドラ イブ は ? 1 過 


④ 画 面 が 次 の よう に 変わ り ます . 
この 画面 は メニ ュー 形式 に な っ て いま す . この 画面 で は | 1 |] と [ 」] キ 
ー に よっ て 反転 部 分 を 上 下 の 項目 に 移動 する こと が で きま す . 
ここ で は 日 本 語 入 力 属 性 の 設定 ” を 選択 し ます . また は [ 」| キ 
ー を 使用 し て 反転 部 分 を ` 日 本 語 入力 属性 の 設定 ” に 位置 づけ [ 訂 キ 
ー を 押し ます . 


N83- 日 本 語 BaSIC(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 
[基本 メニ ュー] 


| 日 本 語 人 力 尾 件 の 記 正 陳 
画面 ハー ドコ ピー の 機能 設定 
演算 モー ド の 設定 
導 了 


1 キー, ! キ ー で 選択 し て RETURIN キ ー を 押す と その 処理 に 移り ます 
注意 : 終了 する まで は シス テム ディ スク を 入れ 換え な いで くだ さい 


⑤ 現 在 設定 さき され て いる 日 本 語 入力 機能 の 環境 が 表示 され ます . 


N88 一 日 本 語 BaSIC(36) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 

[ 日 本 諸 入 力 属性 の 設定 ] 
注意 : JIS コー ド 入 力 (JIS16 進 コ 
ー ド 変換 方 式 ) を 設定 し た 場合 に 日 本 諸 入 力 方 式 : 


は 。 “辞書 ファ イル の ドラ イブ "の 四 還 莉 穫 馬 紀 1 連 文 節 変換 逐次 変換 連 文 節 変換 単 文節 変換 JIS コ ー ド 入力 
行 へ カー ソル は 移動 し ませ ん . 


辞書 ファ イル の ドラ イブ : 


参照 : JIS16 進 コー ド 変 換 方 式 
kg 「 第 3 部 1.4 JIS16 進 コ 
ー ド 変換 」 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知 識 


参照 : Al 逐次 変換 , 逐次 変換 
e 吉 「 第 3 部 1.1 逐次 変換 」 


参照 : AI 連 文節 変換 , 連 文節 変換 
eg 「 第 3 部 1.2 連 文 節 変 
換 」 


参照 : 単 文節 変換 gy 「 第 3 部 
1.3 単 文節 変換 」 


参照 : JIS コー ド 入 力 eg 「 第 3 
部 1.4 JIS16 進 コ ー ド 変換 」 


現在 設定 され て いる 内 容 は 。 日 本 語 入力 方 式 (変換 方 式 ) が ^AI 逐次 変 
換 ?。 辞書 ファ イル の ある ドラ イブ 番号 が “2” と な っ て いま す . 

^ 日 本 語 入力 方 式 ” は , 6 つの 変換 方 式 。 Al 逐次 , AI 連 文 節 , 逐次 , 
連 文節 , 単 文節 , JIS コー ド 入 力 (JIS 16 進 コ ー ド ) の 中 か ら 選 択 し ま 
央 5 

^ 初 期 入 力 モ ー ド ” は , 起動 時 に 利用 する 変換 方 式 を 選択 し ます . 
辞書 ファ イル の ドラ イブ ” は ,。 辞書 ファ イル の 入っ て いる ドラ イブ 
番号 を 選択 し ます . SYSTEM” と は , シス テム 起動 時 に シス テム デ 
ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ で す . 

この 画面 で , 設定 内 容 を 変更 で きま す . メニ ュー カー ソル (反転 表示 ) 
を , カー ソル 移動 キー(|[ =] [-] [ ! ] [ , ]) を 使っ て 選択 項目 に 位置 づ 
ける と , 項目 が 反転 表示 され ます . 

変更 する 場合 は , 設定 内 容 を 確認 し 。 最 後に [<J| キー を 押し て くだ さ 
い . 

設定 を 中 断 す る に は 。 [srop | キー また は , [ crRL] | c ] キー を 押し て 
くだ さい . 設定 内 容 は 変更 きれ ず , ④ の 画面 に ちどり ます . 


⑥ 画 面 に は 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


変更 し て よろ し いで すか (wn)? 自 


*y” を 押す と , シス テム の 設定 を 変更 で きま す . 画面 は の へ も どり ま 
nm” を 押す と , 画面 は @⑦ へ も どり ます . も う 一 度 設定 を 行う こと が で 
きま す . 


3.1 Nas- 日 本 語 BASIC(86) の 場合 


の @ 最 後に 終了 " に メニ ュー カー ソル を 位置 づけ 。 [JJ] キー を 押し て く 
だ さい 、。 


日 本 語 入 力 属性 の 設定 
画面 ハー ドコ ピー の 揚 能 設定 


演算 モー ド の 設定 
PT 


⑧ 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます .。 


シス テム 属性 を 変更 し まし た 
属性 を 変更 し た 時 は 。 リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て 再 立ち 上 げ ば し て くだ さい 


以上 で \setup .n88"7 ユ ー テ ィ リ ティ に よる 日 本 語 入 力 機能 に 関す る 設 
定 は 終わ り で す . 


最後 に , 指定 し た 設定 を 有効 に する た め に , N。。- 日 本 語 BASIC(86) シ 
ステ ム を 再起 動 し て くだ さい 、。 
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3.2 MS-DOS の 場合 


CUSTOM, エディ タ 


注意 : 初期 状態 で は AI 逐次 変換 
が 使用 で きる よう に 設定 され て い 
講話 。 


注意 : 640K バイ ト タ イ プシ ステ 
ム デ ィ ス ク を ご 利用 に な る 場合 に 
は , 辞書 ファ イル の 準備 が 必要 で 
す . ey 「 付 録 640K バイ ト タ 
イプ シス テム ディ スク の 場合 の 準 
備 」 


注意 : シ ステ ム 構 築 フ ァイル 
(CONFIG .SYS ファイル) 内 に 
日 本 語 入力 機能 に 関す る 指定 が な 
いか , また は CONFIG . SYS ファ 
イル 自体 が な い 場 合 に は , 日 本 語 
入力 モー ド に 入る と 自動 的 に 
JIS16 進 コ ー ド 変換 が 採用 きれ ま 
す . 


参照 : JIS16 進 コー ド 変 換 ey 


「 第 3 部 1.4 JIS16 進 コ ー ド 変 
換 」 


注意 : 画面 中 で , 白地 の 部 分 は ユ 
ー ザ ー が タイ プ す る 部 分 で す 。 
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MS-DOS シス テム の 初期 状態 で は , 日 本 語 入 力 機能 が 使用 で きる よ 
う , すでに 指定 され て いま す . 


し か し , 初期 状態 の 変換 方 式 を 変更 し た り , 新しく 作成 し た ユー ザー 
の シス テム ディ スク 内 で 日 本 語 入 力 機能 を 使用 し た りす る 場合 に は , こ 
れ か ら 説 明 す る CUSTOM コマ ンド また は エディ タ に よっ て , シス テム 
構築 ファ イル (CONFIG . SYS ファ イル ) 内 に 特別 な 指定 を 書き 込む 必 
要 が あり ます . 

これ ら CONFIG . SYS ファ イル へ の 指定 は , シス テム の 再起 動 後 に 有 
効 に な り , その 後 改め て 変更 する まで 変化 し ませ ん . 


まず 使用 中 の MS-DOS シス テム ディ スク 内 に ある CONFIG . SYS 
ファ イル の 内 容 を 確認 し て み ま し ょ う . TYPE コマ ンド を 使用 し て ファ 
イル 中 に 日 本 語 入 力 機 能 に 必要 な 指定 が 含ま れ て いる か どう か 確か め て 
みて くだ さい 。 


R> TYPE CONFIG.SYS 


DEUICE = NECRIK1 .DRU 
DEUICE = NECRIK2.DRU B:NECRI.SYS 


4 ! 
Al 逐次 変換 ドラ イブ B に 辞書 ファ イル 


この 例 で は , A 逐次 変換 が 使用 で き , 辞書 ファ イル が ドラ イブ B に あ 
る NECAI .SYS を 使用 する こと が 記述 され て いま す . 


次 に , 変換 方 式 な ど を 変更 する 方 法 を ,CUSTOM コマ ンド を 使う 場合 
と エディ タ を 使う 場合 と に 分 け て 説明 し ます . 


3.2 MS-DOS の 場合 


@ CUSTOM コマ ンド を 使用 する 場合 
MS-DOS シス テム の CUSTOM コマ ンド は 。 シス テム 構築 ファ イル 
参照 : CUSTOM コ マン ド (CONFIG . SYS ファ イル ) の 内 容 を 対話 形式 で 作成 ・ 変 更 す る こと が で 
と ネー サー ズリ フ きま す .。 この CUSTOM コマ ンド に よっ て 日 本 語 入 力 機能 を 使用 する 
指定 を , CONFIG . SYS ファ イル 内 に 記述 する こと が で きま す . 
次 に 操作 方 法 を 示し ます . 


注意 : CUSTOM コマ ンド は 外部 ① ま ず , MS-DOS の プロ ンプ ト が 表示 され て いる 状態 か ら CUSTOM 
コマ ンド で す 。 コマ ンド の 使用 時 STf ラー 

に は 。 こ の コマ ンド ファ イル コマ ンド を 実行 し ます . 

(CUSTOM . EXE) が ディ スク 内 

に な いと 使用 で きま せん . 


注意 : 画面 中 で , 白地 の 部 分 は ユ > CUSTON 
ー ザ ー が タイ プ す る 部 分 で す . 


CUSTOM コマ ンド 内 で は 。 メニ ュー カー ソル (反転 表示 部 分 ) を カー 


ツル 移動 キー([ -] [-] [1] [」]) を 使っ て 移動 し ます . 


@ 画 面 の 下 に メッ セー ジ が 表示 され ます . 
ここ で は CONFIG . SYS ファ イル を “作成 / する か また は 更新” す 
る か を 選択 し ます . 
今回 は 更新 ” を 選択 し ます 。 メニ ュー カー ソル を カー ソル 移動 キー 
([ コ []) を 使っ て * 更 新 ? に 位置 づけ , [< リ ] キー を 押し て くだ さい . 


に も っ 3 


新規 作成 呈 
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⑬③ 画 面 は 次 の よう に 変わ り ま す 。 


PCー9800 シ リー ズ 〇 CUSTOM コマンド Uer. 2.1g 


Copyright (C) NEC 1988 一 


④ 日 本 語 入 力 機能 に つい て の 指定 を 行う に は ヾ デバ イス ? を 選択 し ます . 
メニ ュー カー ソル を カー ソル 移動 キー([ 1 ] [, ]) を 使用 し て ヾ デバ イ 
ス ” に 位置 づけ て くだ さい . 画面 の 最 下 行 に 次 の よう に 表示 され ます . 


PCー9800 シ リー ズ で 〇 CUSTOM コマ ンド  Uer. 2.1g 
OOOCI9BE 052C13989 一 

バッ ファ 

ファ イル 

FCBS 

ドラ イブ 

テバ イス | 

Ar 

S25E リル 


天 人 86 ま 。 


する こ 


カー ソル 移動 キー(| - | | ]) を 使用 し て , ` 日 本 語 入力 * に 反転 表示 を 
位置 づけ , [JJ] キー を 押し て くだ さい . 
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注意 : 変換 方 式 (入力 方 式 ) に 逐 次 
変換 , 連 文 節 変換 , 文節 変換 ( 単 文 
節 変換 ) を 選択 し た 場合 に は , “ 標 
準 ” の 辞書 ファ イル 名 が NEC- 
DIC . SYS に な り ま す . 


3.2 MS-DOS の 場合 


⑤ 画 面 が 再び 変わ り , 現在 指定 し て いる , 日 本 語 入力 機能 で 使用 する 変 
換 方 式 (入力 方 式 ) と , 辞書 ファ イル に つい て の 情報 が 表示 され ます . 
ここ で , 変換 方 式 ( 入 力 方 式 ) を Al 逐次 変換 か ら AI 連 文 節 変換 へ 変更 
し て み ま す . 人 入力 方 式 7 に メニ ュー カー ソル を 位置 づけ る と ,。 画面 最 
下行 に 変換 方 式 の 選択 項目 が 表示 され ます . 


PC-ー9800 シ リー ズ CUSTOM コ マン ド Uer. 2.19 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Copyright (C) NEC 1988 一 一 


日 本 諸 入 力 
1 力 万 本 逐次 
辞 書 NECa1.SYS 
設定 終了 


を 指定 し て くだ さい 
くい 
本 逐次 文節 使用 し な い 


ここ で , ヾ AI 連 文 節 " に メニ ュー カー ソル を 位置 づけ (反転 表示 ), 
キー を 押し て くだ さい . 


⑥ 次 に , 辞書 ファ イル の 指定 を し ます . メニ ュー カー ソル を “辞書” に 
位置 づけ る と , 画面 の 下 に メッ セー ジ が 表示 され ます . こ こ で 使用 す 
る 辞書 ファ イル の 変更 を 行い ます . 


PC-ー9800 シ リー ズ で 〇 USTOM コ マン ド に -19g の | 
日 本 縛 入 


連 文 委 
NECa1.SYS 


ファ イィ る と き は 標準 を 指定 し て くだ さい ・ ) 


ル の 指定 で す NEca1.SYS を | 
キー を の ラー ンー を し て くだ さい 
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ここ で は ヾ 標準 ? の 辞書 ファ イル (NECAI . SYS) を 使用 し ます . ヾ 標準 
に 反転 表示 を 位置 づけ 。 [| キー を 押し て くだ さい . 
ここ で , “その 他 ” を 選択 する と ,。 ファ イル 名 の 入力 に な り ま す . 


(⑦ こ れ で , 日 本 語 に 関す る 指定 は 終り で す 。 ヾ 設定 終了 7 に メニ ュー カー 
ソル を 位置 づけ [JJ] キー を 押し て くだ さい . 


に っ シリ ー ズ で CUSTOM コマ ンド Uer. 2.19 
ーー 


し て くだ さい 


⑧ 画 面 は ③ と 同じ 操作 画面 に 戻り ます . ここ で ヾ 終了 ” に メニ ュー カー 
ソル を 位置 づけ [JJ] キー を 押し て くだ さい . 


PC-ー9800 ジ シリーズ で CUSTOM コマ ンド  Uer. 2.1g 
ーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーー CopyFight (C) NEC 1988 一 一 


本 本 8 
に 旬 53 め おい 


3.2 MS-DOS の 場合 


⑨ 最 後に , 現在 の CONFIG . SYS ファ イル に 指定 され て いる 内 容 が 表示 


され ます . 画面 中 の 最初 の 2 行 は , 日 本 語 入力 機能 の 指定 で す . 変更 
に より , Al 連 文 節 変換 方 式 が 指定 され ま した. 

ここ で 。 内 容 に 間違い が な けれ ば はい” を 選択 し , 操作 を 終了 し ま 
す . 操作 を 続け る 場合 に は “いい え ” を 選択 し ます . 

ここ で 画面 の 内 容 に 間違い が な いこ と を 確認 し て か ら , メニ ュー カー 
ソ ツル を “はい” に 位置 づけ [名 ] キー を 押し て くだ さい . 


PC-ー9800 シ ジ シリーズ CUSTOM コマ ンド Uer. 2.19 
1 5 (C) NEC 1988 一 一 
TEUICE_NECAIK2.DRU - B:NECa1-SYS ーー 一 日 本 語 入 力 に 関す る 指定 
る (Al 連 文 節 ) 


て 抽 7 す る いい 和 た 


閣 攻 "いい え 


⑩ 画 面 は MS-DOS シス テム の プロ ンプ ト へ 戻り ます . 


> 帳 


以上 で CUSTOM コマ ンド を 使用 し た 日 本 語 入 力 機能 の 変更 操作 は 
終り で す . 
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@ エ ディ タ を 使用 する 場合 
ディ と は 5 
1 3 


テキ スト (文書) ファ イル を 作成 する た め の プ ログ ラム 


エディ タ と し て は , MS-DOS シス テム ディ スク 内 に ある EDLIN を 使 
用 する こと が で きま す が 。 MS-DOS シス テム 上 で 実行 で きる 市 販 の エ 
ディ タ な ども 利用 可能 で す . 


エディ タ を 使用 し て 日 本 語 入力 機能 で 使用 する 変換 方 式 や 辞書 ファ イ 


ル 名 ,。 


ドラ イブ 名 を CONFIG . SYS ファ イル に 登録 し ます . 


次 に それ ぞ れ の 変換 方 式 に 必要 な 指定 を 示し ます . 


注意 : AI 逐次 変換 と Al 連 文 節 
変換 の 相互 切り 換え を , 日 本 語 入 
カモ ー ド 中 に キー で 一 時 的 
に 行う こと が で きま す . 


注意 : [ ] 内 の 記述 は 省略 する こ 


〇 Al 逐次 変換 また は Al 連 文 節 変 換 


DEVICE=NECAIK1 . DRV 
DEVICE=NECAIK2 . DRV [/R][ ド ライ ブ 名 : ][ 辞 書 フ ァイル 名 ] 


と が で きま す 。 

/R ・ AI 連 文 節 変換 を 指定 し ます . 省略 時 は AI 逐次 変換 
を 指定 し た こと に な り ま す 。 

ドラ イブ 名 : A, B,…・ な ど 辞 書 フ ァイル の ある ドラ イブ 名 を 指 
定 し ます 。 省 略 時 は カレ ント ドラ イブ を 指定 し た こ 
と 本 が り ます 。 

辞書 ファ イル 名 : NECAI . SYS( 省 略 時 も 同じ で す . ) 

注意 : 逐次 変換 と 連 文節 変換 の 相 〇 艇 次 変換 また は 連 文節 変換 


互 切り 換え を , 日 本 語 入力 モー ド 
中 に キー で 一 時 的 に 行う こ 
と が で きま す . 


注意 : [ ] 内 の 記述 は 省略 する こ 
と が で きま す 。. 
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/R 


ドラ イブ 名 


辞書 ファ イル 名 : 
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DEVICE=NECAIK1 . DRV 
DEVICE= ニ NECAIK2 . DRV /T[/R][ ド ライ ブ 名 : ][ 辞 書 ファ イル 名 ] 


・ AI か な 漢字 変換 を 使用 し な いこ と を 指定 し ます . 
: 連 文 節 変換 を 指定 し ます . 省略 時 は 逐次 変換 を 指定 


し た こと に な り ま す 。 


・ AB,・…・ な ど 辞 書 フ ァイル の ある ドラ イブ 名 を 指 


定 し ます . 省略 時 は カレ ント ドラ イブ を 指定 し た こ 
と に な り ま す 。 


NECDIC . SYS( 省 略 時 も 同じ で す . ) 


注意 : [ ] 内 の 記述 は 省略 する こ 
と が で きま す .。 


注意 : 日 本 語 入 力 モ ー ド 中 に 


[fr10] キー に よっ て , 単 文節 変換 
へ 変更 する こと は で きま せん . 単 
文節 変換 を 使用 する た め に は 
CONFIG .SYS ファ イル の 変更 
が 必要 で す . 


参照 : 階 層 デ ィ レ クト リ sw 写 


「MS-DOS x.x ユー ザー ズリ フ 
ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 


3.2 MS-DOS の 場合 


〇 単 文節 変換 


DEVICE=NECDIC . DRV [ドラ イブ 名 : ] [辞書 ファ イル 名 ] 


ドラ イブ 名 ・ A, B,・…・ な ど 辞 書 フ ァイル の ある ドラ イブ 名 を 指 
定 し ます . 省略 時 は カレ ント ドラ イブ を 指定 し た こ 
と に な り ま す . 

辞書 ファ イル 名 : NECDIC . SYS( 省 略 時 も 同じ で す . ) 


参考 : デバ イス ドラ イ バ 

?DEVICE=" に 続け て 記述 し た "NECAIK1 .DRV", "NECDIC . 
DRV" な ど を デパ イス ドラ イ バ と 呼び ます . デバイス ド ライ バ と は , デバ 
イス (周辺 装置 ) の 制御 の た め に 用 意 さ きれ て いる プロ グラ ム で す . 


辞書 ファ イル の ドラ イブ 名 を 省略 し た 場合 に は , 辞書 ファ イル を カレ 
ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に 置い て くだ さい . 

ドラ イブ 名 を 指定 し た 場合 は , 辞書 ファ イル を 指定 し た ドラ イブ の ル 
ー ト ディ レク トリ に 置い て くだ さい 、。 


参考 : カレ ント ドラ イプ,。 ルー トディ レク トリ 

カレ ント ドラ イブ と は , MS-DOS シス テム が 現在 注目 し て いる ドラ イ 
プ で す .。 ルー トディ レク トリ と は , 階層 ディ レク トリ 構造 の 元 と な る デ 
イル ン ツ ボボ で 、 


CONFIG . SYS ファ イル の 変更 後 は 必ず シス テム を 再起 動 し て くだ 
さい . 再起 動 を 行わ な いと 指定 が 有効 に な り ま せん . 


第 3 部 知っ て お いて ほし い 知 識 


3.3 MS OS/2 の 場合 


注意 : シ ステ ム 構 築 フ ァイル 
(CONFIG .SYS フ ァイル ) 内 に 
日 本 語 入 力 機能 に 関す る 指定 が な 
いか , また は CONFIG . SYS ファ 
イル 自体 が な い 場 合 に は , 日 本 語 
入力 機能 は 使用 で きま せん . 


注意 : 画面 中 で , 白地 の 部 分 は ユ 


ー ザ ー が タイ プ す る 部 分 で す . 


注意 : な お , MS OS/2 シス テム 
の MS-DOS モー ド で 日 本 語 入 力 
機能 を 利用 する 場合 は ,. シス テム 
構築 ファ イル へ の 指定 が 異な り ま 
す . er「MS OS/2 x.x ユー ザー 
ズリ ファ レン スマ ニュ アル 」 
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CUSTOM,。 エディ タ 


MS OS/2 シス テム の 初期 状態 で は , 日 本 語 入力 機能 が 使用 で きま せ 
ん ・ 


日 本 語 入力 機能 を 使用 する 場合 に は , これ か ら 説 明 す る CUSTOM コ 
マン ド ま た は エディ タ に よっ て , シス テム 構築 ファ イル (CONFIG . SY 
S フ ァイル ) 内 に 特別 な 指定 を 書き 込む 必要 が あり ます . 

これ ら CONFIG . SYS ファ イル へ の 指定 は , シス テム の 再起 動 後に 有 
効 に な り , その 後 改め て 変更 する まで 変化 し ませ ん . 


まず , 使用 中 の MS OS/2 シス テム ディ スク 内 に ある CONEFIG . SYS 
ファ イル の 内 容 を 確認 し て み ま し ょ う . TYPE コマ ンド を 使用 し て ファ 
イル 中 に 日 本 語 入力 機能 に 必要 な 指定 が 含ま れ て いる か どう か 確か め て 
みて くだ さい 、。 


[:\] TYPE CONFIG.SYS 


RUN = DS2 家 KDREION.EXE DS2 家 KYON.EXE 家 KRPI.DLL B: 半 NECRI.SYS 
人 


4 
Al 逐次 変換 ドラ イブ B に 辞書 ファ イル 


この 例 で は , Al 逐次 変換 が 使用 で き , 辞書 ファ イル が ドラ イブ B に あ 
る NECAI . SYS を 使用 する こと が 記述 され て いま す . 


次 に , 変換 方 式 な ど を 変更 する 方 法 を ,CUSTOM コマ ンド を 使う 場合 
と エディ タ を 使う 場合 と に 分 け て 説明 し ます . 


3.3 MS OS/2 の 場合 


@⑯ CUSTOM コマ ンド を 使用 する 場合 
MS OS/2 シス テム の CUSTOM コマ ンド は , シス テム 構築 ファ イル 
参照 : CUSTOM コ マン ド mr (CONFIG . SYS ファ イル ) の 内 容 を 対話 形式 で 作成 変更 する こと が で 
ンー イーズ リフ きま す . この CUSTOM コマ ンド に よっ て 日 本 語 入力 機能 を 使用 する 
指定 を ,。 CONFIG . SYS ファ イル 内 に 記述 する こと が で きま す 、 
次 に 操作 方 法 を 示し ます . 


注意 : CUSTOM コマ ンド は 外部 ① ま ず , MS OS/2 の プロ ンプ ト が 表示 きれ て いる 状態 か ら CUSTOM 
コマ ンド で す .。 コマ ンド の 使用 時 K 業 あま に 3 

に は 崩さ の コマ ンド ファ イル コマ ンド を 実行 し ます 。 

(CUSTOM . EXE) が ディ スク 内 

に な いと 使用 で きま せん . 


〔: 導 CUSTON 


CUSTOM コマ ンド 内 で は , メニ ュー カー ソル (反転 表示 部 分 ) を カー 


ソル 移動 キー([ -] [に ][」[」]) を 使っ て 移動 し ます . 


②@ 画 面 の 下 に メッ セー ジ が 表示 され ます . 
ここ で は CONFIG . SYS ファ イル を “作成 ” する か また は “更新” す 
る か を 選択 し ます . 
今回 は ` 更 新 ” を 選択 し ます . メニ ュー カー ソル を カー ソル 移動 キー 
([-] [に ]) を 使っ て 更新” に 位置 づけ , [JJ] キー を 押し て くだ さい . 


EHP 00P 欠 けり 3 


新規 作成 牙 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知 識 


⑧③ 画 面 は 次 の よう に 変わ り ま す 。 


PC-9800 シ リー ズ CUSTOM コ マン ド  Uer. 1.9922 


| シス テム ① 
シス テム ⑤@ 
デバ イス 

日 本 語 入力 


Copuright (C) NEC Corporation 1988 一 一 


IS-DOS モ - ト ~ 
その 他 
終 


トキ 1 や は ぶす 


④ 日 本 語 入力 機能 こつ いて の 指定 を 行う に は ` 日 本 語 入 力 ′ を 選択 し ま 
す . メニ ュー カー ソル を カー ソル 移動 キー(| 1 ] [ 」 ]) を 使用 し て ` 日 
本 語 入力 ′ に 位置 づけ て [| キー を 押し て くだ さい . 画面 は 次 の よう 
に 表示 され ます . 


PC-9800 シ リー ズ で CUSTOM コマ ンド Uer. 1.9922 
ーーPbHi ォ !h ふ h、 キ ォ ェ ョ ザ ぜ ィ リ イー OPDW19E 0 人 6 CORPDOFME32D 1 全 は ーー 


日 本 語 入力 
カム RI 逐次 
辞書 NECRI.SYS 
パス 指定 \OS2KKDRETON.EXE \OS2KION.EXE 宮 KaPI.DLL 
前 画面 


まし て くだ さい 
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3.3 MS OS/2 の 場合 


⑤ 現 在 指定 し て いる , 日 本 語 入力 機能 で 使用 する 変換 方 式 (入力 方 式 ) と , 
辞書 ファ イル に つい て の 情報 が 表示 され ます . 
ここ で , 変換 方 式 (入力 方 式 ) を AI 逐次 変換 か ら AI 連 文 節 変 換 へ 変更 
し て み ま す . 入力 方 式 ? に メニ ュー カー ソル を 位置 づけ [JJ] キー を 押 
画面 最 下行 に 変換 方 式 の 選択 項目 が 表示 され ます . 


PC-9800 シ リー ズ CUSTOM コマンド Uer. 1.99/2 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Copyright (C) NEC Corporation 1988 一 一 


日 本 語 入力 
カカ RI 逐次 
辞書 *NECRI.SYS 
パス 指定 \OS2 補 KDEPON.EXE \0S2 才 KYON.EXE 談 KPI.DLL 


前 画面 


くだ さい M 
し て くだ さい 
0 に 
し な 


ここ で , “AI 連 文 館 ? に メニ ュー カー ソル を 位置 づけ (反転 表示 ), 
キー を 押し て くだ さい 。 


⑥ 次 に , 辞書 ファ イル の 指定 を し ます . メニ ュー カー ソル を “辞書” に 
位置 づけ [JJ] キー を 押す と , 画面 の 下 に メッ セー ジ が 表示 され ます . 
ここ で 使用 する 辞書 ファ イル の 変更 を 行い ます . 


PC-ー9800 シ リー ズ ご CUSTOM コマ ンド Uer. 1.g22 
ーーーーーーーーーー ーー 一 ーー ーー Copvright (C) NEC Corporation 1988 一 一 


aI 連 文節 
NECa1.SYS 
パス 指定 \OS2 才 KDRENON.EXE \OS2 家 KTON.EXE 補 KRPI.DLL 


前 画面 


ファ イノ で す の タ ツキ を 幸 し て くだ きい 
、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 
5c に 0 ま 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知 識 


ここ で は ヾ 標準 ? の 辞書 ファ イル (NECAI . SYS) を 使用 し ます . ヾ 標準? 
に メニ ュー カー ソル を 位置 づけ , [J] キー を 押し て くだ さい . 

ここ で ,。 その他? を 選択 する と 。 ファ イル 名 の 入力 に な り ま す . 

* 標 準 ? の 辞書 ファ イル を 選択 し た 場合 に は , 辞書 ファ イル の パス 名 を 
指定 する こと が で きま す 。 


注意 : CUSTOM コマ ンド を 使用 ⑦ こ れ で , 日 本 語 に 関す る 指定 は 終り で す . ` 前 画面 "に メニ ュー カー ソ 
の 千 に アデ ュー ゃ ゃ 

hp 。 ル を 位置 づけ [<] キー を 押し て くだ さい . 

KKMON . EXE KKAPI. DLL) 

の パス 名 を 指定 する 場合 に は ,` 日 

本 語 入 力 ′ メニ ュー の 中 の パス 

指定 ” を 選択 し て くだ さい . 


PC-9800 シ リー ズ CUSTOM コ マン ド Uer. 1.99Z2 
0Dt (6) EC GORDOFa も On.396 あ ニー 


AI 連 文 節 
NECRI .SYS 
\0S2KKDRETON.EXE \0S2*KKYON.EXE KaPI.DLL 


生ま こ で 天目 過 択 し 、 リタ ー ン キー ご を 押し て くだ さい 


⑧ 画 面 は ③ と 同じ 操作 画面 に 戻り ます . ここ で ` 終 了 ” に メニ ュー カー 
ソル を 位置 づけ [<J] キー を 押し て くだ さい . 


PC-9800 シ リー ズ _ CUSTOM コマ ンド uer. 1.99/2 
ーー OOPU'igtt (C) NEC Corporation 1988 一 一 


で 昌和 拓 す と 理 を 中 止 する こと 
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3.3 MS OS/2 の 場合 


⑨ 最 後に , 現在 の CONFIG . SYS ファ イル に 指定 され て いる 内 容 が 表示 
され ます . 画面 中 の 最初 の 行 は , 日 本 語 入 力 機能 の 指定 で す . 変更 に 
より , AI 連 文 節 変換 方 式 が 指定 され まし た . 
ここ で , 内 容 に 間違い が な けれ ば “はい” を 選択 し , 操作 を 終了 し ま 
す . 操作 を 続け る 場合 に は ヾ “いいえ” を 選択 し ます . 
ここ で 画面 の 内 容 に 間違い が な いこ と を 確認 し て か ら , メニ ュー カー 
ソル を “はい? に 位置 づけ [<] キー を 押し て くだ さい . 


PC-ー9800 シ ジ シリーズ CUSTOM コマ ンド  Uer. 1.9922 
ーー ニーー ーーー ーーーー ーー ニーーーーーーーーーーー= テ ーー CODT1OhDt (CD NEE で orpgnation 31938 一 


RUN = \OS2HKDREMON.EXE *OS2 補 KYON.EXE KRPI.DLL /R 判 NECI.SYS 


日 本 語 入力 に 関す る 
指定 (Al 連 文 節 ) 


ET SS を 人 通し て 角 了 する いいえ! 和 時 を 析 続 する ) 
隆 履 "いいえ 


⑩ 画 面 は MS OS/2 シス テム の プロ ンプ ト へ 戻り ます . 


[:\]_ 


以上 で CUSTOM コマ ンド を 使用 し た 日 本 語 入力 機能 の 変更 操作 は 
終り で す . 
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第 3 部 知っ て お いて ほし い 知識 


@ エ ディ タ を 使用 する 場合 
エディ タ と は , テキ スト (文書 ) フ ァイル を 作成 する た め の プ ログ ラム 
1 の た 、 
エディ タ と し て は , MS OS/2 シス テム ディ スク 内 に ある EDLIN を 
使用 する こと が で きま す が , MS OS/2 シス テム 上 で 実行 で きる 市 販 の 
エディ タ な ども 利用 可能 で す . 


エディ タ を 使用 し て 日 本 語 入力 機能 で 使用 する 変換 方 式 や 辞書 ファ イ 
ル 名 , ドラ イブ 名 を CONFIG . SYS ファ イル に 登録 し ます . 


次 に それ ぞ れ の 変換 方 式 に 必要 な 指定 を 示し ます . 


注意 : Al 逐次 変換 と AI 連 文節 〇 Al 逐次 変換 また は Al 連 文 節 変換 
変換 の 相互 切り 換え を , 日 本 語 入 
カモ ー ド 中 に キー で 一 時 的 
に 行う こと が で きま す . RUN= ニ [パス 名 ]KKDAEMON . EXE [パス 名 ]KKMON . EXE [パス 
注意 : [ ] の 記述 は 省略 する こと 名 ]KKAPI . DLL [/R] [ドラ イブ 名 ][ パ ス 名 ][ 辞 書 ファ イル 名 ] 
が で きま す 。 
/R ・ Al 連 文 節 変換 を 指定 し ます . 省略 時 は Al 逐次 変換 
を 指定 し た こと に な り ま す . 
ドラ イブ 名 ・A, B, …… な ど 辞 書 フ ァイル の ある ドラ イブ 名 を 指 
定 し ます . 省略 時 は MS OS/2 シス テム を 起動 し た 
ドラ イブ を 指定 し た こと に な り ま す 。 
パス ヌス 名 ・ 辞書 フ ァイル の ある ディ レク トリ を 指定 し ます 。 省 
略 時 は ルー トディ レク トリ を 指定 し た こと に な り ま 
す 。 


辞書 ファ イル 名 : NECAI . SYS( 省 略 時 も 同じ で す .) 


MS OS/2 シス テム で は ,。 ドラ イブ 名 の 他 に パス 名 を 使用 する こと に 
より , 辞書 ファ イル を 指定 する ディ レク トリ 内 に 置く こと が で きま す . 
た と えば , ドラ イブ B の DIC ディ レク トリ 内 に 辞書 ファ イル (NECAI . 
SYS) が ある 場合 の 指定 は 次 の よう に な り ま す . 


RUN 三 \OS2\KKDAEMON . EXE \OS2\KKMON . EXE \KKAPI. 
DLL B: \DIC\NECAI . SYS 
h 


パス 名 
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3.4 メモ リ 容 量 と 辞書 ファ イル 


3.4 メモ リ 容 量 と 辞書 ファ イル 


@ メ モリ 容量 


注意 : 表 中 の 値 に は , シス テム が 
使用 する 容量 は 含ま れ て いま せ 
ん . 


注意 : MS OS/2 シス テム の 場合 


は , 動作 環境 に より , 変換 方 式 が 
使用 する メモ リ 容 量 は 異な り ま 
す . 


参照 :EMS インタフェース 
Km「MS-DOSx.x ユ ー ザ ー ズ 
リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 


念 辞書 ファ イル 


使用 する 変換 方 式 に よっ て 日 本 語 入力 機能 に 必要 な メモ リ 容 量 と 辞書 
ファ イル が 違い ます 。 


各 変 換 方 式 に 必要 な メモ リ 容 量 は 次 の よう に な っ て いま す . 


に 


' 必要 メモ リ 容 量 (単位 : KB) 


121 128* 
121 128* 
121 128* 
121 128* 
42 6 
(使用 し な い ) (使用 し な い ) 


※ EMS イン タフ ェ ー ス を 使用 する と 日 本 語 入力 機能 が 使用 する 必要 
メモ リ 容 量 は 約 70KB に な り ま す . 


使用 する 変換 方 式 に よっ て , 利用 する 辞書 ファ イル が 違い ます . 各 シ 
ステ ム で 利用 で きる 変換 方 式 と 辞書 ファ イル の 関係 は 次 の よう に な っ て 
いま す .。 


KNJAI.DIC NECAI . SYS NECAI . SYS 
KNJAI.DIC NECAI . SYS NECAI.SYS 
BUNSET . SU NECDIC . SYS 
BUNSET . SU NECDIC . SYS 
BUNSET .SU NECDIC . SYS 
(使用 し な い ) (使用 し な い ) 
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- 3 ・ > 人 KR ふ て て で 重 衝 天 ak を さ 
ーー ネー ー ーー と が いこ ーー ーー ei 4 
に WP っ だ さえ 守 " 


ia 押 MP まで ラサ ーー 作 和 と の ER 


どこ ー な _- 括 守 LU に 4 r 叶 

< 二 る N な ミ 

oO お そる oN で マオ コリ 58EY の h 8 
チ = 3 


ーーー ーー 
まつ F 
て 
40 二 


日 
上 本 な 0 に - Weerx skrwe er 4 


| w テー 


7 
% PS 1 
が こ 邊 生 0.。 cin 5 1 | 。 の 
基 2 た, さる ( 放 コ ー デ 0。 ニット さそ w 


rt 


員 3 は 1 6 


リャ 


ロー マ 字 入力 の 規則 


ロー マ 字 入力 の 注意 点 
句点 (、)。 読点 (。),。 長音 (一 ), バ \ ん ” な どの タイ プ 方 法 は 次 の と お り で す . 


5 間 IE 9 = 
NO いり や 


1 文 字 


また は 。, 


[| N ] に 続い て , 


中 


oi 陸 い ま UIU に 
は つ 音 (ん ) 


子音 を 重ね る 
また は , 母音 に 続け 


て sal+ 四 


か な 小文字 | [sur] を 押し な が | [sar]+ [4] 
ら AU,E,O 


よう 音 (きゃ き | `Y” を 間 に 入 れる 
ゆ ゅ き ょ ” な ど ) 


本 
人 | 


注意 : ロー マ 字 入 力 を 行う と き は 。 必 ず | CAPS | キー を ロッ ク し て お いて くだ さ 
い . な お , 表 中 の 表示” は 入力 モー ド 〔 か な 〕 の 場合 の 例 で す . 
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付 録 


人 @ ロ ー マ 字 入力 規則 表 


注意 : 表 中 の “ヴァ 。 ヴ ツィ, ヴ , ヴェ 。 ヴォ ” は , カタ カナ 文字 で タイ プ し て くだ さい 、。 
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カナ 入力 の 規則 


@ カ ナ 入 力 の 注意 点 


ら 。 プ アッ イン 。 エッ 。 オ 


本 に ュー トー 


[ey| 計上 ast ド 3e 
mao | 紀 呈 | 一 トー 


濁点 1 [ ヵ ] 
(濁点 キー) を 押す 
x の 後 で IE | [^] 四 
( 半 濁 点 キ ー) を 押す 


注意 : カナ 入力 を 行う と き は , 必ず | カナ | キー を ロッ ク し て お いて くだ さい .。 
な お , 表 中 の ヾ 表示 ” は 入力 モー ド 〔 か な 〕 の 場合 の 例 で す . 


に と CS し LIL も は 
回 空 同 に に EE 


トコ 


113 


* 才 


Ng る です 1 
に 2 こ 
4 
『 


部 敵 の 読み 一 覧 表 


部 首 選 択 ([ CrRL] + [r] キー) に より , 特殊 な 漢字 や 特殊 記号 を 表示 する こと が で きま す . 部 首 選択 で 
使用 する ヾ 読み ” を 次 の 表 に 示し ます 。 表 に は 特殊 な 漢字 の 読み" を 集め た 「 部 首 一 漢字 」 表 と , 特 
殊 記 号 の ヾ 読み” を 集め た 「 特 殊 記号 」 表 の 2 つが あり ます . 

な お , 部 首 選択 の 操作 方 法 に つい て は [第 2 部 第 3 章 3.5 部 首 選択 」[ 第 2 部 第 5 章 5.3 特 
殊 記号 」 で 説明 し て いま す . 


@ 表 の 使い 方 


・「 部 首 一 漢字 」 表 

この 表 は , 部 首 の 画数 , 部 首 , * 読 み " の 3 つ に 分 か れ て いま す . 表示 させ た い 漢 字 の 部 首 の 画数 か ら 
部 首 の 読み” を 見 つけ る こと が で きま す . 

た と えば ,「 該 , 訣 , 誠 ] な ど ヾ ご ん べ ん ” の 部 首 の 読み” を 見 つけ る た め に は , 次 の よう に し ます 。 


① 表 か ら , “ 言 ( ご どん べ ん : 7 画 )” を 見 つけ ます . 
② 右 欄 の 読み より , ヾ 言 ? の 読み , バ “ご ん ” が 見 つけ られ ます . 


・「 特 殊 記号 」 表 
この 表 は , ヾ 読み ” と 記号 の 2 つ に 分 か れ て いま す . た と えば ,「 る >」 の “読み” を 見 つけ る た め に は , 
次 の よう に し ます . 


① 表 中 か ら (2) を 捜し ます . 
@ 左 欄 の 読み より , 記号 (2) の 読み , ^. が ” が 見 つけ られ ます . 
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Ii 果 間 に 人 lm2 | 


My 
ご 


串 
R 


My 
ご 


半田 | 


る 
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付録 C 部 首 の 読み 一 覧 表 


党 | 凶 | 汗 | 回 


注意 : * の つい た も の は , 同一 部 首 で 表現 が 2 つ あ る も の を 示し ます . 
(サー 心 , ネー 示 , ネー 衣 。 ガー! リ , オー 犬 。 ? 一 水 。 火 一心 。 月 一 肉 ) 


117 


付 録 


人 @ 特 殊 記 号 


REN を cv ま 折 P の だ た る 。 抽 (うき コテ 
に - 和 を コー オナ コ に 菩 素 yL 2 二 し 
エエ ヤマ エア デ ギ ーー ニー エ ーー 
十 ギ 圭二 寺 二 十 士 寺 二 二 キ キオ 十 十 
CYS の の PR も 二 


リ ペー 


f 合計 守 mmcmkmmgkgcc mi 


③① ぐ @② ⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑩⑩⑮⑯⑫⑰⑯⑱⑲⑳ 


ト 
| 
+ + 
⑤ ⑥ 
T。 
UE E 
X II 
ボ 3 
中 正 
⑥ ぐ 女 
/ 全 
《 〉 
* を 


』-ー EE 主 =| 半 
&* 友 仙 へ 金品 回 へ 


注意 : . 印 は ピリ オド で す .。 テン キー に ある ピリ オド も 使用 で きま す 。 
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漢字 コー ド 表 


@ 表 の 見 方 

表 中 に ある 文字 は , 漢字 コー ド に よっ て 参照 する こと が で きま す . 

表 の 左側 の 欄 に は JIS コー ド ま た は シフ ト JIS コー ド を 表す 4 桁 の 16 進数 (0…9,。 A, B, C, D, E, 
F) が, 最上 行 ( ま た は 最 下行 ) に は 1 桁 の 16 進数 が それ ぞ れ 並ん で いま す . 

例え ば “^ 伊 " の JIS コー ド を 表 中 か ら 求め る た め に は , 次 の よう に し ます . 


① 表 中 の ヾ い ” の グル ー プ に 含ま れ て いる “ 伊 ” の 文字 を 見 つけ ます . 

② “ 伊 ” の ある 行 を 左 に た どり , JIS コー ド の 欄 か ら ま ず 4 桁 の 16 進数 *3040′ を 得 ます . 

③ ^ 伊 ” の ある 列 を 上 (また は 下 ) に た どり , 最上 行 (また は 最 下 行 ) か ら 1 桁 の 16 進数 *B” を 得 ます . 
④② で 求め た 値 と ③ で 求め た 値 を 加え ます . 


3040 十 B= ニ 304B 
^304B” が “ 伊 ” の JIS コー ド と な り ま す . 


な お , 本 書 で 使用 する JIS16 進 コ ユー ド 入 力 。 ま た は JIS16 進 コー ド 変 換 で は JIS コー ド を タイ プ し て 
る だ さ い 。 


注意 : PC-9800 シリ ー ズ の ノー マル モー ド 機 (PC-9801VX な ど ) を 使用 する 場合 と .。 ハイ レゾ リュ ーション モー 
ド 機 (PC-98XL? な ど ) を 使用 する 場合 と で は , 画面 に 表示 され る 書体 が 一 部 異な り ま す . 
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付 録 


1. 半角 文字 一 覧 


ヽ J 


さき | くく | さく | の | を | の 6 
| さ 111 層 | 還 | oo ー|oe 


wl]| さ 1 る | | 必 | の 6| で 


lrl 圭 | き | 征 | 列 叶 | 央 | 


注意 : 表 中 の 半角 文字 は テキ スト 画面 に 表示 で きる も の で , すべ て 2 バイ トコ ー ド 文字 で す . 
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2. 全角 文字 一 覧 


2120 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 
2220 


漢字 コー ド 表 (JIS 第 1 水準 ) 


還 、 。 


N ヽ < 1 
が 。 
+ ェ ニチ < 
$ eg% 

ぐ 「 画 


3 
全 々 〆 〇 
MS 
『』【K 】 


し まっ 


S 凛 護 〇 


※ エ ーー 


付録 D 漢字 コー ド 表 


2330 
2340 
2350 
2360 
2370 


人 ま 3 妥 5 は 
ABC 
PQRS 
a bc 
pq rT S 


8 9 
HITJK 
メス YZ 
HAL) 必 
XY.Z 


- キ 


2420 
2430 
2440 
2450 
2460 
3 | 2470 


ぁ あ い ぃ 
ぐ け げ こ 
だ ちち ぢ っ 
ば ば ぱ ひ び 
むめも ゃ 
ゐ の 名 を ん 


え ぉ お な か 
じす ず せ 
本 だ が だ 
へ べべ は 


よら り る 


2520 
2530 
2540 
2550 
2560 
2570 


ァ ア 
グ ケ ゲ 
ダチ デ ヂ ッ > 
バラ ヒビ 
ム メ モ 
* 呈 : 且 っ 稼 


エ ォ オカ 
ジス ズ セ 
トド ナニ 
へ ベベ べ 示 


当 ー ジ リフ 


ば ば まみ 
れろ ゎ わ 


ガキ ギク 
ノッ ゾ ダ 
ヌ ネ ノ へ ハ 
ボボ マミ 
レロ 


2620 
2630 
2640 
2650 


AB 
IIP% 
@ 8 


の の 


9 IKA 
0 
W 8 区 - 入 


MN 


/ 


結 り 1 橋 に TED | 4 者 


注意 : 2120 は 漢字 コー ド と し て 定義 きれ て いま せん . 
2121 の [SP] は 空白 (スペ ー ス ) コ ー ド を 示し ます . 


蔽 杏 
L89AB| CDEF 
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夷 委 威 尉 
委 表 詩 違 
稲 茨 芋 欠 

院 陰 隠 


確 日 渦 嘘 


捕 記 


と =3 


四 鵜 究 革 
半 噂 云 運 


住 餌 失 
吾 英 衛 詠 
園 堀 奄 宴 
艶 苑 菌 遠 


混 英 急 
闘 榎 氷 幅 
煙 燕 猿 


押 時 横 
屋 憶 諾 桶 


奥 往 応 
岡 沖 萩 億 


伽 価 佳 加 
火 珂 福 未 
迎 過 霞 下 
介 会 解 回 
入 星 械 
外 咳 害 崖 
垣 柿 釣 
覚 角 称 較 
柱 梶 角 潟 
叶 桃 樺 軸 
敵 刈 莉 
完 官 寛 干 
汗 漢 潤 準 
発 観 諫 人 
厳 玩 癌 眼 


下 化 仮 何 
果 和 架 歌 河 
虹 課 嘩 貨 
質 雅 館 電 
戒 拐 改 

階 具 由 効 
骨 混 殴 星 
殻 獲 確 和 
宮 揚 笠 極 
褐 轄 是 鯉 
柏 茅 管 

巻 喚 堪 
西 格 款 歓 
向 軸 肝 角 〔 
舘 丸 含 岸 


基 奇 嬉 寄 

機 帰 毅 
軌 輝 角 騎 
欧 義 蝶 語 
委 却 客 肢 
朽 求 激 潤 
巨 拒 拠 挙 

供 依 信 
族 舗 恐 恭 
0 1 2.3 


4 5.6 =7 


-| 伎 危 責 器 


期 棋 棄 
規 記 貴 起 
擬 歌 犠 疑 
請 古 杵 
宮 己 急 救 
旧 和 牛 去 居 
京 
誰 境 峡 強 
脅 興 蕎 郷 


鏡 響 響 驚 | 仰 凝 奉 暁 
勤 均 巾 爺 | 丘 大 飲 琴 


付録 D 漢字 コー ド 表 


ドド を 小 R1 す 3 1 用.8 中 66567 89AB | CDEF 


業 局 曲 極 | 玉 桐 料 僅 
禁 高 筋 枝 | 衣 菌 鶴 裸 


区 狗 玖 逢 | 苦 通 駆 


材 罪 財 折 | 坂 阪 堺 柄 


秦 荻 作 削 


SDEE|3A70 | 搾 昨 其 | 棚 窪 策 索 | 錯 桜 鮭 笹 | 馬 冊 刷 
8E3F| 3B20 察 拶 撮 | 擦 札 殺 詞 | 雑 里 鯖 拉 | 錆 般 皿 晒 
3B30 | 三 傘 参 山 | 惨 撤 散 機 | 娠 珈 産 算 | 往 息 讃 林 
3B40 | 酸 舞 斬 暫 | 残 
8E5F| 3B40 仕 仔 伺 | 使 刺 司 史 | 嗣 四 士 始 
8E6FI3B50 | 姉 姿 子 慣 | 市 師 志 思 | 指 支 下 新 | 施 旨 枝 止 
8E80|3B60 | 死 氏 獅 祉 | 私 糸 紙 紫 | 肢 脂 至 視 | 詞 詩 試 誌 
8E90|3B70 | 訟 資 賜 雌 | 飼 歯 事 似 | 侍 児 字 寺 | 慈 持 時 
8E9E| 3C20 次 滋 治 | 太 午 聞 磁 | 示 面 耳 自 | 時 辞 汐 鹿 
8EAE|3C30 | 式 識 鳴 税 | 軸 実 替 七 | 叱 執 失 婚 | 室 慈 湿 漆 


紀 記 表 世 た 町 財 : 0 1 2 3 4567 8 9AB | CDEF 
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蛇 邪 僅 信 | 尺 配 乱 遇 
取 守 手 朱 | 狐 狩 珠 種 
授 樹 組 雷 | 囚 収 周 

秀秋 終 繍 | 習 臭 舟 葛 
集 本 仕 住 
届 宿 北 祝 
狩 駿 准 循 
処 初 所 時 
序 徐 息 勉 
管 奨 共 如 
掌 兵 昇 昌 
照 症 省 硝 
裳 訟 証 褒 
乗 冗 剰 城 
燕 譲 醸 錠 | 県 地 飾 

触 食 触 辱 | 尻 伸 信 侵 
普 森 株 浸 | 深 申 疹 真 


粋 翠 衰 遂 | 酔 雛 鍵 随 
据 杉 相 次 | 願 雀 福 


征 性 成 政 
声 製 西 誠 
成 計 昔 析 
接 摂 折 設 
専 失 川 戦 
究 笛 線 

銭 銃 内 魚 


措 角 曽 希 
遡 作 僧 創 


Pd 語 和信 協 笠 4 567 5 CDEF 
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付録 D 漢字 コー ド 表 


| | * 訟 | JS | 0O123 | 4567 | 89AB| CDEF 


値 知 地 


将 徐 寧 | 攻 猫 熱 年 


91CE| 4250 | 対面 位 帯 | 待 意 態 戴 | 替 泰 潮 胎 | 乳 苔 袋 貸 
91DE| 4260 | 退 示 隊 偽 | 鯛 代 台大 | 第 醍 題 應 | 沙 瀧 卓 虫 
タ 91EE| 4270 | 宅 抱 択 拓 | 沢 濯 区 託 | 録 濁 諾 茸 | 原 同 具 
923F| 4320 叩 但 達 | 辰 礁 脱 異 | 堅 辿 棚 谷 | 狐 鱗 樽 誰 
924F| 4330 | 玉 単 嘆 坦 | 担 探 旦 菊 | 淡 混 炭 短 | 端 筆 綻 財 
925F| 4340 | 胆 看 誕 鍛 | 団 壇 弾 断 | 暖 西 段 男 | 談 
925F| 4340 
926F| 4350 | 綴 恥 智 池 | 痴 稚 置 致 | 狗 遅 馳 繁 | 畜 竹 筑 基 
9280| 4360 | 乏 秩 室 茶 | 稀 着 中 仲 | 宙 忠 抽 昼 | 柱 注 虫 裏 
チ |9290| 4370 | 計 西 鋳 駐 | 本 江 猪 学 | 著 貯 丁 兆 | 油 喋 籠 
929E| 4420 帖 帳 庁 | 吊 張 彫 徴 | 懲 挑 得 朝 | 潮 府 町 眺 
92AE| 4430 | 聴 妥 腸 蝶 | 調 課 超 跳 | 銚 長 頂 鳥 | 勅 捗 直 腔 
92BE| 4440 | 沈 珍 賃 鎮 | 陳 
92BE| 4440 | 津 墜 椎 | 植 追 鎧 痛 | 通 塚 鬼 舞 
ツ |92CE| 4450 | 槻 但 漬 枯 | 辻 怠 綴 負 | 椿 潰 坪 密 | 尋 細 爪 吊 
92DE| 4460 | 釣 稚 
9 2DE | 4460 亭 低 | 停 偵 剃 貞 | 呈 堤 定 帝 | 底 庭 廷 弟 
92EE| 4470 | 人 抵 控 提 | 本 洒 古 袖 | 程 締 艇 訂 | 諦 踏 通 
テ |933F| 4520 邸 徹 釘 | 購 泥 摘 搾 | 敵 滴 的 笛 | 適 錯 哲 
934F| 4530 | 徹 撤 較 送 | 鉄 典 填 天 | 展 店 添 纏 | 年 貼 転 天 
35F| 4540 点 伝 殿 浅 | 田 電 
935F| 4540 兎 吐 | 寺 塗 始 居 | 徒 斗 杜 渡 
936F| 4550 | 登 今 賭 途 | 都 鍼 砥 偏 | 努 度 土 奴 | 怒 倒 党 冬 
9380| 4560 | 凍 刀 唐 塔 | 埼 食 容 島 | 嶋 悼 投 搭 | 東 桃 構 棟 
ト 9390|4570 | 盗 泡 湯 薄 | 灯 短 当 癒 | 牙 等 答 筒 | 橋 統 到 
939E| 4620 董 湯 藤 | 討 膳 豆 踏 | 逃 透 負 陶 | 頭 騰 関 働 
93AE| 4630 | 動 同 堂 導 | 憧 挿 洞 剛 | 童 胴 茶道 | 銅 峠 提 匿 
93BE| 4640 | 得 徳 漬 特 | 和 静 篤 毒 | 独 読 栃 様 | 凸 突 概 届 
93CE| 4650 | 上 高 苫 寅 西 | 洛 順 屯 蛋 | 敦 沖 豚 通 | 頼 呑 曇 鈍 
93DE| 4660 | 奈那 内 年 | 凪 徒 謎 灘 | 捧 鍋 橋 馴 | 縄 暖 南 楠 
93EE| 4670 | 軟 難 没 
ー |93EE| 4670 二 | 尼 弐 思 匂 | 賑 肉 虹 廿 | 日 乳 入 
- |943F| 4720 如 尿 芋 | 任 妊 妨 認 
| ヌ |94sFl4720 
ネ 943F| 4720 
944E| 4730 | 念 投 換 燃 
ノ 944F| 4730 
945F| 4740 農 覗 鼻 
945F| 4740 
ハ |946E| 4750 | 俳 廃 拝 排 
9480| 4760 | 様 狼 買 
し 3 ま . 届 を 鬼 
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4 567 | 89AB | CDEF | 
柏 棚 薄 迫 | 蝶 漢 爆 和 
警 其 答 丁 | 幡 肌 畑 畠 
抜 後 関 鳩 | 断 二 辿 和信 
板 池 汎 版 | 犯 班 繁 
挽 晩 番 艦 | 毅 基 密 


基 | 卑 否 妃 旗 
披 斐 比 泌 | 疲 皮 和 碑 秘 | 弾 角 肥 被 
飛 樋 彼 備 | 尾 徴 枕 昆 | 琵 眉 美 
匹 走 昆 彦 | 膝 次 肘 綴 | 必 昌 筆記 
百 謗 信用 | 標 氷 漂 画 | 票 表 評 区 
苗 錯 鉱 閑 | 星 鮨 品 杉 | 光 浜 源 貧 


不 付 井 夫 府 居 扶 敷 
符 府 診 甘 | 阜 附 傷 撫 
部 封 楓 風 | : 復 幅 服 

覆 淵 放 払 | : 分 物 噴 墳 
粉 糞 紛 雰 | ] 


| 兵 帯 刺 平 
閉 隆 米 頁 別 管 蔵 焦 
編 辺 返 遍 電 


保 徒 負 
補 輔 穂 募 [ 母 科 菩 條 
奉 宝 峰 風 放 方 朋 

砲 縫 胞 芳 | 彰 : 訪 豊 邦 鐘 
亡 傍 剖 坊 5 忙 | 房 暴 基 
膨 謀 和久 北 僕 ト 里 
種 名 勤 没 | 本 翻 上 盆 
理 妹 昧 枚 膜 枕 飯 古 
叉 抹 未 涼 | : 万 慢 満 


前 
未 魅 巳 箕 養 稔 脈 炒 


| 夢 無相 矛 | 


鳴 灯 牝 減 


猛 盲 綱 耗 
問 閥 紋 門 
= 


薬 訳 躍 靖 


126 


付録 D 漢字 コー ド 表 


| | 窟 | JS | 0123 | 4567 | 89ABICDEF | 
有 有 背 悠 愛 
邑 郵 雄 融 


揚 揺 擁 曜 
詳 踊 廷 陽 


来 薬 頼 軍 


利 更 履 李 
率 立 借 振 
慮 旅 虜 了 
糧 良 誠 遼 
輸 隣 鱗 崎 


玲 礼 若 鈴 
恋 憐 澤 灯 


略 路 露 労 
毅 暗 郎 六 


0 婦 3 4 5 67 8 9 AB DEF 
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| 室 |「 | JS | 0123 | 4567 | 89AB| CDEF 


|98.9E| 
198 9E | 
1989E 


漢字 コー ド 表 (JIS 第 2 水準 ) 


5020 葉 不 


5020 


5020 


オーー 


5020 


5020 


5020 
5030 
5030 弐 手 距 | 悪 
5030 丈 京 | 老 宣 
5030 入 伯 | 払 人 人 価 
5040 | 傾倒 任 伯 | 信 全 佑 俸 | 何 代位 倍 | 修 休 他人 
5050 | 條 何 傘 伴 | 來 今 信人 | 侯 組 佑 係 | 価 伸 側 信 
5060 | 値 伴 偏 師 | 例 佑 俸 作 | 飲 偶 借 信 | 伸 佑 休 価 
5070 優 居 會 倍 | 修作 居 僅 | 作 父 健 條 | 偉 偏 僚 
5120 依 催 値 | 優 倍 偽 億 | 備 傘 借 償 | 偶 依 備 健 
5130 | 供 倍 借 修 | 偶 島 人 像 | 位 
5130 ル L 見 
5140 十 敬 
八 |995F| 5140 分 可 ーーー 
5140 唱 同 如 再 | 賠 表 善 易 
mm |995Flsl40 | ン 鶴 盛 家 
> |996F|5150 |  ? 決 | 洛 沖 涼 況 | 洋 潤 六 凛 | 
ルル |996F| 5150 九 護 財 
9980|5l60 | 風 M 
日 |9980| 5160 日 画 
刀 |9980| 5160 丸 | 弄 利 列 壇 | 出 硬 信和 弄 | 交 到 鹿 刺 
9990| 5170 | 割 馬 動 劉 | 剰 割 身 剥 | 侯 勉 勉 勉 | 身 剥 鐵 
999E| 5220 基 』 
999E| 5220 奄 勘 | 基 券 動 勤 | 易 基 勤 各 | 箇 勤 動 大 
5230 


H 居 外 乱 
/ 記 周 碑 
| _ | 室 | 6 | 0123| 4567 | 89AB| CDEF | 


付録 D 漢字 コー ド 表 


3 定式 S5 | . 則 BS3 4 567 89AB | CDEF 


味 末 各 
豊 威 只 喧 
距 路 喧 現 
路 吟 嘱 
只 嗣 暁 鳴 
貴 嗜 器 箇 
咽 路 嘩 嘩 


入 直 地 
才 規 基 款 
低 場 挙 麟 


均 折 填 吉 
瑛 垢 博夫 
避 圭 志 加 
培 幸 黒 坦 


9AEE | 5470 天 本 大 交 


9B3F 
9B4F 
9B5F 


5520 
5530 
5540 
5550 


好 約 敷 


5 ジー も 


5550 


5550 
5560 
5570 


5570 


9B90| 5570 


| 9B90 


5570 


9B9E 


9B9E| 5620 


5620 


9B9E 
9BAE 


5620 
5630 
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レン 
レベ 


5660 
| 5660 
5660 
5670 
5670 


5720 |_ 
5730 | 乾 春 鐘 葛 
5730 
5730 
5740 | 万 委 彗 誤 
5740 
9C5F| 5740 往 入 第 箱 | 入 衝 和 従 
19C6F| 5750 | 徒 簡 篠 衝 
9C6F| 5750 性 局 泰 | 意 盆 愉 條 
9C80| 5760 | 佑 何 促 竹 | 急 性 快 信 趣 | 信 属 候 移 
9C90|5770 | 協 佑 層 半 基 恨 司 合 
9C9E| 5820 情 俊 翌 如 條 尾 懐 個 
9CAE| 5830 | 恨 恒 情 春 側 憎 感 優 
9CBE| 5840 | 殿 係 事 選 ) 1 人 懐 惨 転 
9CCE| 5850 | 届 箕 恒 者 意 2 避 居 慌 憧 
9CDE| 5860 | 億 妖 必 絶 権 恒 情 
9CEE| 5870 | 人 
9CEE| 5870 | 双 成 成 | 成 華 夏 
9D3F| 5920 | 
9D3F| 5920 
9D3F| 5920 
9D4F| 5930 
9D5F| 5940 
9D6F| 5950 
9D80| 5960 
9D90| 5970 
9D9E|5A20 
9DAE | 5A30 
5A30 
5A40 


5720 ト 鹿 廣 大 


さ NEF 遇 寺 キ 内包 境 記 還 H 


し ィ 
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付録 D 漢字 コー ド 表 


0123 
負 


9DCE 
9DCE 
9DCE| 5A50 
9DDE| 5A60 
9DEE| 5A70 
9E3F| 5B20 
9E3F| 5B20 
|9E3F| 5B20 
9E4F| 5B30 - 着 
5B30 光束 | 条 槍 科 科 | 杜 柱 札 槍 
5B40 札 栃 村 丁 | 柳 村 本 東 
5B50 欄 析 | 栓 葉 権 棚 
5B60 梅 杏 提 格 | 楼 析 條 柳 
5B70 穫 相 棒 共 | 格 球 梱 棒 
5C20 機 板 楼 東 
5C30 槽 村 概 橋 
5C40 様 柚 染 析 
5C50 樽 根 棒 椿 
5C60 橋 械 模 椅 
5C70 椅 樺 構 模 
5D20 橋 権 呑 柄 
5D30 6 横 錦 机 


5D40 ] 
5D40 夕 残 | 爽 疹 烈 欧 | 残 殖 妥 強 
5D50 | 交 斉 殖 | 残 

5D50 踊 
5D50 
5D50 


5D60 磨 医 
眠 


5D60 
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| | * 写 | 8 | 0123 | 4567 | 89AB|ICDEFI 


水 |9FCE|5E50 | 漂 溶 湊 肖 | 漁 澤 溶 汰 | 漢 湖 滞 淳 | 削 江 酒 湊 
温 治 膝 注 

渡 秋 消 激 | 滞 涯 浴 
E03F| 5F20 漂 滴 洒 | 潜 湯 潮 注 | 醤 湯 洪 潜 | 激 滝 活 
EO4F|5F30 | 痛 漂 涯 六 | 党 常 深澤 | 湾 潰 湊 済 | 混 溶 清 六 
5F40 | 演 溢 消 洛 | 沙 滋 涯 工 | 測 濾 流 滴 | 洪 涯 渡 浦 

5TS0 | 満 

5F50 災 炒 回 | 加 尋 畑 燃 価 英 
5F60 | 衝 高 符 各 | 知 燃 昭典 | 現 笛 煙 爆 | 糧 悪 畑 粉 

5F70 | 作 奥 幸 糧 | 意 粒 焼 胡 | 衝 料 燃 爆 | 燃 煙 

胡 煙 振 | 灯 衣 畠 
沖 | 則 愛 乱 


ーー・ 知 
上 中 


6030 


膨大 3 
移 物 | 徐 理 笑 入 | 光 積 犠 


6030 


狗 


凶 狙 狗 多 


6040 | 犯 外 導 狼 | 狗 狭 獲 條 | 閣 狂 錆 外 | 発 獲 獲 舞 
EOCE| 6050 | 外 狗 敵 病 | 歌 導 導 猫 | 丈 陰 狼 虚 | 放 
手 |5oCgl emsm 珈 穫 丈 
EODE| 6060 | 下 才 珂 現 | 贅 麺 下 現 | 残 珂 琲 葉 | 陽 理 硝 玉 
EOEE| 6070 | 贅 殆 挙 環 | 苗 玉 贅 環 責 瑛 壁 更 | 聴 天 表 
6120 絡 背 
6120 古 mm 更 忠 原 暫 
6130 募 輩 壁 


共 拓 韻 誠 | 療 疹 類 


虹 ' 間 提 
誕 
時 前 | 町 時 映 了 ひ 春 喘 時 
吉 書 映 因 | 営 玉 時 時 | 林 夢 幕 
6140 導 | 次 閣 六 赤 
6150 | 六 疹 交 | 靖 痺 疾 | 病 痺 穴 | 疹 靖 病 
6160 | 聞 普 痺 | 葉 導 痕 場 | 療 癒 六 癒 | 病 療 癌 


衣 


宮 見 皮 | 朱 枝 時 岩 


論 苦 信義 | 婦 申 護 


し | 流 | 8 | 0123 | 4567 | 89AB|ICDEF 


付録 D 漢字 コー ド 表 


SL 0 2S ト 4SG7 MSAB と GEF 
E1BE| 6240 | 果皮 紫 師 | 皆 肛 昧 稚 | 星 上 有 睡眠 | 量 晴 瞬 害 
E1CE| 6250 | 回 暗 瞳 上 | 眼 賠 購 央 | 時 暖 帳 須 | 警 贈 明 吉 
E1DE| 6260 | 訪 上 


矛 |E1DE| 6260 稔 

矢 EDE| 260 笑 | 艇 

石 |IE1DE| 6260 福 感 克 | 硫 祖 砺 | 砕 克 落 個 
E1EE| 6270 飼 礎 太 人 | 磁 確 奄 秦 | 倍 大 休 | 破 若 磐 


E23F| 6320 偵 碑 侍 | 確 何 磁 礁 | 胡 傘 
示 |E23F| 6320 礼 | 塵 移 近 著 
E24F| 6330 | 肛 奄 区 | 若 居 義 齋 | 種 遼 療 
時 |E24F| 6330 
未 IEz4E| 6330 | 乗 秒 答 
E25F| 6340 | 和 ・ 秋 条 程 | 生 筐 征 生 | 東京 租 生 | 相 委 稚 穂 
Fe 
中 


350 | 秘 稽 生生 | 竹生 
350 宮 | 補 宮 究 容 | 審 高 電 審 
E280|6360 | 導 家 祝 了 性 | 層間 


立 |IE280| 6360 計 | 首座 閉 語 | 疾 疫 呆 竣 
E290| 6370 | 凍 間 競 」 

竹 IE 6370 気 公知 | 和 和 条 笑 筐 
E29E| 6420 筐 俳 舌 | 午 稀 先 雛 | 息 笑 算 律 | 彼 乱 徐 術 


E2AE| 6430 | 役人 入 穫 筐 | 科 箋 等 筆 | 午 人 秋 和 測 | 邊 和 欲 乱 壮 
E2BE| 6440 等 飾 穫 人 箋 | 偽 集 和 電 筑 | 笑 態 筆 箋 | 委 叙 簿 賃 
E2CE| 6450 穫 乏 和 父 和 | 入 袋 等 邊 | 敏 旗 衝角 | 座 鍛 和 


E2DE| 6460 衛 務 

米 |EzDE| 6460 | 料 管 | 栃 身 燈 楽 | 秀 畑 灯 梗 | 仙 羅 根 逢 
E2EE| 6470 | 本 基 差 楼 構 麻 模 | 震 橋 桶 | 黄 

糸 |E2EE| 6470 

E33F| 6520 約 統 紙 | 素 綱 織 禁 | 継 給 紅 絆 | 終 統 絡 総 
E34F| 6530 | 級 奈 線 繊 | 経 綾 條 綻 | 紹 紹 綺 奈 | 維 約 紳 
E35F| 6540 | 縦 弧 綱 約 | 骨 給 弧 緒 | 組 絹 繰 級 | 級 総 組 
E36F| 6550 | 絵 懸 絆 継 | 縦 縛 繕 紳 | 膝 旨 線 魔 | 緩 練 縄 繧 
E380| 6560 | 縄 縺 繧 繝 | 紙 続 縮 線 | 繰 給 縄 閥 | 編 縛 結 績 
E390| 6570 | 落 経 績 | 績 紳 紹 線 | 繊 織 一 | 貫 
E390| 6570 釘 鉄 
時 ems 鍵 盟 時 | 角 鐘 


ほ 
E39E| 6620 承 空 | 賠 困 回 己 | 吉 記 名 詩 
E3AE| 6630 | 灯 時 寺 第 | 牙 


E3AE| 6630 発 基 差 | 懸 鈴 者 混 | 義 壮 壮 靖 
| BsBE| 6640 | 門 革 
E3BE| 6640 次 私 | 久 今 翔 毅 | 競 葉 次 | 記 


旧 当 性 記 軒 


E 3BE| 6640 


の ll み 3 4 5 6 7 8 9AB C 
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E5CE|6A50 | 会 奈 祖 社 | 入 袖 補 徐 | 祖 補 袖 神 
レー | 6 10423 | 4567|89AB」CDEF」 


付録 D 漢字 コー ド 表 


シラ ト JIS 2 3 4567 
E5DE|6A60 | 裕 神 祐 誰 | 義 福 毅 理 
E5EE|6A70 | 補記 福 竹 | 褐 被 補 裏 
E63F| 6B20 補 裾 鶴 | 補 初 視 筆 
E63F| 6B20 
E63F| 6B20 
E64F|6B30 | 鉛 症 前 | 載 覧 直観 
E64F| 6B30 
E64F| 6B30 
E65F|6B40 | 計 託 許 | 調 詞 庄 衣 
E66F|6B50 | 計 謎 許 誠 | 誕 諾 主 府 
E680|6B60 | 診 誠 讃 語 | 斉 誠 誤 語 
E690|6B70 | 主 移 表 議 | 訂 誤 誰 講 
E69E| 6C20 課 砲 誠 | 講 財 証 議 
E69E| 6C20 
E6AE| 6C30 
E6AE| 6C30 豊 
E6AE| 6C30 
E6AE| 6C30 
E6BE| 6C40 | 
1 6C40 賊 | 原信 貼 質 
E6CE|6C50 | 鶴 睦 財 雷 | 状 稀 級 高 
E6CE| 6C50 

E6DE| 6C60 

E6DE| 6C60 志 赴 疹 | 趙 
E6DE| 6C60 路 貴 喘 | 魚 中 喘 
E6EE| 6C70 昧 忠 忠 | 践 劉 忠 忠 
E73F| 6D20 踏 距 盛 | 蹴 路 踏 型 
E74F| 6D30 | 路 環 聖 | 嗣 路 路 
E74F| 6D30 処 
E75F|6D40 | | 
E75F| 6D40 理 軟 軸 乾 | 財 軽 略 財 
E76F| 6D50 典 幅 四 轄 | 穀 帳 皿 韓 
E780| 6D60 
E780| 6D60 府 | 鐘 将 鮮 猟 


N3 
ア 


洒 | 選 対 団 


導 


向 古 
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負 金 区 作 
釣 錠 使 争 
金 録 鋼 

鍵 鈴 錯 貧 
銀 鐘 鉛 錠 
鏡 鏡 鏡 急 


門 開 間 
開 潤 閲 凍 


太 陸 険 際 | 際 際 隈 障 


E8CE 
E8CE 
E8DE 


| 妥 天 韻 叙 | 妥 題 顔 是 


恵 導 護 典 | 懇 部 
侯 
位 餅 餅 餅 | 笑 飲 角 館 


廊 
E95F| 7140 | 生 
E95F| 7140 取 | 海 慌 騙 有 
E96F| 7150 展 駿 務 | 騙 褐 騒 
E980| 7160 験 憶 騨 | 蘭 務 虎 騙 
E980| 7160 


ある 5 に SS | 02 4 567 89AB | CDEF 
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付録 D 漢字 コー ド 表 


4 567 99 AB IICDEF 


| 骨 表 角 角 | 骸 衣 六 角 | 肖 骨 記 肖 還 


6 1 JS り 陣 2 4 567 59 AB NG DE F 


137 


138 


纏 興 鉄 年 机 
傍 仔 但 侯 僚 人 1 
億 個 父 発 燃 家 ? 


n> 本 HH 


区 吾 


銀 星 絞 | 佐 任 
俺 侯 佑 億 像 備 


に ご こい + っ ト 
雷 基 童 己 海 蔽 


意 数 悦 大 収 慢 慢 憧 慢 憎 層 情 或 岳 提 
換 揚 光孝 拘 所 唱 罰 協 果 暁 唆 晴 特 
時 温 暗 暗 再 腔 朗 槍 椎 来 柳 枕 椅 横 
欄 集 林 椿 横 掴 栓 模 極 槍 始 沈 洗 流 沙 
流 閑 測 混 添 澤 激 河 


湯 淫 活 溢 涯 渓 清 
演 港 演 瀬 宏 貴 


莉 爆 


状 狭 猪 獲 珂 来 
再 理 環 誘 唆 里 全 
確 友和 条 層 利 貴 
絆 線 績 編 欠 姜 移 
攻 肌 薦 攻 星 時 胡 
議 購 頼 賢 赴 超 軌 


釧 鈴 針 針 多 勉 


ほ 当 時 甘 秋 洋 
普 違 号 還 


計 


釣 徐 


粗 煙 江 灯 奄 狼 


珈 理 静 理 玉 環 現 珠 
吸 倫 受 初 古 破 
導 靖 輝 徐 精 組 要 
成 交 秦 菓 靖 結 意 
麻 請 間 計 諾 講 諫 
四 人 郎 都 卿 郭 釣 


負 鉢 氏 錠 鮭 負 刈 


鉱 鍋 鉱 鉄 久 人 鉛 氏 錯 鉱 和 鉱 人 負 錆 名 
鐘 鮭 銅 鐘 銃 鉄 生 鋭 鎖 鐘 負 欠 鐘 鋼 開 降 


WW. 抽 | HKJY 補 W 


7G0I 陽 際 晴 際 豊 笹 偽 坊 青 
7cel 刊 高 机 欠 錠 鮮 角 般 魚 有 内 輪 稚 鈴 時 


呈 顎 題 飯 飼 鱗 人 稼 


vi vm 反 x | | W YY 


647K/ げ 人 タイ プン ステ ムスク の 場合 の 汰 人 


参照 : 変 換 方 式 eg 「 第 3 部 
第 1 章 変換 方 式 」 


お 買い 上 げ い た だ いた シス テム ディ スク が , 640K バイ ト タ イ プ フ ロ 
ッ ピ ィ デ ィ ス ク (5 イ ンチ 2DD, 3.5 イン チ 2DD な ど ) の 場合 は , 日 本 語 
入力 機能 を 利用 する た め に , 特別 な 準備 が 必要 で す . 

この た め の 操 作 は , Al 逐次 変換 また は AI 連 文 節 変換 を 利用 する 場合 
と , その 他 の 変換 方 式 (逐次 変換 。 連 文節 変換 単 文節 変換 ) を 利用 する 
場合 で は 異な り ま す . 

次 に それ ぞ れ の 場合 の 準備 方 法 を 説明 し ます . 


@ 逐 次 変換 , 連 文節 変換 , 単 文節 変換 を 利用 する 場合 


参照 : シ ステ ム に 対す る 指定 


中"「 第 3 部 第 3 章 日 本 語 入 
力 機能 を 使う た め に 」 


逐次 変換 、 連 文節 変換 、 単 文節 変換 を 利用 する 場合 に は , 次 の 手順 に 
従っ て 操作 を 行っ て くだ さい 。 


① ま ず , シス テム に 対し て 使用 する 変換 方 式 を 登録 し ます 。 登録 する 方 
法 は 使用 する シス テム に よっ て 違い ます . 本 書 「 第 3 部 第 3 章 日 
本 語 入力 機能 を 使う た め に 」 を 参照 し て くだ さい . 

シス テム へ の 登録 が 終了 し た ら , 必 ず シ ステ ム を 再起 動 し て くだ さい . 
再起 動 を 行わ な いと 指定 し た 変換 方 式 を 利用 する こと が で きま せん . 


@ Al 逐次 変換 , Al 連 文節 変換 を 利用 する 場合 


AI か な 漢字 変換 を 利用 する 場合 に は , AI 辞書 ファ イル を 固定 ディ ス 
ク 上 に 作成 する 操作 が 必要 で す . 

これ は , 1 つの 辞書 ファ イル が 2 枚 の ディ スク に 分 か れ て 入っ て いる 
た めで す . この 2 枚 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 入っ た 辞書 ファ イル を 固定 
ディ スク 上 に 1 つの ファ イル と し て 作成 し ます 。 

操作 は 利用 する シス テム に よっ て 異な り ま す . 例 と し て Nas- 日 本 語 
BASIC(86) シス テム を 使用 する 場合 と MS-DOS シス テム を 使用 する 
場合 の 操作 方 法 を 説明 し ます . 

操作 を 行う た め に は , 次 の も の が 必要 で す . 


1 之 炎 ディズ スグ 2. 辞書 ディ スク 2 枚 3。 固定 ディ スク 
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付 録 


人 @ N。。- 日 本 語 BASIC(86) シス テム の 場合 


参照 : 辞書 ファ イル の ドラ イブ 番 


号 の 設定 cg 「 第 3 部 第 3 章 
日 本 語 入力 機能 を 使う た め に 」, 
「 第 2 部 6.1 辞書 の 切り 換え 」 


注意 : 画面 中 で , 白地 の 部 分 は ユ 


ー ザ ー が タイ プ す る 部 分 で す . 
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backup . hd 


① backup . hd′" を シス テム ディ スク か ら load( 読 み 込 み ) し ます . 
プロ グラ ム を 実行 し ます (|[rs] キ ー, また は Yun [ 記 の. 
⑧③ 辞 書 デ ィ ス ク を 入れ る ドラ イブ 番号 を 指定 し ます . 
本 
⑤ 辞 書 ファ イル 名 を タイ プ し ます . 
⑥ 辞 書 デ ィ ス ク (No .1) を ドラ イブ に セッ ト し ます . 
[| キー を 押す と , 1 回 目 の 転送 が 行わ れん ます. 
⑦ 辞 書 デ ィ ス ク (No .2) を ドラ イブ に セッ ト し ます 。 
[| キー を 押す と , 2 回 目 の 転送 が 行わ れん ます. 
⑧ 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


操作 は 終り で す . これ で 固定 ディ スク 上 に 辞書 ファ イル が 作成 され ま 
し だ た 。 

以降 は 園 定 デ ィ ス ク の ドラ イブ 番号 を 辞書 ファ イル の 入っ て いる ド 
ライ ブ 番 号 と し て 設定 する こと に より , 日 本 語 入力 機能 を 利用 で きる よ 
うに な り ま す 。 

次 に 一 連 の 操作 と 表示 され る メッ セー ジ の 例 を 紹介 し ます . 


1oad "backup.hd" 
Ok 
Fun 


ファ イル の バッ クア ッ ty 


間 電 2 トラ ィ ラ 
い 』 加 
は ? KNJaI-. DIC 


ドラ イラ 1 に - 遇 。 覆 目 の フ ロッ ピ ィ ディ スク を セッ ト し て 下さ い 加 ⑥ 


1.D1C 


ドラ イブ 1 に 想 。 枚 目 の フ ロッ ピ ィ ディ スク を セッ ト し て 下さ い 加 の ⑦ 
KNJa1.DIC 


別 の ファ イル を 転送 し ます か (wm) ? n 
終了 レ し まし た 


人 @ MS-DOS > 


注意 : MS-DOS シス テム の メニ 
ュー 画面 より 「 デ ィ ス ク 内 全 フ ァ 
イル の コピ ー」 を 選択 し て 。 シス 
テム ディ スク 内 の すべ て の ファ イ 
ル を 固定 ディ スク に コピ ー す る 場 
合 に は , RESTORE コマ ンド に よ 
る 操作 は 必要 あり ませ ん . 


参照 : 辞書 ファ イル の ドラ イブ 名 
の 設定 ke 「 第 3 部 第 3 章 
日 本 語 入力 機能 を 使う た め に 」, 
「 第 2 部 6.1 辞書 の 切り 換え 」 


注意 : 画面 中 で , 白地 の 部 分 は ユ 
ー ザ ー が タイ プ す る 部 分 で す . 


付録 尼 640K バ イト タイ プシ ステ ム デ ィ ス ク の 場合 の 準備 


① RESTORE コマ ンド を 実行 し ます . 
コマ ンド の 指定 は , 次 の よう に 行っ て くだ さい 。 


RESTORE A:C: 
人 


ドラ イブ 名 1 ドラ イブ 名 2 


ドラ イブ 名 1 : 辞書 ディ スク を 入れ る ドラ イブ 名 

ドラ イブ 名 2 : 辞書 ファ イル を 作成 する 固定 ディ スク の ドラ イブ 名 
② 固 定 デ ィ ス ク が 準備 され て いる こと を 確認 し ます . 
⑧ 辞 書 デ ィ ス ク け 1) を ドラ イブ に セッ ト し ます . 

[| キー を 押す と , 1 回 目 の 転送 が 行わ れ ま す . 
④ 辞 書 デ ィ ス ク (#2) を ドラ イブ に セッ ト し ます . 

[| キー を 押す と , 2 回 目 の 転送 が 行わ れ ま す . 


操作 は 終り で す . 
し だ 

以降 は , 固定 ディ スク の ドラ イブ 名 を 辞書 ファ イル の 入っ て いる ドラ 
イブ 名 と し て 設定 する こと に より , 日 本 語 入 力 機能 を 利用 で きる よう に 
な り ま す 。 

次 に 一 連 の 操作 と 表示 され る メッ セー ジ の 例 を 紹介 し ます . 


これ で 固定 ディ スク 上 に 辞書 ファ イル が 作成 され ま 


R> RESTORE a: C: 回 


理 0 


る 錠 MEAS 


<AS い 


に so 許 6 CX-X に バッ 
デ * 【 から ファ イル を 


アッ プ さ れ ま し た ・…・ 
じき ます 。 ・… 
当 ECR1.SYS 


> 征 
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